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一・夢見る頃を過ぎても










断ちきる覚悟




「お待たせ、早はや瀬せさん。ごめんね？　遅くなって」

　微かすかに雪の舞い散る中、息を切らせて駆けてきた人物をじっと見つめる。

　会社から歩いて五分ほどの位置にある大きな公園。中央に噴水があり、いつもはたくさんの人が訪れているけど、今は誰もいない。外灯のほんのりとした明かりに反射する雪が、幻想的で美しい。

　お互いの口から吐きだされる白い息が、彼の顔を霞かすませて見えなくする。私は目を凝らした。

　優しさに満ちた端麗な笑顔が、この目にはっきりと映った瞬間に、私の胸がドクッと高鳴る。

　それがあまりにも綺き麗れいで、言葉を失う。ライトアップされた背景と重なり、物語の世界から飛びだしてきたようなその姿。完璧な容姿は、まるでファッション雑誌に出てくるモデルのようだ。キラキラ光る瞳を見つめていると吸い込まれそうになる。

　こうして仕事終わりに待ち合わせるのは、本物の恋人同士みたい。こんな日が来るなんて。

「……早瀬さん？　どうかした？」

　向かい合わせに立っていると、彼の首元までしかない私の身長に合わせて、彼が屈かがんだ。同じ目線の高さで、不思議そうに私の顔を覗のぞき込む。

　恍こう惚こつと彼を見つめたまま固まっていた私は、その顔の近さにハッと驚いた。

　う……わ!!

「あ……っ。す、すみません！　ぼんやり……してしまって」

　慌てて正気に戻り、彼からさっと目を逸そらす。

　緊張でガチガチな私はなにを話したらいいかわからず、そのまま俯うつむいて口ごもった。

「謝るのは俺のほうだよ。寒い中で待たせてしまったから、怒ってるのかと思った。なかなか会議が終わらなくてさ。今日に限ってアカマメが、どういうわけだか張りきっちゃって。振りきってみんなで一目散に逃げてきたけどね」

　彼のおどけたような言い方に、思わず笑ってしまう。

「……ふふっ。……片かた桐ぎり課長でも言うんですね、アカマメだなんて。意外です」

「『課長でも』って、なに？　いつも彼に一番絞られてる被害者は俺だよ？　背が豆みたいに小さくて怒ると真っ赤になる〝赤あか沼ぬま部長〟だから、アカマメ。君たちがそう呼んでることは俺だって知ってるんだから。腹いせに俺もそれくらい言わせてもらわないと」

　真ま面じ目めなだけのエリート課長かと思ったら、会社の外では部長をニックネームで呼んだりする。そんな彼がもたらす親しみやすい空気に、私の緊張は徐々にほぐれつつあった。

　やっぱり素敵な人。私なんかの誘いに乗ってくれて、今こうしてふたりでいるのが嘘うそみたい。

「それで？　イタリアン？　フレンチ？　なにが食べたいの？　待たせたお詫わびに、なんでも我わが儘ままを言って」

　言いながら歩きだした片桐課長について、私も前へ進む。積もり始めた雪の感触をキシキシと靴越しに感じた。

「いえ、そんなつもりじゃ……」

　ふたりきりで会いたいとお願いしたのは、課長に食事を奢おごってもらいたかったからじゃない。十分……いいえ、ほんの五分でいい。私の話を聞いてほしかっただけ。

「あの……食事とか……いいんです。私、課長に話があって」

「話？」

　課長は私のほうに振り返って、歩みを止めた。

「実は……」

「ん？」

　まっすぐに私を見る漆黒の瞳。見つめ返すだけで精いっぱいだ。

　でも、逸らしてはいけない。

　言わなくてはいけない。

　黙っていては、これから前には進めないのだから。

「私……」

「うん」

　足が次第にカタカタと震えだしてくる。課長は黙って、私が話しだすのを待ってくれている。

　もう、今のままではダメ。私は変わらなければいけない。自分の未来のために。

「私、課長がずっと好きでした。叶かなわないとわかっていながら、ただ課長を見つめてきました」

　ギュッと目を閉じ、自分を奮い立たせ、勢いをつけて一気に告げた。

　その瞬間、粉雪が地上から吹き上げるように舞い上がり、私と課長の髪を逆立てた。

　一瞬、私の告白に課長の目が大きく見開かれた気がしたけど、彼はなにも言わずに黙っている。

「す、すみません……！　突然こんな話をして……。驚きますよね。私……課長にとっては迷惑だと考えずに、自分のことばかりで……」

　今にも溢あふれてしまいそうな涙を堪こらえるのに、必死になる。

　泣いたりなんかしちゃダメだ。同情を乞こうつもりなんてない。かわいそうだとか思われたいわけじゃなく、この気持ちを昇華させたかった。

　実は、私は片桐課長以外の男性と結婚して、その人とこれからの人生を歩むことが決まっている。

　そう決めたのは私自身であり、後悔はない。課長に恋する気持ちをすべて捨て去り、リセットして一から結婚生活を始めたいのだ。

　この想いを受け取るのは他の誰でもなく、片桐課長本人でないと目的が果たせないと思う私は、自分勝手な人間なのだろうか。

　だけど、この気持ちを消すにはどうしたらいいのか、他に思いつかなかった。

　結婚相手の東とう条じょう慎しん吾ごさんは、父の上司の息子だ。彼自身が温厚で安心できる人だったので、結婚してもいいかなと思えた。この縁談を断ることが、父の立場を危うくしてしまうのも大きな理由ではあったけれど。

　もう話はかなり進んでいて、両家の顔合わせや結納も終わり、あとは結婚式の細かい打ち合わせのみとなっている。まわりの友人や、父の会社の人たちも祝福してくれて、後戻りなんてありえない。そんな中、私の気持ちだけがこの状況についていけず置いてきぼりになっているのだ。

　しばらく続いた沈黙に、私の平静を保つ糸が今にも途切れそうになっていた。

「じゃ、私……これで失礼します。聞いていただいてありがとうございました……」

　深く頭を下げて、絞りだすように言う。

「……過去形？」

　頭上から聞こえた課長の声に、顔を上げる。

　彼を見上げた私の目は、涙で濡ぬれていた。頬ほおを伝う涙が、冷たい風に晒さらされながら流れ落ちていく。

「今の話は、過去形なの？」

　そんな私をまっすぐに見つめつつ、課長は繰り返し聞いてきた。彼の質問の意図が読めない。

「え？」

　不思議がる私に、課長はふわっとした柔らかい笑顔を見せる。

「まったく予想もしてなかったから驚いたけど……嬉うれしいよ。早瀬さんのことは、以前から可愛かわいいと思ってたから」

　照れたように頭をかきながらの課長の発言に、私は言葉を失った。

　今のタイミングでそんなふうに言われるなんて。どういう意味なの？

　私は会社では目立たなくて、思っていることの半分も話せない。仕事もミスが多く、課長にはいつも迷惑をかけている。

　私の勤める月つき瀬せ建託は、賃貸住宅の経営や管理をしている。会社での業務には専門知識が必要だけど、入社当初から私は同期の子たちより少し遅れている気がしていた。業界用語などが難しくて、なかなか理解できない場合が多かったのだ。営業のアシスタント業務を中心として働いているけれど、仕事の上で、覚えの悪い自分が嫌になることもあった。

「私なんて……褒めていただく資格のない人間です」

「こら。そんなことを言うな」

　思わず口をついて出た私の言葉を遮るように、課長が大きな声を出した。

「君は全然わかっていない。自分を知ろうと努力していない。自分を卑ひ下げしちゃダメだ。残業も雑用も、いつも嫌な顔ひとつせずに引き受ける君はとても素敵だと思うよ。もっと自分を信じて」

　課長の言葉に、さらに涙がこぼれる。

　この人を好きになってよかった。心からそう思った。

　両手で顔を覆う私の頭に温かい手が乗せられ、優しく撫なでられる。

　もう、充分だ。これで私は前を向いてこれからの人生を歩いていける。

「それで？　……俺はどうしたらいいのかな？　人を慰めるのは得意だから、俺のやり方で君の涙を止めてもいい？」

　私は再び顔を上げた。

「あり……がとう、ございました。どうもしなくていいんです。気持ちを伝えたかっただけなんです」

「どういう……こと？」

「私、来月には寿退社するんです。春には結婚するので、気持ちの整理がしたかった。だから、これでよかったんです。聞いてくださってありがとうございました」

　私がそう言った瞬間、課長の顔から笑みが消え去った。

　一ヵ月ほど前に、部長には退職の意思を伝えていたので、もしかしたら課長も知っているかもしれないと思っていたけど、まったく聞いていないようだった。

　課長には結婚することを知られたくないという気持ちがあり、直接伝えていなかったせいでもある。いずれ知られてしまうのだから、結局は悪あがきだけど、どうしても言いだせずにいた。

　軽けい蔑べつしたのかもしれない。結婚するくせに、別の人に想いを告げた私を。

「……もう、お会いすることもなくなります。どうか今日のことは忘れて――」

「好きなの？　だから過去形だったの？」

　険しい表情で課長が私に尋ねてくる。

「好き？　なにが――」

「結婚相手のこと」

「課長？」

「結婚するのなら、なぜ今、俺を好きだなんて言うの。君はふたりを同時に愛せる女性なのか？」

　怒って……るの？

　課長が怒りを露あらわにする理由がわからないまま、私は彼の顔を見つめていた。




　＊　＊　＊




　二年前。横よこ浜はまの支社から金かな沢ざわの本社へと異動してきた、二十七歳の若き課長をひと目見た瞬間に、私は恋に落ちていた。

　だけど、それはもちろん私だけではなかった。そこにいたすべての女性社員のハートを瞬時に鷲わし掴づかみにするほどの魅力が、彼には溢れていたのだから。

　高身長、整った顔立ちなどといった見た目の華やかさだけではない。自信と気品を漂わせた視線や、凛りんとした表情は、男らしさにも満ちていた。

「横浜から来ました、片桐悠ゆう馬まです。初めは不慣れでご迷惑をおかけするかと思いますが、どうかサポートをよろしくお願いいたします」

　男性社員たちは、支社から来た若い課長へのやっかみもあるのか、ほとんどの人が歓迎している表情には見えなかった。彼を冷ややかに見つめている。

　それとは対照的に女性社員たちは、格好いい上司のいきなりの登場に色めき立つ。

「やばい。イケメン」

「独身かな？」

　ひそひそと言い合っているのが聞こえた。

　男性社員の怪け訝げんな視線と、女性社員の夢見る視線を一様に浴びながら、課長はニコニコと笑って挨あい拶さつをした。

「今日から書類はすべて、私ではなく、この片桐くんに提出するように」

　課長の隣でアカマメがすかさず言う。

「え、部長？」

　驚いて課長がアカマメを見た。

「当たり前だろう。君の判断に任せるよ。ただし、責任も君にあるからな。俺を頼るなよ」

　アカマメの厳しい言い方に対し、課長は涼しい顔で答える。

「ああ、そうでした。忘れていました。私がここに赴任した理由は、この本社営業部の業績不振を改善するためでしたね。それじゃ、部長ではなく私が書類をすべて預からないとダメですね」

「君は、私のやり方になにか意見があるとでも言うのかね？」

　アカマメは真っ赤になった顔を上げ、長身の課長を睨にらんだ。そんなアカマメを見下ろしながら、課長は笑顔を崩さないまま告げる。

「いえ、なにも。これまでがどうだとか、今さら言うつもりはありません。もう出てしまった結果を覆すことなんてできないのですから。今後が大切ですね。どうぞお任せください」

　私たち部下は、朝礼の壇上で急に散り始めた上司たちの火花に唖あ然ぜんとしていた。

「それなら勝手にやりたまえ！　何度も言うが、結果が出なくても私のせいにするんじゃないぞ！　すべて君の責任になるんだからな！」

　アカマメが怒ってその場を離れ、フロアを出ていった。

　――バタン！

　ドアが閉まり、ひとり壇上に残された片桐課長は、私たちのほうを見て軽く片目を閉じた。

「すみません、立場もわきまえずに、初日からつい言いすぎてしまいました。でも、勝手にやっちゃっていいそうです。遠慮なくそうしましょう。よろしくお願いしますね、みなさん」

　そんな課長の様子に、緊張していた雰囲気が一気に和らぎ、みんなは笑いだした。




「いいわよね～、片桐課長。エリート、独身、二十七歳！　期待のエース！　欠点なんてなさそう」

「あら、そんな人に限って重大な秘密があったりするのよ。たとえば……そうね。男しか愛せないとか？　まさかのゲイ!?」

「嫌～！　もったいない！　そんなこと許せないわ。まともな道に戻さないと！」

　その日のお昼は、彼の話題で持ちきりだった。

　私は賑やかに噂うわさする同僚たちの話を笑って聞きながら、お弁当を食べていた。今日の休憩室は空いていて、私たち以外は誰もいなかった。そのせいかみんなは大きな声で言いたい放題、課長について語っている。

「一応言っておくけど、恋愛対象は女性だよ？　ありえないだろ、そんな話。どうしてそうなったの？」

　背後から聞こえてきた声に私たちは驚き、一斉に振り返った。

「きゃ……!!」

　話しかけてきた声の主を見上げて、みんなで絶句する。その視線の先では、片桐課長本人がニコニコと私たちを見下ろしていた。

「女性の会話は逸れると怖いけれど、なかなか興味深いね。あと二、三日したら、俺は立派な同性愛者だと本社中の噂になるだろうな」

「す、すみません！」

　私たちは揃そろって謝罪した。

「あははは。別に怒ってないよ。ここの女性社員はみんなお行儀がいいね。横浜支社の子たちならひとこと、『課長、うざっ。話に入ってこないでよ』とか言ってバッサリだよ」

「ええ！　そうなんですか？　信じられない」

　私の同期で同じ課のスミレが、大げさに驚いた声を出す。このメンバーの中では、私とスミレだけが片桐課長の直属の部下となる。

「ああ。ま、そんな扱いを受けてきたから恋愛に疎うといのかな。ここでのゲイ疑惑にも驚いたけどね」

「やだ、冗談ですよ～」

　スミレの声のトーンがいつもとは明らかに違う。

　みんなを見まわすと、誰もがうっとりと頬を染めて課長を見つめている。

　そうだよね。みんなそうなるよね。私だって胸がバクバク鳴って、まともに彼を見られない。

　こんな素敵な人に、もしも愛されたなら……いったい世界はどんなふうに私の目に映るのだろう。

　そんなことを考えながら私はひとり、興味のないふりをして食事を続けていた。

「早瀬さん、君も俺の課だったよね。これからよろしくね」

「ゲホッ！」

　急に話を振られ、咳せき込んだ。

「きゃ、梨り乃の！　なにやってんの」

　スミレが私の背中をさすって言う。

「ごめん、驚かせたかな」

　課長の手が私の肩にそっと乗せられた。だけど、その手は一瞬にして離された。

「いっ！　いえ！　……ゴホッ！　すみません。大丈夫です」

　私は喉のどに詰まりそうになった卵焼きを、無理やり飲み込んだ。

　彼はおそらく、ひとりだけ話に入れない私を気遣って声をかけてくれたのだろう。それなのに私ったら、咳き込んでまともに返事もできないなんて……。

「ごめんね。じゃ、みなさんこれからよろしく。あ、ゲイ疑惑は訂正しといてね」

「課長、くどいです～」

　スミレの返しに課長は爽やかに笑う。

「くどいのがもうばれちゃった？　仕事もこの調子でしつこいから」

　言いながら彼は、私たちに軽く手を振ってから歩きだした。

「嫌ー、やめてください」

　その場にいたすべての人が笑っている。……私を除いて。

　私は課長の後ろ姿を見つめながら、先ほど一瞬だけ触れられた肩を押さえていた。熱を持ったようにその部分が熱い。

　この気持ちの行方ゆくえを私は知っている。きっと、身動きできないほどに相手を恋慕う前兆。

　二十四歳の今まで、好きになった人は年相応にいたけれど、相手に気持ちが伝わり、付き合った人はその中でも三人だけ。

　そのときは想いが通じて嬉しくて、一生懸命に恋していたつもりだった。でも、どうやら私は間違っていたようだ。付き合った人たちに言われた言葉が、今も私の心に突き刺さったままになっている。

　決まって破局の理由は同じ。

『重い』

　そう言われて振られる。好きになると彼以外、なにも見えなくなるから。

　あんな思いをするのはもうたくさん。

　課長を好きになってはいけない。受け入れてなんてもらえない。消えてなくなりたくなるほどのつらい気持ちが、また残るだけよ。

　今はまだ、恋愛する自信がない。私自身がもう少し成長しないと、また同じ結果になる気がしていた。

　仕事のことや考え方。すべてにおいて自信を持てるようにならないと、無理だ。

　ぼんやりする私を見ながらスミレが言う。

「……ダメよ、彼は。あんたの手に負える相手じゃないわ」

　私は課長から目を離して、スミレを見た。

「モテるから、相手は選び放題。飽きられて乗り換えられたら立ち直れないでしょ」

「や、やだ。そんな、私は……」

「梨乃は惚ほれっぽいんだから。ダ、メ、よ。彼は観賞用。実用的じゃないわ。あれほどの人は、あんたには扱いきれない」

　短大時代からの友人であるスミレには、すべてお見通しのようだ。

　実際、私は恋人に捨てられるたびに彼女に慰めてもらい、助けられてきた。

「……素敵だなって、少し思っただけよ」

「そう？　ならいいけど」

　そんな私たちに、他の同僚が話しかけてくる。

「ねえねえ、企画課の前まえ原はらさん、受付の香か織おりと別れたんだって」

「マジ!?　飲み会、飲み会！　前原さんの都合聞いて！」

　スミレはすでに別の男性の話題に入っている。

　私もそんなふうにできたなら――そう思いながら、私は課長の歩き去った方向を見ていた。
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　あれから二年。

　スミレにはああ言ったけれど、私は予想どおり課長に惹ひかれ、今日まで彼を夢中で見つめてきた。

　課長はこれまで、私がわからなかったことを根気よく丁寧に教えてくれたり、私のやる気に繋つながればと新しい仕事を割り当ててくれたりした。

　ひとりひとりの部下に対して、妥協は一切認めず、自分の時間を割いてでも解決策を一緒になって考える。その一方で、誰かに泣きつかれたりしても、手を貸すのみで、決して課長自身では処理しない厳しさもあった。

　そのおかげか、ここ最近では、みんなの能力が格段に上がったと思う。課の業績も、課長が就任してからはうなぎのぼりだった。

　男女問わず課長に憧あこがれている人は多く、常に話題の中心人物。そんな彼に、私が気持ちを吐きだすまでに、どれだけの葛かっ藤とうと闘ってきただろうか。

　でも、もう明日からは悩まない。私の心の中から課長は消える。消してみせる。

　自分から恋心を告白したのは、初めてのことだった。

　二十六歳になり、学生の頃みたいに夢見る時期は、もう過ぎ去ったのだと自覚したからなのか。それとも、降って湧いたお見合い話を逃すのが惜しいと思ったのか。

　いずれにしろ、切ない気持ちを抱えたままで眠る夜が怖くなってきたことだけは、確かだと言える。私を包むように温めてくれる人が、果たしてこれから現れるのか。そう考えては怯おびえていた。

「君は想いを告げて満足したのかもしれない。でも、俺はどうすればいいんだ？」

　課長の手が、私の手をそっと握った。まるで『逃さない』とでも言うように。

「あの……どうって」

　課長はどうしたいのだろう。私を責めたいのだろうか。

「ねえ、教えて。君は結婚相手を好きなの？　それとも俺を好きなのか」

「……好きというか、彼とはお見合いで」

「お見合い？」

「ええ。これからお互いのことを知っていくつもりなんです。課長を……これから忘れて……」

　私の手を握る課長の力がキュッと強まる。

「じゃあそれは、彼ではなく俺でもいいわけだ」

「はい？」

「君は俺を好きだと言った。結婚する相手が俺になったとしても、問題はないだろう」

　課長はそう言いながら、まっすぐな瞳で私を見た。真剣な眼まな差ざしを受けて、私は驚きで言葉を失う。

「今から行こう」

「……え。どこへ――」

「彼のところに。殴られても構わない。俺が君を守る。これからずっと。今、そう決めた」

　その直後に「大丈夫だから」と付け加えて、課長はニコリと笑った。

「ちょっと……待ってください」

　課長に手を引かれて早足で歩く。

　なに!?　なにが起こっているの？　結婚!?　私と課長が？

　混乱したまま課長の背を見つめ、私はどうしたらいいかわからなくなっていた。










止められない想い




「課長！　困ります。私……！」

　やっとの思いで課長に声をかけた。

　このまま課長に手を引かれて、どこへ行くのか。逆にこの手を放されてしまったなら、私はどうなるのか。幸せと不安が、交互に私の気持ちを支配する。

　もう、身を切られるような、すがりつく恋はしたくない。

　確かに、お見合い相手の東条さんに、燃え上がるような感情を抱いたことはない。結婚が決まってからは、頻繁に東条さんと会って食事をしたり、買い物に出かけたりしているけど、こんなふうに胸を締めつけられはしない。送ってもらって別れるときも、もっと一緒にいたいだなんて正直思わなかった。

　優しく包まれる穏やかな毎日を、彼とならきっと過ごせると信じているだけだ。

　本気で愛していないから、穏やかでいられるのだと言われれば、反論できない。

　だけど、そんな中でもきっと、溢れるほどの幸せを感じられると思う。

「冗談は……やめてください！」

　掴まれていた手をさっと引き抜いた。

　課長は振り返り、私を見つめる。深く澄んだその瞳。すべてを見透かす透明の輝き。

　私は思わず目を逸らした。

　やめて。そんな目で私を見ないで。あなたの残像が、瞳の裏に焼きついてしまう。

「……俺は……笑える冗談しか言わない主義だよ。君をみすみす見逃すほどの余裕もあいにく今はない」

「終わらせるためだけに、今日はお時間をいただいたんです。私の中にあった、これまでの想いを、すべて課長にぶつけたかっただけ……。捨てて……忘れて楽になりたかった。自分勝手だと思われても仕方ありません」

　メソメソと泣きだした私を見て、課長はフッと笑った。

「その気持ちは、捨ててしまいたいほどに価値のないものなのか？　少なくとも……俺は嬉しかったんだけど。聞けてよかったと思ってる。ありがとう」

　そう言って、本当に嬉しそうな笑顔を向ける彼は、とても眩まぶしく見える。

「う……うえっ」

　さらに涙が溢れる。この人はなぜ、私の涙るい腺せんをこうも緩めるのだろう。彼の口から放たれる言葉のひとつひとつが、私の固く結んだ決心の紐ひもをほどいていく。

　ここまで泣けることが、これからあるのだろうか。私をこんな気持ちにさせる人は、今後も課長以外にはいないかもしれない。

「ねえ、早瀬さん。君を愛しているかと聞かれれば、まだそうだとは言えない。でも今、確かに言えるのは、君を他の誰とも結婚させたくない気持ちがあることだ。知ってる？　……相手を大切に想っていれば、愛は育つということを。きっと君を愛する日が来るはずだ」

　伏し目がちに私を見つめる艶つややかなその瞳を見つめ返すだけで、背筋がゾクゾクしてくる。

　甘い声でそんなことを言われたら、もう逃れることなどできない。どんなに強がって抵抗しても、敵かなうはずなどない。

「か……ちょ……」

　課長の長い腕が私の身体を包み込み、そっと抱きしめる。

　現実の温かさと幸せに、不安が勝てるわけがない。この腕を振りはらえるほど、私の意志は強いわけじゃない。

　私も課長の腰にしがみつくように抱きしめ返した。舞い散る雪が、抱き合うふたりを白く覆っていく。

　いつまでもいつまでも、この温もりがあると信じたい。

「彼と別れて、俺と結婚してくれないか。強引なのは許してほしい。もともと気は短いんだ。さらに諦めも悪いときてる。人のものになると思った途端に欲しくなる。こんな男は嫌だろうか」

　……嫌なわけ、ない。そんな課長だからこれまで目が離せなかった。

「知って……ます。課長は一度決めたことはやり遂げる、強い意志を持っている人だと。強引なのは……嫌じゃないです。本当は課長と……結婚したいです」

　思わず言ってしまっていた。

「本当に？　やった……！」

　課長がそのまま強く私を抱きしめ直した。

　逆らえるわけがない。東条さんを裏切る行為だと知っていても、課長を愛している。今も、きっとこれからもずっと。

　私は顔を上げて課長を見た。彼も私を見下ろす。

　もう、逃げられない。私の心に住める人はただひとり。そんな恋しかできない私。あなたを追いだせないのなら、他の人は私の心の中には入ってこられない。

「……まいったなあ。女性を誰かの手から横取りしたことなんてなかったのに。俺はどうしちゃったんだろうな。もう手放せない。君は……可愛すぎるよ」

　課長の端麗な顔がふにゃっと緩んだ。

「こうなっては仕方がない。君の婚約者には、きっと殴られるだけじゃ済まないな。覚悟を決めないと。ここは潔く……人生初の土下座といきますか」

「ええ？」

　そうよ。この状況は普通じゃない。ぼんやりと課長に見とれている場合ではない。

「大丈夫、悪いのは俺だから。彼にわかってもらえるまで話してみるよ。君はなにも心配しなくていい」

　私の頭をポンポンと叩たたいて、課長は笑う。

　いいえ。悪いのは私。課長に想いを寄せながら、叶わない苦しさを持て余し、婚約して東条さんの元へと逃げだそうとした。

　それでいて気持ちだけはしっかりと課長に伝えたいだなんて。我儘だった。

　だけど、課長が私を受け入れてくれるとは露ほども思わなかった。こんなことが起こるはずはなかったのだ。だからこそ、それを前提に告白したのに。

　課長の笑顔を見上げながら、お見合いを決意した二ヵ月前のことを思い返す。
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「聞いた～？　片桐課長、森もり田た主任のこと、振ったらしいわよ」

「森田主任が振られたの？」

　仕事中、隣のデスクのスミレがこそこそと話しかけてきた。

　片桐課長のこうした噂は、定期的に会社を賑わせていた。なにをしても目立ってしまう彼にまつわるニュースは、容易に耳に入ってくる。

　実際、課長の手腕は素晴らしく、課の業績もここ最近では類を見ないほどの数字を上げている。その上、容姿までずば抜けて格好いいとなれば、注目されないわけがない。今では本社中の人間が彼のことを知っているだろう。

　今回の噂のお相手である森田主任は、経理部のアイドル的な存在で高たか嶺ねの花だ。美しい顔立ちと、有能な仕事ぶりに、男女問わず憧れている人は多い。

「理想高そ～。あれ以上の女なんているの？　とりあえずうちの会社にはいないわね」

「そうね……。いないかも」

　そんなことを話していると、向こうから課長の怒声が響いてきた。

「ここは無理に契約を推すなと言っただろう！　どうして俺の指示に従わなかった!?お客様を納得させることが先決だろうが」

　私とスミレはびくりと肩をすくめた。仕事中に噂話に興じていたのを注意された、と一瞬勘違いをしたからだ。

　そっと見てみると、課長が私たちの同期の中なか野のくんを怒っている。

「……すみません！　話がうまく運んでいたので、このままいけると思ってしまいました。あんなにオーナーが怒るとは思わなくて！　今回の件は白紙に戻したいとまで言われてしまいました……もう、どうしたらいいのかわかりません」

　中野くんは、がばっと頭を下げて課長に謝っている。

「謝ってほしいわけじゃない。なんで無理に押印を求めたりしたんだ。なにをそんなに焦ってる？　時期尚早だとは思わなかったのか」

「それは――」

　そんなふたりの会話に、アカマメが嬉しそうに割って入る。

「中野～、そこは大手だな～。左遷の準備、しとけよ」

　中野くんはアカマメの言葉にびくっとする。

　課長はそんなアカマメをギッと睨むと言いきった。

「俺は彼を責めているわけじゃありません！　対策を講じようとしているんです」

「はあ？　対策だと？　今さらどうするつもりかね～？　もうダメなんだろ～？」

　アカマメも課長を睨み返す。

「中野のプランは悪くない。相手にどう理解してもらうかが重要なんです。左遷だなんて、たちの悪い冗談で中野を混乱させないでください！」

　そこまで言うと、課長はアカマメから目を逸らし、さらに冷静な口調で続ける。

「俺は有能なスタッフをよそに差しだすつもりはない。余計なことしか言わないのならば、あなたはこの件には口を挟まないでください」

　アカマメの顔が赤らんでくる。課長はそれに目もくれずに、今度は中野くんの肩に手を置いて、真剣に小声でなにかを話していた。

　その様子を見ていたスミレが再び私に言う。

「あれだけの男だもの。森田主任でもダメね。力不足だわ。彼女のレベルを、課長ははるかに超えてる。いくら主任が可愛くて有能でもまだ足りないのよ」

「……そうね。賢くて、強くて、彼を支えられる女性じゃないと……」

　言いながら虚むなしくなってくる。私なんかがいくら好きでも届く相手ではない。

「スミレ……私、お見合いの話が来てるの。迷ってたけど、会ってみる」

「えっ」

「父から急にね、言われたのよ。どうかって」

　スミレが驚いた顔を私に向ける。私は曖あい昧まいに笑って、彼女を見つめ返した。

　このとき、決心した。不毛な片想いはもうやめようと。彼に似合う女にはなれない。

　私は課長から返された、ダメ出しやアドバイスだらけの付ふ箋せんが貼られた書類の束をデスクに広げて見つめながら、そう思っていた。

　仕事のサポートすらまともにできない……こんな私なんかじゃ……。

『梨乃。父さんの会社の専務から、息子さんとの縁談の話があったんだが、会ってみないか』

　先日、父に急にそう言われて驚いた。なにも答えられずにいる私を見て、父はニコッと笑うと付け足した。

『ぜひにと言われてね。どうだろう。聞けばなかなか評判のいい好青年らしいから。嫌なら断ればいいさ』

　しばらく考えてから父に話す。

『もしも会ってしまうと断りにくいんじゃないの。……お父さんの立場があるから、迂う闊かつには会えないわ。相手の人も私も、お互いに気に入るとは限らないんだし』

　本当は課長のことが好きだから、なんて言えるはずはなかった。

『会っても、嫌なら遠慮なく断っていい。でも、お前も早く結婚して、できれば孫を見せてもらいたいとか、最近思うんだ。俺もそういうことを考える年になったのかな』

　そう言って笑う父を見ていると、なんだか申し訳なくなってきた。安心させてあげたいけれど、このままじゃ私はなにも変われない。そんな気がした。

『お父さん……いいよ。会ってみるわ』

　父はああ言ったけれど、実際は会えば断りづらいことは承知の上だった。それを逆手に取って、どうにかして今の状況を変えてみたかったのだ。課長を想っていても、叶う見込みもないのだから。正直、疲れていたせいもあった。




「急な話ですみません。お見合いだなんて、驚いたんじゃないですか。でも、会えてよかった。来てくれてありがとう」

　初めて会ったとき、東条さんはそう告げて照れて笑った。聞いていたとおり、優しさと気遣いが溢れている。

「いえ、そんな。私も……会えて嬉しいです」

　写真で見るよりも素敵な人だと思った。

　清せい楚そで真面目そうな男性だ。涼しげな切れ長の目と、短く切り揃えられた髪。〝爽やか〟という言葉が合うタイプの人だった。

「梨乃さんは、思っていたよりも可愛くて。……なんだか緊張します」

「わ、私も同じことを考えていました」

　ふたりで言ってから、笑い合う。心がゆっくりと解きほぐされていく感覚だった。

　この人ならば、大丈夫。好きになれる。

　課長のことは諦めて、東条さんのことだけを考えよう。父もそう願っている。私も今よりもっと、幸せになれる。

　確かにそう感じたはずなのに。この日の感覚が間違いだったとは思わないけれど、課長を見ると、どうしてその気持ちを忘れてしまうんだろう。

　自分でもわからなかった。




　私がお見合いをした翌日。

　自信ありげにアカマメに宣告したとおり、課長は逃しかけた契約を取りつけた。

　その日の夜、課長のひと声で飲み会が開かれた。参加者の多さから、課長の人望の厚さが窺うかがえた。

　みんなでぞろぞろと繁華街を歩き、中野くんが予約した店に流れ込む。

　今回の契約を課長と二人三脚で勝ち取った中野くんが、張りきって幹事役を買って出たのだ。

「ここは金沢の中でも、指折りの焼き鳥屋なんですよ」

「へえ。楽しみだな」

　課長は店内を見まわしながら、座敷の中央の位置に座る。それを見た女性たちが、課長のそばの席めがけて一斉にダーッと走りだした。

「私、課長の隣！　どいて！」

「ずるい！　私よ！」

「うわ！　なんだ、君たちは！　やめろって」

　恐怖に満ちた課長の声が響く。

「中野、邪魔！」

　課長の隣にいた中野くんは、一瞬にしてポイッと弾きだされた。

「邪魔とはなんだよ、お前ら！　ひでぇな」

　中野くんの声に反応する人はいない。

「うわーっ！　やめろ！　落ち着けって！」

　課長の姿は見えなくなり、声だけが聞こえる。そんな様子を見ながら、私と他の男性社員たちは出入口付近で呆ぼう然ぜんとしていた。

「早瀬さん、こっち座ろう」

　声をかけられ、私も近くの空いた場所に座った。

　すったもんだをしている一団を無視して、私と同期ふたり、先輩三人の計六人でテーブルを囲む。私以外は全員男性だ。

「いやあ、すごい人気だな、片桐課長は」

　そのうちのひとりが言う。

「本当。俺らなんていてもいなくても同じだな」

「でも早瀬さんはいいの？　闘いに参加しないのか」

　急に話を振られて、慌てて否定する。

「いえ！　私は！　まったく興味ないですから」

「そうか。君みたいな子は貴重だな。俺たちが課長の代わりに、大事に可愛がらないといけないな」

　そのひとことにみんなが笑う。

　私も笑いながら思っていた。興味がないなんて嘘。本当は誰よりも課長を本気で想っている。

　隣になんて座れない。気持ちが爆発して、呼吸すら苦しくなるはず。

「俺に興味がないところ悪いんだけど、ここに交ぜてくれない？」

　後ろから声がしたかと思ったら、課長が私の隣に無理やり入り込んできて、ドカッと座った。

　私は信じられない思いで彼を見る。

「課長、いいんですか、あっちは。主役じゃないですか」

「主役は中野だよ。まあ、あっちはあっちで楽しそうに勝手にやってるし。現に俺がいなくなっても、まだ気づいてないだろ。隙すき間まから逃げてきた。冗談じゃないよ」

　中野くんと女性社員数人が言い合う様子を見ながら、おしぼりで手を拭ふき、課長は言った。

　私は身体をカチカチに固めたまま、唖然としていた。そんな私の視線に気づいて、課長がこちらを見る。

「早瀬さん、ごめんね？　ここにいてもいい？」

「……は、はい」

　課長はためらいながら返事をする私を見て、ぷっと吹きだした。

「あはは。大丈夫、取って食ったりはしないよ～。そんなに緊張しないで」

　至近距離での課長の不意打ちの笑顔。

　ドキーン！と、私の胸がなにかで打たれたように震える。

　いけない。ダメよ。昨日お見合いしたばかりなんだから。前向きに考えるって決めたでしょ。お相手の東条さんにも不満に思うところなんてなかったんだから。むしろ、私には過ぎた人だったわ。

「早瀬さん？　なにか飲むか？　とりあえずビールと……つまみだな」

　メニューを私の前に差しだして、課長が私の顔を覗き込む。

「い、いえ、あの……っ」

　もう課長のことは忘れるの。ドキドキしちゃダメなの。

　だけど……！　この近さは、ないでしょ！

　課長から漂う、爽やかな香り。整髪剤なのか香水なのかは不明だけど、鼻び腔こうをくすぐり私の心臓をハイスピードで動かしている。

　た……倒れそう……！

「あ～、課長。貴重な優しい子まで毒牙にかけないでもらいたいなぁ。俺たち、寂しいんですから。せめて早瀬に慰めてもらわないと、やってらんないっすよ」

「バカ。お前たちだけだと危険すぎるだろ。俺が責任を持って早瀬さんを守らないといけないんだよ」

　そう話しながら、課長の顔がフッと私から離れた。

　ホッとしながらも、また別のドキドキが襲ってくる。

　守る？　そんな言い方……。

　わかっている。私を部下として見た発言だと。でも単純な私の胸は、そう簡単には割りきれない。

「ね、早瀬さん。君みたいな控えめな子が、俺は好きなんだよ。肉食系の子はどうもね。君のような子とゆっくり飲みたいんだ」

　仕事のときとは違う優しい話し方をしながら、私を見つめる。

「いえ、私は、そんな」

　緊張で、背中から嫌な汗が出てくる。

「じゃあ課長は、課の中では早瀬が一番のお気に入りですか？」

　ぎゃああ！　なにを聞いてるのよ！　心臓がもたないわ！

「そうだなー。早瀬さんがやっぱ一番かなぁ。可愛いしね？」

　そう言って再び私を見た課長に、もう視線を向けることはできなかった。

　私は真っ赤になって俯いていた。

「早瀬さん？」

「あーあ。また課長にひとり持ってかれちゃった。早瀬の心までも奪いましたね～。罪～！　俺たち悲しーっ」

　はやし立てる一団に、課長は急に怒ったように声色を低く変える。

「おい。もういいだろ。彼女は俺に興味はないんだから。そんなことを言われたら困るだろうが」

　全員が黙ったその瞬間、向こうから課長を呼ぶ声がした。

「片桐課長！　どこ!?　いないじゃん！　課長～！」

「やべ。ばれた」

　課長はテーブルに腕を乗せて、バタッと顔を伏せた。

　私は課長の後頭部を見ていた。

　ふわふわと柔らかそうで細い、その絹のような髪に触れたいと心から思った。

　素敵で、優しくて、仕事もできる。課長の欠点なんて、長い時間をかけていくら探しても見つからなかった。嫌いになれる要素がひとつもない。

　彼に心を奪われた女は、その想いを持て余す。受け入れられなければ、自ら断ちきるしか手段はないのだ。

　私はそんな恐怖から逃げだすことばかりを考えている。だけど課長に気持ちを奪われたまま、他の誰かを愛せるのだろうか。

　課長が、もそっと微かに顔を上げた。ぼんやりと見ていた私は驚いて、彼から目を逸らすタイミングを逃した。

　目だけを前髪と腕の隙間からキョロリとこちらに向けて、課長は小声で言う。

「ごめんな。可愛いなんて言って。気にしないで。でも、嘘じゃないよ。本当にそう思ってる」

　……もう、ダメだ。私はこの人から逃れられない。言葉ひとつで、いとも簡単に気持ちをギュッと掴まれてしまう。

　もし方法があるとするならば、ただひとつ。想いを告げて、達成感を得ること。それには気持ちを伝えて、はっきりと振られることが必要だ。苦しく悲しい気持ちが襲ってくることを恐れて立ち止まっていては、なにも変えることはできないから。

　結婚するまでに、気持ちを打ち明けなくてはいけない。そのとき強く、そう思った。




　＊　＊　＊




「彼に、会えるかな。できたら今日中に」

「今日は……雪も降っていますし。それにこんな急に……」

　腕時計を見ると、もう八時を指していた。

　私と課長は雪の降る街を、手を繋いで歩いていた。

　私の脳内はふわふわして、なんだか夢の中を彷徨さまよっている感覚だった。お酒を飲んで酔っているような……。

「無茶だとわかってはいるんだけど、一秒でも早く、君が誰かのものである事実を解消したいんだ」

　耳にサラサラと入り込んでくる、キラキラと輝く言葉たち。

　ひとことひとことを綺麗に包んで、心の中にしまっておきたい。こんな時間がいつまでも続いていけばいいのに。

　だけど、頭の中の冷静な部分でブレーキをかける。

「でもやっぱり、こんなことは――」

　私が言いかけると、課長の足が止まった。

「いいよ。正直に言おう。本当は、君が婚約者を裏切るような人間ではないことは知ってる。今日、このまま別れたなら、君は思い直して明日には彼の元へと戻っていくだろう。そうなってしまうことが怖いのかもしれない。このまま君を帰せない」

　私を見下ろし、真剣な顔で課長は言う。

「あの……」

　私は彼の言葉を聞き間違えたの？　課長が私にそんな想いを抱くなんてありえない。

「はは。格好悪いな。こんなことを女性に言ったのは初めてだよ。……こんなふうに誰かのものを奪うのも」

　信じられない。こんなことは、現実に起こるはずがない。

　でも、課長は私を濡れた瞳でじっと見つめた。そのまま顔を下げて、私に唇を重ねてくる。

　驚きで目が開いたままだった私も、次第に瞼まぶたが重くなり、そっと目を閉じた。

　頬に当たる雪の冷たさが唯一、これが現実なんだと実感させてくれていた。

　全身が宙に浮いている感覚だった。柔らかく当たる課長の唇の感触で、脳が中心から溶かされていくようだ。

　私……課長と、キスしてる……。

「ん……っ」

　徐々に激しくなっていく課長の動きに合わせようと、必死になる。

　彼の首に腕を巻きつけて、しがみついた。これが夢であるならば覚めないで、消えてなくならないで、と強く願いながら。

　課長の冷たい指先が、私の頬をすーっと撫でていく。はらはらと私の目からこぼれ落ちる涙に気づいたのか、彼は唇をそっと離した。

　伏し目がちに私を見下ろすその瞳は、ゾクゾクするほどの色気に満ち溢れている。長い睫まつ毛げが、彼の目の動きに合わせて揺れる。私はそれを間近で、食い入るように夢中で見つめた。

「……ごめん。泣かせた。俺の勝手な想いに君を巻き込んで……」

　濡れた薄い唇から、息と共に吐きだされる課長の掠かすれた声。

「違うんです、私……。信じられなくて……嬉しくて」

「早瀬さん。いや……梨乃、でいいかな。君が可愛くて仕方がないよ」

　嬉しくても泣き、悲しくても泣く。恋に支配された女の心の中は複雑なようでいて、とても単純だと思う。そこにあるのはただ、相手が愛いとしくてどうしようもないということ。

　こんな気持ちで、東条さんと永遠の愛なんて誓えない。このまま気持ちを偽って結婚しても、一生をかけて彼を裏切ることになる。

　綺麗なままでは終われない。今さら東条さんにどう思われたいというのか。

「彼を……呼んでもいいですか」

　私が尋ねると課長は、「お願い。そうしてくれ」と言って目を細めた。

　恐れることはない。課長はきっと私を本当に好きになってくれる。この手は離れたりなんかしない。

「信じても……いいですよね？」

　私の問いに、課長はクスッと笑った。

「そんなに信じられないなら……明日の朝礼の壇上でキスしてもいいよ。課のみんなを証人にしようか」

「なっ！　やめてください！　そんなことを言ってるわけじゃ……」

　課長は笑いながら私を見ている。

　私もつられて笑った。その笑顔に、勇気を与えられた気になった。

　携帯を取りだすと、東条さんの番号へと震える指で発信した。

「もしもし。早瀬です――」










惹かれる心［悠馬Ｓｉｄｅ］




「片桐くん。君、来月から金沢ね」

「は!?」

　支社長室に呼びだされて、鼻歌交じりで向かった俺に支社長が言った内容は、俺の想像とはかけ離れたものだった。

　アメリカ勤務を希望していた俺にとって、本社への異動はまったく頭の中になかったのだ。

「なぜ……」

「栄転だよ！　喜ぶところだろう。なんだよ、その浮かない顔は！　本社で業績を上げたら、君の希望に口添えするから。な？」

　……絶句。なにが、『な？』だ！　金沢だと？　俺は寒いのが嫌いなのに！

「……わかりました。業績を上げたら、必ずですよ？」

「まあ、本社の部長がちょっとやりにくいかもしれないが、頑張りたまえ！」

　支社長はガハガハと笑いながら、非常にライトなノリで俺の運命を決めた。

「横浜から来ました、片桐悠馬です」

　二十人ほどの好奇に満ちた目が、俺を隅々まで舐なめまわすように観察している。貼りつけたような笑みを浮かべ、俺は新任の挨拶をした。

　だが俺も男だ。視線は当然、女性社員に注ぐ。

　なかなかの美人揃いだな。

　真面目そうに装いながらも、実際の頭の中は実に不純だ。

　しかし今、社内恋愛に興じる気などさらさらない。ここに来たのは、あくまで目的を果たすためだけだ。

　俺が勤める月瀬建託では、全国にアパートやマンションを建設し、主に賃貸経営者を育てている。直営の賃貸物件も所有しており、俺の配属されている営業第二課では、地主への土地有効活用を提案している。

　近年では海外でも事業を展開していて、俺は海外勤務を強く希望していた。恋愛など、面倒な感情に振りまわされている場合ではない。




「片桐課長……すみません。教えていただきたいことがあるんですけど」

　赴任してしばらく経った頃。蚊の鳴くような声で話しかけられ、デスクの上の書類から目を離し、顔を上げた。

「うん。なに？」

「ここのデータを元に、新規開拓のグラフを作成するのですが、ここのそばには先日セレモニーホールが建ちまして、住宅候補地には向かないかと。古いデータは現在のニーズに合わない気がしまして……」

　そこには早瀬が申し訳なさそうな顔をして立っていた。

　改めてよくよく見ると、可愛い子だなと思った。目についたのは、透き通るような白い肌と、控えめな態度。

　俺の視線は、差しだされた資料ではなく、彼女の俯く顔に向けられていた。

　ストレートのサラサラとした長い髪を耳にかけており、その耳には小さな赤いピアスがつけられている。制服のスーツ越しにもわかるほどの細いウエスト。いつしか彼女の全身に視線は移る。

　彼女はそんな俺の様子にも気づかず、淡々と説明を続けていた。

「片桐課長？　……もう一度言いましょうか？　すみません、うまく話せなくて」

　彼女をぼんやりと見ていると、その顔がパッと上がった。

「あ、ごめん。続けて」

　まずい。……見とれていた。こんなことでは、業績を伸ばすどころではないな。

　慌てて資料に目線を移す。

「そうだね。そのデータは使えないな。じゃあ、新しいものをダウンロードしてここに貼りつけるといい。このソフトに入ってるから」

　わざと事務的にそっけなく答える。

　隙を見せると女性は容赦ないことを、俺は知っているから。おとなしそうに見えても、早瀬もそうかもしれない。横浜でも散々な目に遭ってきたんだ。

「わかりました。ありがとうございます」

　早瀬は深々と頭を下げると、資料を引き上げ、あっさりと立ち去った。

　そんな彼女の様子や仕草に、これまで接してきた女性とは違う印象を持つ。見るからに清楚で、攻撃的ではない彼女を、俺の好きなタイプの女性だと思った。

　だが、それだけだ。惚れたりなんかはしない。自信を持ってそう言える。

　俺は自分に言い聞かせるように、そんなことを思っていた。




「なあなあ。マジでいいと思わないか？　早瀬梨乃。小柄なのに色気があるよな。俺、本気で狙おうかな」

　休憩室でコーヒーを飲んでいると、隣の椅子に座った男性社員の話し声が聞こえてきた。

「お前なんかじゃダメだろ。これまでに、いろんなやつが彼女にアタックしては玉砕してるみたいだから」

「そうなのか？」

　金沢に赴任して、ようやく課の部下の名前を把握した頃だったので、彼らが話す『早瀬』が彼女だということはすぐに理解した。

　やっぱりモテるんだな。確かに可か憐れんな印象の子だとは俺も思った。

「でも付き合ってるやつはいないんだろ？　強引に攻めればいけるんじゃないか」

「さあな。じゃあ無理やりにでも誘ってみたら？　おとなしそうだから、飲みくらいなら断れないかもな。嫌がっても何人かで囲んで、そのまま流れてしまえばさ」

「こわっ。でもいけるかも。拉ら致ちだな。そして飲ませて酔わせる」

　冗談か本気か。そう言って彼らはケラケラと笑いだす。

　黙って話を聞き流していたが、俺は紙コップを捨てて彼らの前に立った。

「無理やりというのはどうかな。怖がらせると、余計に仲よくなるのは難しいんじゃないか」

「は？　誰？」

　ふたりは一斉に俺を見上げた。

「俺は彼女の部署の者だけど。女性に対してあんまり無茶なことは感心しないな」

　俺がそう言うと、ひとりが急に驚いた顔をした。

「まさか……片桐課長？」

「うん。これからよろしく。早瀬を誘いたいならば、なんなら俺から彼女に話してもいいけど」

「い……いえ。結構ですっ。すみません」

「そう？　じゃあ俺はこれで」

　俺が休憩室を出るときに、後ろで話すふたりの小声が微かに聞こえた。

「誰だよ。あいつは」

「横浜から来た課長。早瀬の部署なんだよ。誘うのはやめたほうがいい。課長なんかに目をつけられたらやっかいだぞ」

「課長？　マジで？　ずいぶん若いな」

　軽くため息をつきながら廊下へ出ると、休憩室の出入口の横の壁に早瀬が寄りかかって立っていた。

「うわ。驚いた。どうしたの」

「あの……」

　ああ。自分の話をされているから、入れなかったのか。

「自販機を使いたいの？　ついていこうか」

「いえ！　大丈夫です。ひとりで行けます。……課長が今、話してくださいましたから。ありがとうございます」

　そう言って彼女はニコリと笑った。

　……確かに、男性ならば無理にでも連れだしたくなるかもな。

　彼女の笑顔を見た瞬間、先ほどの彼らの気持ちが少しだけわかった気がした。




　休憩室での一件以来、早瀬とは比較的よく話すようになった。

　とはいっても、彼女は俺の話に返事をしたり、軽く笑ったりするだけだが。

「早瀬さん。この資料、よくできてるよ。うまく工夫したね」

　会議で使う統計資料を彼女に頼んだとき、使いやすかったので声をかけた。

「はい。……ありがとうございます」

　彼女は俺を一瞬見てから、すぐに目を逸らした。

「前回、俺が指摘した箇所も、教えた以上に細かくなってる。なかなかよかったよ」

「課長が……丁寧に説明してくださったので。ありがとうございます」

「お礼を言うのはこっちだよ。ありがとう」

　俺がそう言うと、ようやく彼女は顔を上げた。そして嬉しそうにニコッと笑う。

　思わずドキッとする。その笑顔は反則だ。

　ふと見せる彼女の仕草が、だんだんと可愛く思えてきていた俺は、彼女にどこかで惹かれ始めているのを必死で打ち消していたのかもしれない。

　仕事に関しては、作業が他の者よりも遅かったり、細かいミスがたびたびあったりなどしていた彼女だったが、努力は人一倍しているようだった。誰よりも遅い時間まで残業する日もあるし、頼まれた仕事は決して断らない真面目な子だった。

　そんな早瀬をいつしか放っておけなくなっているだけだと、自分では思っていた。




　その彼女が、つい先日、俺のデスクにおずおずと近づいてきた。

　目が合ったので声をかける。

「どうした。なにか質問か？」

「あの……」

　早瀬はびくびくした上目遣いで俺を見た。

　じっと見つめて思う。相変わらず清楚で綺麗な子だな。

　そんなことを考えながら、仕事上でのミスの報告だろうと、軽い気持ちで尋ねる。

「なにかあったのか？　言ってみろよ。怒らないから」

　俺は少し笑って言った。彼女の緊張が伝わってきて、それがとても可愛くておかしく思えた。

「お願いがあるんですけど……」

　しばらくの沈黙のあと、もじもじしながら彼女は話し始めた。

「お願い？　いいよ、言って」

　俺は笑いを堪えて先を促す。

「木曜日の夜、少しお時間をいただけませんか」

　意外な申し出に驚いた。

「木曜日？　いいけど、その日は会議が……」

　スケジュール帳を開いて見ながら答えた。

「いいです。待ちます。待たせてください」

「そう？　……早く終わるといいけど。なに？　相談？」

「相談というか……。はい。お願いします」

　彼女の必死さがなんとなく伝わってくる。

　いったい、なんの話があるというのだろう。

「わかったよ。じゃあ空けておく」

　早瀬はペコリと頭を下げると、パタパタと足早に去っていく。その後ろ姿を見ながら、俺は首をかしげた。

　仕事では今のところ、共通する案件は持っていないはずだが？

　まさか、男の相談とか？　でもそんな話なら、相手は俺でなくとも。

　いろいろ考えてみるが、なにも思い浮かばなかった。




　木曜日。今日は今年最初の雪がちらつく寒い日だった。

　会議室から外の様子を気にしつつ過ごすうちに、早瀬との約束の時間はどんどん迫ってきていた。

「では、今月の結果は以上で――」

　議題を話し終えると、俺は資料を片づけながら会議を終えようとした。

「待て。それでいいのか？　もう、意見はないのか」

　……げ。アカマメ。なにを言いだしたんだ。だいたい、なんで今日に限ってここにいるんだよ。月間報告会議になんて、俺が金沢に来てからは一度も顔を出したことがないくせに。

「片桐。いつもこんな終わり方なのか。どうなんだ」

「ええ。最近ではいつもこうですよ。業績は常に前月を上回っています。ひとりひとりが自覚を持って動いた結果を、数字が証明しているんです。俺から教えることはもうありません」

　面倒くさく思いながらもアカマメに説明する。

「いかん。これではダメだ。新規開拓の根底を説明してやれ」

「は？　今さらですか。そんなことは伝えてあります。この数字が証明だと申し上げましたが」

　ホステス付きのクラブの接待がある日以外は定時で帰るくせに、今さらなにを言っているんだ!?

　窓の外に目をやる。雪が景色を白く染め始めていた。

「今日は解散します」

「片桐！　俺の言うことが聞けんのか」

　やばい。待ち合わせを外にするんじゃなかった。

「今日は雪ですし、来月に持ち越しましょう。部長もお疲れさまです」

「片桐！」

　俺は無理やりアカマメを黙らせると、部下を退室させ、廊下に飛びだした。

　なぜだか急に、不安が心に広がり始めていた。

　薄暗い空の下、雪に降られた状態で、女の子をひとり待たせるなんて。俺はなんと浅はかだったんだ。




　息を切らせて、猛スピードで街灯の下を走り抜ける。すれ違う人がみんな、俺を珍しそうに見ている。

　なぜこんなに必死になっているのか、自分でもよくわからないまま、バッグを小脇に抱えて全力で走っていた。

　約束の場所にたどり着くと、早瀬が俺のほうを向いて白い息を吐きだしていた。

「お待たせ、早瀬さん。ごめんね？　遅くなって」

　肩で息をしながら伝えると、彼女は今にも泣きだしそうな顔で俺をじっと見つめた。その瞳を見ていると、どうしてなのか、無性に早瀬をすぐに抱きしめて温めてあげたくなった。

　そんな気持ちを必死で抑え込みながら、すぐにでも、せめて暖かい場所に連れていこうと食事に誘うが、早瀬はそれを拒否した。

「私、課長がずっと好きでした」

　突然そう言われ、俺は動揺で動けなかった。

　だが、しばらくしてから思わず聞き返していた。

「今の話は、過去形なの？」

　今度は、自分で自分の言葉に驚いてしまう。

　しかし、次に彼女が言いだしたことに、またさらに驚いた。

「私、来月には寿退社するんです。春には結婚するので」

　はあ!?　なんだ、それは！

　そう思ってから、ふと気づく。なぜ俺は、こんなに腹が立っているのか。

　早瀬が他の男と結婚する。別にいいじゃないか。

　だけどそれが、どうしても納得できないでいた。

　本当は……俺は、早瀬がずっと気になっていたのか？

　好きだったか？　そんなことはない……と思うが。

　だが、彼女が俺への気持ちに区切りをつけようとしていることが、猛烈に嫌だった。

　俺たちはこのまま、なにも始まらないで終わってもいいのか。

　とはいえ、彼女の中で俺への気持ちがすでに過去形なら、俺にできることはもうなにもない。

　婚約者を好きなのかとしつこく彼女に問うと、彼女はお見合いだとサラリと答えた。さらには、これからお互いのことを知っていくとまで。

　それじゃ、俺のほうが君のことを知っているじゃないか。なぜ、婚約者が俺ではないんだ。

　自分でもめちゃくちゃなこじつけだと思う。しかし彼女を誰にも取られたくはない。

　俺の中で曖昧に、もやもやと生まれた独占欲は、ほんの数分で次第に大きくなり、今ではもう感情の抑制が利かなくなってきていた。

「彼と別れて、俺と結婚してくれないか」

　言いながら、もう驚いたりはしなかった。

　そうだ。君と結婚したい。俺たちはそうするべきだ。

　突然、心に吹き荒れた、君への想い。それは鋭く尖とがったもののように、俺の心を刺した。

　その気持ちは、時間や立場や、不条理なんかを通り越し、俺と君との距離を一気に縮める。

　気がつけば……こうして、触れ合うほどの近さまで。

　柔らかく触れた彼女の唇に、言葉では伝えきれない気持ちを一気に流し込む。俺自身も、なんでこんな展開になっているのかわからない。だが、溢れる感情を抑えきれない。

　俺の首に絡みつく彼女の細い腕が、このまま離れなくなればいい。

　その瞳に映ることができるものが、俺の姿だけだったなら。

　唇を離して、彼女の目を見つめる。涙を流す彼女を心から美しいと思う。

　俺らしくもないな。こんなに呆あっ気けなく女にはまるなんて。

　これまでの恋愛は、好みのタイプの女性と付き合ってみても、結局本気にはなれないことが多かった。早瀬のことはまだ詳しくは知らないのに、すでにもっと知りたくなっている。独占したいと思い始めている。

　いや、もっとずっと前から、控えめで綺麗な早瀬を気にしていたのかもしれない。恋愛する気がないことを盾に、恋を始めようとはしなかっただけなのだ。

　早瀬に対しては初めから自分を抑えて、ブレーキをかけていないと危険だとわかっていた気がする。警戒しながらも意識しているうちに、さらに想像だけで気持ちを高めていたのか。

　いろいろ自己分析をしてみるが、どれも当てはまるようでいて当てはまらない。

　だが、もういい。認めてしまったならば、たどる道はただひとつ。

　君を彼から奪い、愛情を伝え、与え、そして守る。

　俺なしではいられないように、君を大切にする。もっと俺を見て、知って、好きになってもらいたい。

　どうやら俺は、自分で思う以上に我儘なようだ。今さらジタバタとなにを考えているのか。

　俺は初めて知る自分の新しい一面に、自じ嘲ちょう的に笑いながら、婚約者に電話をかける彼女を見つめていた。










東条慎吾
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「梨乃ちゃん。本当に俺でいいの？　いや、俺、頑張るよ。……さっきからなに言ってんだろうな。緊張してんのかな」

　そう言いながら笑う彼を見て、私もつられて笑った。

　東条さんとの二度目のデート。彼に、今回の縁談を進めたいと話した。お見合いをして、初めて会った日から一週間が経っていた。

　レストランでオムライスを食べる彼を、そのままじっと見る。

「……子供みたいだなんて思ってる？」

「え。なにがですか？」

　テーブルに落ちたケチャップを拭きながら、彼は照れたように言う。

「オムライスなんて食べて、しかもこぼしたりなんかして、って。だけどこれは、梨乃ちゃんがじっと見るから緊張して」

「いいえ。子供だなんて、そんなこと思ってないです」

　私がクスクス笑うと、そんな私を今度は彼が見つめた。

「実は、俺が父さんに頼んだんだ。梨乃ちゃんと会いたいって。君が早瀬課長の娘さんだと知ったときは、驚いたよ」

　彼の話の意味がわからず、首をかしげる。

「君のことは以前から知ってたんだ。駅前のお弁当屋さんによく行くだろ？」

「〝みのや弁当〟のことですか？」

「そう。俺もよく行くんだ。しょっちゅう君を見かけてた」

　私は驚いて口を押さえた。

「本当に？」

「うん。君が会社の人の分の弁当をいっぱい抱えてさ、よろよろと歩いてくのをね」

　楽しそうに話す彼のことを、目を見開いて見つめる。

「可愛い子だなって思ってた。梨乃ちゃんを見かけた日は嬉しかった。気づけばいつも君を探してたよ」

　信じられない。私はまったく記憶にはなかった。

「君が早瀬課長に届け物をするために会社に行ったとき、偶然俺も父に用事があってそこにいた。受付で早瀬課長を呼びだして、梨乃ちゃんも早瀬と名乗っていたから、おそらく娘さんだろうと思った」

　驚く私を見ながら、東条さんは楽しそうに笑って話す。

「早瀬課長はよく家にも来てたから知ってるんだ。父に、早瀬課長の娘さんに会いたいと頼んでみたら、やっぱり君が来た」

　私も、彼のお父さんである東条専務のことは知っていた。過去に何度か会ったことがある。一緒にゴルフに行くため、家まで父を迎えに来てくれたことがあった。そんなふうにプライベートで父と親しくしていたので、同じ立場の人かと楽観的に思っていたけど、実は専務という偉い立場の人だと聞いて、驚いたことがあった。

　彼はニコニコしながらさらに言う。

「嬉しいよ。今、君とこうして一緒にいられることが信じられない。ゆっくりでいい。これからお互いを知って、一緒に歩いていけたらいいなって思ってる」

　私はきっと、幸せになれる。私のことを想っていてくれたこの人とならば、片桐課長を忘れることができる。

　彼の言うとおり、穏やかで、幸せな毎日を送ることができるだろう。そう思った。

　ただ、胸の奥にある、激しく燃え盛る恋心を消し去ることが幸せの必須条件であり、今のままでは東条さんにも申し訳が立たない、ということだけが問題だった。
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　温かいコーヒーの湯気が、私の冷えきった指先を徐々に温めていく。

「緊張してる？」

　課長が目の前で肘をつき、その手に顔を乗せた姿勢で私に聞いてくる。

「いいえ。……課長は？」

　私はコーヒーカップをテーブルに置いて聞き返した。

「うーん。少ししてるかな。どう切りだしたらいいのか、実は悩んでる」

　目線を天井に向けながら彼は言った。

　そのあと、視線を私に戻し、ふわりと笑う。その笑顔に、自分の目がとろりとしていくのがわかった。

　なんて綺麗な顔で笑うんだろう。魅力的に見えることを計算しているかのようだ。

　私たちは公園から移動して近くのカフェに入り、呼びだした東条さんを待っていた。

「……後悔してない？　今なら、間に合うよ。彼はまだ来てはいない。俺がこのまま帰れば何事もなく、これまでどおりさ」

　笑顔に見入る私に、笑ったまま表情を崩さないで課長が言った。

「どうしてそんなことを言うんですか」

　私は少しムッとしながら、カップに視線を落とす。

「どうして、か。どうしてなんだろうな。自信がないのかもな。それに、本当はいけないことだとわかってるから」

「課長をずっと好きだったので、私のほうが自信がないです。森田主任ですらダメだったのに。なぜ私が、って……」

「森田？　……ああ、そんなこともあったね。あれは彼女がどうとかではないよ。俺がそんな気持ちになれなかっただけ。というか、よくそんなことまで知ってるね」

　課長は不思議そうに首をかしげた。

「課長の噂を聞かない日はないですから。嫌でも耳に入ってくるんです」

「ふーん？　なんでだろうな。みんな、噂話が好きだからかな」

　課長は全然気づいていない。普段から自分がどれだけ女性の注目を集めているのか。

　先ほどのキスのあとの艶のある視線を思い出しただけでも、鳥肌が立ちそう。あんな目で見つめられたなら、きっと私が男性であったとしても課長に恋してしまう。

　それなのに自信がないだなんて。私が課長なら絶対に思わない。

「後悔なんてしてません。課長が信じてもいいと言ったんですよ」

「そう。俺が言った。君を奪うことがいけないことだと知りながら。今からここに来る君の婚約者は、きっと俺を一生許さないだろうね……」

　急に不安な気持ちになった。このまま課長はなにを言いだすのか。

「課長……？　あの――」

　私は話の流れを変えようとしたけど、課長はそのまま話し続ける。

「俺だって気づかないはずがない。本当はこんなふうに……君を彼から奪ってはいけないんだ。人として当たり前のことだよな。冷静になればわかることだよ」

　そう言って彼は突然、カタッと立ち上がった。

「課長！」

　私は焦って悲痛な声を出した。

　課長がこのまま帰ってしまう……！　もともと信じがたい展開ではあったけれど、どうかこのままここにいてほしい。

　今にも泣きだしそうな、驚きょう愕がくの目線を課長に向ける。そんな私を見下ろして、彼は真剣な顔をしている。

「俺は本当に、このまま彼に会ってもいいと思うか？　最後の質問だよ。梨乃が決めて。これは、してはならないことなのかもしれない」

「……いてください。お願い。行かないで……。好きなんです。……課長だけが」

　私は必死だった。

　失いたくない。一瞬でも、幸せに包まれたなら、もうそれを忘れることなんてできない。

　とろけるキスや、痛く切ない感情。あなたでなければ感じられない。

　課長はそのままストンと再び座ると、私に手招きをした。

「おいで。俺の隣に座って」

　私は立ち上がると、引き寄せられるように課長の隣に座った。

　先ほどの衝撃がまだ心に残っていて、なにも話せずに黙って俯く。

　今は行かないでいてくれたけれど、いつかまた同じ事態に陥ったならば、私はどうしたらいいのだろう。

　足が震えだす。本気で愛する人がもたらす威力に、今の瞬間に打ちひしがれてしまったようだ。

　私の選択は、やはり間違っていたのだろうか。このままいけば今に私は、すがりついて、嫉しっ妬として、課長に疎ましく思われてしまうのか。これまでしてきた恋みたいに。

　今すぐ冷静になって、正しく穏やかな日常を送るほうが賢明なのだろうか。

「震えてる。……ごめん。怖がらせるつもりじゃなかったんだ」

　課長が私の肩を抱いて引き寄せ、自分の胸に寄りかからせる。

　その温かさに緊張の糸が切れて、涙がひと雫しずく流れ落ちた。周囲にたくさんの人の気配がするけど、もしも見られていたとしても、気にはならなかった。普段の私ならば視線が気になって仕方ないはずだけれど、今はそれどころじゃない。

「泣かせてばかりだね。……これからも俺は君を泣かせるのかな。大事にするつもりだけど、君は泣き虫だからなぁ」

　課長は私を抱きかかえたまま、私の髪をそっと撫でながら言う。

　彼の心臓の音を感じながら、その心地よさに目を閉じて、黙って話を聞いていた。

「泣かせるのも、笑わせるのも、怒らせるのも、これからはみんな俺だけにして。俺もさっき知ったんだけど、俺って案外、嫉妬深いみたい。全部自分に向いていないと嫌なんだって知って、自分でも驚いてる」

　他人事みたいな言い方に、私は思わずクスクスと笑った。課長の話を聞いているうちに、驚くほどに心がほぐれていたのだ。人の緊張を解くトップセールスマンならではの、優しく軽快な話術。いつしか私も笑顔に戻っていた。

「自分のことなのに、これまでわからなかったんですか？」

「うん。プロポーズしたのも初めてだしね。そんな熱い感情が自分にあったとは。負けず嫌いなのは自分でも知ってたけど」

　そう言いながら、課長の指が私の耳のピアスを優しくもてあそぶ。

「くすぐったい……」

　私は首をすぼめた。

「ピアス、いつも違うのをつけてるよね。俺って案外、君のこと見てたんだな。思えばいろんな表情を知ってるよ」

「嘘。課長は私なんて見てなかったですよ。眼中になかったはずです」

　ドキドキするのをごまかすように言った。

「見てたよ。矢や崎ざきといつも他人の噂ばかり話してるだろ。俺なんて以前ゲイ扱いされたしね。あれには笑ったよ」

「ちが……っ！　あれはスミレたちが言ってたことで」

「あはは。怒ってないよ。別にいいんだ」

「梨乃ちゃん？」

　急に声をかけられて、ふたりでそちらを見た。

　……あっ。

　気づいてパッと起き上がり、課長から身体を離す。

「東条さん」

　私が言うと、課長がさっと立ち上がった。

　そのまま深く腰を折って、お辞儀をする。東条さんは、困惑した様子で課長を見ていた。

　課長は頭を下げたまま話し始める。

「早瀬さんの上司の、片桐悠馬と申します。お呼び立てして申し訳ありません」

「え……。上司？」

　私はおろおろとふたりの様子を見ていた。気が気ではない。

　すると突然、課長がその場にさっと座り込み、頭を床につけて土下座をした。

「課長！」

「え？　え？　なんなんだ？」

　私と東条さんは、そんな課長を見て驚く。

「お願いです！　あなたと梨乃さんとの婚約を破棄してください。先ほど彼女と結婚の約束をしました。俺が幸せにします。どうか彼女のことは忘れてください」

　課長がはっきりとそう言いきったあと、あたりは静まり返った。店の中にいた、たくさんの人たちが、私たちを見ている。

「課長！　顔を上げてください」

　私は課長の身体を起こそうと寄り添った。

「ダメだ。許してもらえるまでこのまま動かない」

「課長！」

　悲しくて、切なくて、仕方がなかった。

　愛する人にこんなことをさせている。私の愚おろかさが招いた結果だ。

　どうしたらいいの？　課長……！

　混乱して顔を覆った。身体がばらばらに引き裂かれそうな気持ちになる。

「東条さん、お願いします。気が済むまで俺を殴ってもいいです。あなたの存在を知りながら、彼女にプロポーズをしました。許してほしいだなんて言いません。彼女も納得してくれました。俺に彼女を任せてもらえませんか」

　店中に響き渡るほどの大きな声ではっきりと、額を床につけたままの体勢で、課長は言いきる。

「やめて……もう、やめて。課長、ごめんなさい。東条さん、ごめんなさい。私が悪いの。本当はずっと課長を想っていたんです。殴るのなら、私を殴ってください」

　私は課長の隣にペタリと座り込むと、子供みたいに泣きじゃくった。

　悲しくて、どうにかなりそうだった。

「はは……っ。あははは。……なんだよ、これ」

　笑い声が聞こえて、私たちはそっと顔を上げた。

　東条さんがこちらを見て笑っている。

　唖然とする私と課長に、東条さんは言う。

「そうか。……いいよ。婚約破棄してあげるよ」

「え、本当ですか？」

　課長が驚きながら、東条さんに尋ねた。

「うん。実はさ、本当はちょっとな～って思ってたんだよね。お見合いだから、親同士の付き合いがあって、こっちからは断れなかったんだよ。梨乃ちゃんから断ってくれたらよかったのに、なんとなく合わせてたら、そのまま話が進んでしまうからさ～」

　東条さんは、やれやれとでも言いたげな表情で、面倒くさそうに私たちに告げた。

「は？」

　課長が正座のままで驚きながら、東条さんを見上げている。

「梨乃ちゃんって、会ってみるとおとなしすぎてつまんない子だなって初めから思ってたから、ちょうどよかったよ。あなたは変わってるね。失礼だけど、こんな子がタイプだなんて、ちょっと信じられないな。一緒にいても面おも白しろくないしさ」

　私も課長と共に、信じられない思いで東条さんを見上げていた。

「まあ、正直なところ、見た目と胸だけはいい感じだと思ったけどね～。純情そうでいて、色気はある。だけどなんだかノリが悪いよね。あ、ごめんね梨乃ちゃん。いろいろ言っちゃって」

　急に饒じょう舌ぜつになってベラベラと喋しゃべりだした東条さんを見ながら、私と課長は言葉も出なかった。

　優しくて、紳士的な東条さんのイメージが、ガラガラと音をたてて崩れていく。

　私……この人と結婚する予定だったの？

　固まる私たちをよそに、彼はそのまま話し続ける。

「本当なら俺の立場って、慰謝料みたいなのもらえるかもしれないけど、まあ今回は俺も助かったし、一石二鳥ってことで見逃しておくよ。本当に、あなたみたいな物好きが現れてくれてよかった。親にはお互いにうまく――」

　課長が突然、今度はスッと立ち上がった。一歩、二歩とゆっくり歩いて、東条さんのほうへと向かう。

「な……なんだよ」

　長身の課長から見下ろされて、東条さんはようやく黙った。身長差は並ぶとかなりある。ふたりを見ながら、私はなにも言えない。

　課長はギロリと東条さんを睨みつける。綺麗な瞳は、今は怒りの輝きを帯びてぎらついている。

「それ以上言ったら、その口……もう開けないようにするけど？　まだ言いたいことがありますか？」

「は、はあ？　なにマジになってんだよ。冗談だろうが」

　課長の気迫に、東条さんはだんだんと青ざめていく。

　私はまだ東条さんの話が信じられなくて、ショックで呆然としていた。

「俺の中で認められる冗談は、笑えるものだけなんだ。君のは面白くない。笑えないよ。不愉快だ」

「なに、わけのわからないこと――」

「せっかく君に殴られる覚悟はできてたのに。……まさかこんなふうに、逆に殴りたくなるとは思わなかった」

「お、おい……」

　課長は手をボキボキッと鳴らした。その音に東条さんは後ずさり、逃げだす。

「う、うわわわ……」

「待て！　話は終わってない」

　追いかけようとした課長の腰に、私は咄とっ嗟さにギュッとしがみついた。

「いいです！　もうやめて……」

「梨乃、だってあいつ――」

「課長の手が痛くなるだけです。お願い……」

　課長はようやく身体から力を抜いた。私のほうを向いて、髪をサラッと撫でる。

「俺は、思ってないから。あいつの言ったようなことは、なにひとつ」

「はい」

　大丈夫。だって私は今、泣いていないでしょう……？　傷ついてもいない。私を泣かせるのは、課長だけなんですよね？

　でも……。ただひとつ。

「もう、あんなのは……嫌です」

「え？」

「土下座とか。私のためにそんなこと……してほしくないです」

　悲しくて、心を引き裂かれているようだった。東条さんに言われた言葉なんかよりも、ずっとずっと……。

「ごめん。必死だった。どんなことをしても、彼に許してもらいたかった。君の気持ちも考えずに、軽率だったね」

　そのまま課長の唇が、私の耳にそっとキスをしてくる。

「きゃ……」

　くすぐったくて、身体をよじった。その瞬間、吐息交じりの囁ささやき声が耳を掠めた。

「……これで君は、俺のものになった。もう、後悔しても取り消せないからね。最後の質問は、さっきの一度きりだよ。これで本当にいいのかって。もう聞かない」

　それを聞いて、長かった片想いがようやく終わったのだと初めて思った。終わり方は、想像していたものとは逆だったけれど。

　ふたりを阻むものは、もうなにもない。恋に恋する夢見る時間は、現実となる。

　だけどきっと、これからも今まで以上に、課長にドキドキさせられてしまうのだろう。そんな嬉しい予感に胸が震える。

　私は耳のまわりに落とされる課長の柔らかいキスを、首を伸ばして受け入れながら、そっと目を閉じた。

　先ほど東条さんと電話で話した内容を思い返す。

『もしもし……。早瀬です』

『梨乃ちゃん？　どうしたの。なにかあった？』

　東条さんに電話をかけるとすぐに、優しい声の返事が聞こえた。

『あの……。今から、会えませんか』

『今から？　いいけど、本当になにもない？　大丈夫？　今は家にいるの？』

　心配そうな声で聞かれて、胸が痛む。

『いえ。……まだ帰ってないんです』

『寒いのに。残業かい？　風か邪ぜをひくよ。まあ、会って話そう。すぐに行くよ。嬉しいな。梨乃ちゃんから会いたいと言ってくれて』

　ズキッと心が痛んだ。自分が本当に嫌な人間に思えた。

　つい先ほどまで、この優しさと温もりを頼りにして、しがみついていたのに。

　愛する人以外に、ここまで冷酷になれる自分を心から怖いと感じた。

　ふと、顔を上げると、課長が優しい笑みを浮かべながら私を見ていた。やっぱり、この人以外は欲しくない。どうでもいいと思える。

『梨乃ちゃーん？　どこに行けばいい？　切れてないよね？　聞こえる？』

　しばらく返事をしていなかったことに気づく。

『あ……。すみません。えっと、ここは金沢駅から――』

　簡潔に場所を説明して、電話を切った。

　差しだされた手を、迷わず掴む。もう、考えない。立ち止まらない。

　東条さんにもらった優しさは、すべて捨てる。

　彼の笑顔を思い出しながら、申し訳なさからか涙が出そうになった。

『君に出会えてよかった。ありがとう』

　電話を切る間際に言われた言葉が、胸に残っている。

　東条さん。

　私もあなたに出会えてよかったと思っていました。

　さっきあなたが言った言葉はすべてが本当のことなの？

　私との結婚を喜んで待ってくれていると思っていた。

　なんで彼の本心を見抜けなかったのだろう。私の目は、課長しか映していなかった。課長以外のことは、曇って見えなかった。そういうことだろうか。

　本当は嫌だったの？　仕方なく婚約したの？　全部、嘘だったの？

　彼を責める権利なんて当然、私にはないけど、信じられない気持ちでいっぱい。

　だけど、東条さんが本当に嫌がっていたのならば、結果的にはお互いによかったと思うと、心が少し楽になった。







二・魅惑の婚約者










ただひとことが欲しいだけ




「おはよう、早瀬さん」

　翌日。デスクに座る私の肩を誰かにポンと叩かれ、振り返った。

　そこには、昨日と寸分も変わらない優しい笑顔があった。

「おっ、おはようございます」

「風邪はひいてないか？　あれから心配だったんだ」

「い、いえ。大丈夫です」

　堂々と私に話しかけてくる課長にみんなが注目している。その視線に気づいていないのか、彼はさらに聞いてきた。

「よかった。気持ちは？　沈んではいないか？　なにかあったらすぐに言って。ひとりで悩まないで」

　課長は私の肩に置いた手を、そっと撫でるように動かす。周囲がそんな彼を見て驚いた顔をしている。

　こんな、堂々と……。

　会社での課長の甘キャラへの激変ぶりにカチカチになる私とは裏腹に、彼はいつもと変わらないしなやかな動作で、自分のデスクへと向かった。

　みんなの注目を浴びて俯いた私に、早速スミレが話しかけてくる。

「ちょっと！　なに、今の！　なんで梨乃だけにいきなり挨拶するのよ？　ずるくない!?」

「さっ、さあ？　なんでだろうね」

　適当にごまかして、私はパソコンの電源を入れた。

　びっくりした……。今まで朝に会話を交わしたことは一度もなかったのに。まわりはさぞかし不自然に思っているだろう。

　挨拶ひとつで朝からこんなにドキドキさせられるなんて。結婚してしまったなら、これから私はどうなるのだろう。

　パソコンの画面を見ているふりをして、目だけで課長を見つめる。

　窓のそばにある彼のデスクから、私のデスクまでは七、八メートルはあるだろうか。そっと見つめていても、気づかれることはない。

　昨日までとなにも変わらない様子で、課長は仕事に取りかかっている。

　私だけがこんなに緊張して、なんだかずるい。課長にとってはなんでもないことだったみたい。

　急にまたしても不安が襲ってきた。

　昨日、課長と別れてからも実はずっと不安だった。朝目覚めて、すべてが夢だったらどうしようって。昨日の今日だから、実感が湧かないのは無理もない話だけど。

　そのとき、パソコンにメールが届いた。

【こら、ぼんやりしてないで仕事して。

　君の視線が気になって困るよ。やっぱりなにか言いたいことがあるんじゃないか？

　今日のお昼、一緒に食べよう。それまで頑張って。片桐】

　私は再び課長を見た。そんな私にニコッと一瞬笑ってから、彼はまた仕事を始める。

　――ドキッ。

　見ていたのがばれている。……恥ずかしい。

　私は赤い頬を隠すために、パソコンの画面に顔を近づけた。

　もう本当に、気持ちを落ち着かせる隙もない。




「梨乃～、今日はなに食べる？」

　お昼休み。スミレが私に聞いてくる。

「あの、今日は私……」

「なによ。お腹の調子でも悪いの？」

　口ごもる私の顔をスミレが覗き込む。

　どうしよう。言ってもいいのかな、課長とのこと。でも勝手にそんなことを話しては、課長の迷惑になる……。きっと大騒ぎになってしまうから。

「矢崎、ごめん。早瀬は今日は俺と行くから」

「え!?　課長!?　どういうこと？」

　突然話に入ってきた課長を見上げて、スミレは目を見開いている。

「課長、待って……。スミレ、違うの」

　私はなんとかごまかそうと口を挟んだ。〝歩くスピーカー〟の異名を持つスミレに知られたら、一気に会社中に広まってしまう。

「私、今仕事でね、課長にいろいろ教えてもらってて」

「仕事？　梨乃、なにを言ってるんだ？」

　課長が私の話の腰を折る。隠そうとしている気持ちが全然伝わっていない。

「ちょっと、課長。だって――」

　私がなんとか課長にわかってもらおうとしていると、スミレがポソッと呟つぶやいた。

「『梨乃』ですって……？　課長、今そう呼んだわよね……？」

　あ。まずい。

「まさか……」

　スミレは私たちを交互に見ながら、瞳孔が開ききっているかのように目を大きくさせた。

「梨乃、あんた……！　まさか！　課長は観賞用だってあれほど言ったのに」

「観賞？　なんの話かよくわからないけど、実は婚約したんだ。早瀬と」

「は!?」

「課長!!」

　口をパクパクさせるスミレと、驚きで動きを止めた私を見て、課長は「あれ？　どうしたの」と平然とした様子で言った。

　その直後、フロアにいたすべての人が大きな声で「えー!!」と叫んだ。

　課長はフロアを見渡して、まわりの反応のすごさに再び「なんで？　変なこと言ったか？」ととぼける。

「だけど早瀬は確か、違う人と婚約してたんじゃなかったっけ。俺はそう聞いたけど」

　そのとき、ひとりの先輩社員が呟いた。

「まさか……二股？」

　もうひとりの先輩社員も、不思議そうな顔で言う。

　それ以降、誰もなにも話さなくなった。あたりは静まり返る。

「そうだな。そのあたりの説明をしないと、みんな不自然に思うな」

　課長が言うと、みんなは彼を一斉に見た。

「俺が……ふたりに頼んだんだ。早瀬と結婚したいと。彼女の婚約者は、承諾してくれた」

「ええっ！　別れさせたんですか。婚約者から早瀬を奪ったってことですか？」

　誰かがそう言った瞬間、私は昨夜のことを思い出した。

　課長の土下座や、東条さんの表情。思い出したくはないけれど、それらはすべてが事実だ。

　私はガタッと立ち上がると、一気に話す。

「違うんです。婚約した彼は、本当は……私のことなんて初めから好きではなくて。お見合いで、親の付き合いがあるから仕方なくそうなっていて……。私は本当は、課長をずっと好きでした」

　思わず口を挟むと、静まり返っていたみんなが急にワッと騒ぎだした。

「うわ！　公開告白!?　マジで？」

「なんなの、その展開！　課長、格好よすぎでしょ！」

「きゃー！　梨乃！　あんた、やるわね！」

　私は今さら真っ赤になって俯いた。恥ずかしくてどうしたらいいのかわからない。

「早瀬は俺がしっかり預かるから。君たちはなにも心配しなくていい」

　課長はニコッと笑うと、私の肩を抱いた。

「きゃー!!」

　女性社員たちがさらに騒ぐ。課長は私の肩をそっと離すと、今度はパンパンと手を叩いた。

「はい、もう報告終わり！　解散！」

　だけど、みんなはガヤガヤと興奮気味に話していて、誰も席を立たない。

　課長はそんな状態の中、平気な顔で私の手を引きながら歩きだした。




「もう、いきなり信じられないですよ」

　私は公園のベンチに、課長と並んで座りながら言った。

　昨夜の雪はすっかり溶け、今はもう跡形もなかった。柔らかい冬の日射しに照らされた課長の髪は金色にきらめき、冷たい風に晒されている。

「いいじゃない。どうせ知られるんだし」

　買ってきた焼きたてのパンを頬張りながら、なんでもないような顔で課長は言う。

　今日は晴れたから外に行きたいという課長に合わせて、会社のそばの公園に落ち着いた。課長は私を見ようともしないで、目の前に広がる池を眺めている。

「寒いけど、やっぱり外は気持ちがいいな～。金沢は本当に雨の日が多いからさ」

　そう言って軽く伸びをする。

　……やっぱりそうだ。朝からずっと思っていた。

「課長は……余裕がありますね」

「え？　なに？」

　私のひとことに、課長は初めてこちらを向いた。伸ばした身体をゆっくり元に戻しながら。

「私なんてドキドキして、信じられなくて。私の勘違いだったらどうしようとか……考えてしまって」

　課長はふたりの間にあったパンとコーヒーを、スッと反対側に置き直した。

「余裕あるように見えた？」

「え……」

　私が顔を上げた瞬間、グッと唇を塞ふさがれた。

　私の身体をしっかりと腕に抱いて、課長は激しいキスを浴びせる。

　ジョギングをしている人が、私たちの前を通り過ぎて以来、人影はない。だけど、こんなところで……！

　しかもなんだか……昨日と全然違う！

　性急で強引なキスは、私の意思などまるで無視している。

　私は息苦しくなって口を開いた。すると課長の舌が、口の中に滑り込んできた。

　顔を逸らそうともがくけれど、彼の唇がそれを許さない。執しつ拗ように舌で追い、私の唇を侵していく。

「ん……ふ……」

　私はなんとか息を戻し、課長の強引なキスを受け入れていった。

　激しく官能的で、昼間の公園には似つかわしくないけれど、お互いに止めることはできなかった。

　彼の髪に指を挿し入れ、絡ませる。

　好き。好き。あなたが好き。このまま時が止まればいい。

　あなたの溢れる想いを私にすべてください。

　もう、永遠に私だけを見ていてください。

　心の中で必死に叫ぶ。

　どうして諦められるだなんて思ったのだろう。

　こんなに愛しい人には二度と出会えない。

「梨……乃……」

　彼の吐息のひとかけらすら、自分のものにしたいと思うのに。

　その声で、その指で、あなたのすべてで、私をもっと奪ってほしい。他にはなにも考えられなくなるほどに。

　そっと唇を離して、お互いの目を見つめる。

　あなたの瞳に、今の私はどんなふうに映っているのだろう。心から湧きだす愛を全身に滴したたらせながら、もっと欲しいと願う私は、さぞや贅ぜい沢たくで貪どん欲よくな女に見えるだろう。

「朝から君は俺のなにを見てたの？　君と視線を合わせない理由にも気づかなかったのか。目が合ったら、冷静でいられる自信がなかったからだよ」

　キスのあとの課長の、伏し目がちな表情が好き。私を魅了するためだけにあるような錯覚を起こさせる。

「明日になったらどうなるのか不安だったのは、俺のほうだよ。他の男のものだったという事実にすら嫉妬する。君のことを考えてたら仕事が手につかない」

　掠れた声で囁かれ、胸がキュッとなる。

「本当は平気なふりをしてただけ。俺も不安だった。君が心変わりしてるんじゃないかと思ったりしてさ。早くこうして君に触れたかった。……幻滅した？」

「……いいえ。……しません。課長が、好きですから」

　彼はフッと笑う。

「そんな目で見ないで。午後から契約を取る自信がなくなる」

「……大丈夫です、きっと課長なら。そんなことで動揺したりしないはず」

「他人事だと思って。その顔、もっとしてほしいって言ってる。他のやつの前で見せないでよ？　これからは……俺の前でだけ。いいね？」

　再び優しく重なる唇。

　これからもあなたにキスをされるたびに、私はこうしてどんどんあなたを好きになっていくのだろう。身体中の細胞が、あなたの色に徐々に染まっていくみたいに。もう、あなたなしではいられないのだと、うっとりと目を閉じながら考える。

　だけど、課長のほうはいつになったら、私を本当に好きだと思うのだろう。

「そろそろ行こうか」

　言いながら立ち上がり、課長は片手を差しだした。私はその手を取って立ち上がる。

　しっかりと繋がれた、温かい大きな手。これからは、優しくて素敵で大好きな人が、いつもこうして私を離さないでいてくれる。これ以上を望んだらばちが当たる。

『お前、重いんだよ、気持ちが。怖すぎ』

　突如、脳裏をよぎった昔の恋人の言葉。ゾクッと背筋が凍る。

　そんなにしつこくした自覚はまったくなかった。どういうところが彼にとって疎ましかったのか、今でもわからない。

　課長も、彼みたいに思うことがこれからあるのかもしれない。

「ん？　梨乃？　どうした」

　私の浮かない顔を見て、課長が心配してくれる。

「いえ……もっと一緒にいたかったなって。課長とふたりで、こうしてお昼休みを過ごせたのが夢みたいで……幸せだと思って」

　必死で言葉を選んで話す。課長が引いてしまわないように。軽く伝えるように。

　でも、課長は私の手をパッと放した。

　……えっ！

　ドキッとする。まさか、今の言葉が重いと思われてしまった!?

　不安になった次の瞬間、課長の腕が私の肩に回された。

「だから、可愛すぎだって」

　そう言いながら課長は、私の頭にチュッとキスを落とす。

　ときめきと安あん堵どが同時に心の中に湧き起こる。

　だけど本当の願いを言ってはいけない。自分から望んじゃダメなの。願うばかりの恋愛はもうしないと決めたから。

『愛している』と早く言ってほしい、だなんて口にしたなら、課長の心に負担をかけてしまう。

『君を愛しているかと聞かれれば、まだそうだとは言えない』

　昨日言われた言葉。今の課長の正直な気持ち。

　いつかきっと、あなたの口から聞ける日が来ると信じよう。

　だけど、不安でたまらない。

　課長がどうして、私と結婚しようと思ったのか理解できない。課長は素敵な人だから、私の代わりはたくさんいる。

　……そう思ってしまう自分が嫌。

　私が課長しかいないと思っているように、課長にとっても私だけなんだと信じたい。

　どうか信じさせて。

　たったひとことでいい。私の不安を早く吹き飛ばしてほしい。










欲望と拒絶




「課長！　やりました！　西にし区く開発の土地の、全域譲渡の権利を取りましたよ！」

　その日の夕刻。そろそろ業務を終わろうとしていたら、私のひとつ年下の西にし口ぐちくんが走って外まわりから帰ってきた。

　みんなは、一目散に課長の元へと駆けてきた彼の様子に注目して、作業の手を止めている。

「西区？　本当か！　よくやったな！」

　課長は立ち上がって彼をねぎらった。

「はい！　課長に教えられたとおりに進め方を説明したら、『他社とは違う』とオーナーさんが言ってくださって」

　西口くんは興奮気味に、一気に課長に説明する。

「俺じゃなく、君の誠意が通じたんだよ。よかったな」

　その会話を聞いていたみんなが、一斉に彼に拍手をする。

「ありがとうございます！」

　西口くんは振り返り、みんなのほうを向くとペコリと頭を下げた。

「よし、じゃあ今日は久々の〝臨時飲み会〟だな！　参加者はもう片づけろよ～。すぐに出るぞー」

　課長の号令にみんなデスクを片づけ始める。

「あれ？　梨乃、飲み会だってよ？」

　そんな中、パソコンに向かったままの私を見て、スミレが声をかけてきた。

「私は今日は行かないでおく。冷やかされるのは得意じゃないから」

　ためらいながらそう答える。昼間に思いがけず課長とのことが周囲に知られてしまい、気後れしていたのだ。

「ええ～？　行かないの？　旦那様の号令なのに。嫁失格よ！　他の女に言い寄られるよ！」

「私のことは気にしないで、行って？　仕事もまだ終わってないの」

　本当はもう手が空いたから、帰ろうとしていたところなんだけど、適当に報告書の入力でもしておこうと思いながら言った。

「そう？　じゃあ私、行くね。あ、そうだ。明日、結婚相手が片桐様に変わったわけをたっぷりと聞くから、覚悟するのよ？」

　手を振って彼女を見送る。

　フーッとため息をついて、報告書を手に取った。気づけば、広いフロアには私ひとりだけが残っていた。

　本当は、今日はひとりでいろいろ考えたい。

　これから私は、課長とどのように付き合っていけばいいのだろう。

　課長がまさか冗談を言っているとは思わないけれど、ふたりの間に気持ちの温度差がある気がしていた。

　私には課長しかいなくて、ずっと彼のことを考えているけれど、課長は私だけがすべてではないと思う。私は課長のことをなにも知らない。見えないことが、すべて不安に変わる。

　それが続けば、いつか不安に追いつめられたときに、私は多くを求めすぎて課長を苦しめてしまうのではないだろうか。そんな予感が頭の中を巡っていた。

「あれ？　早瀬だけ？　二課は、今日はもうお開きなの？　欲しい資料があったんだけどな」

　そのとき、ひとりの人物が、不思議そうにきょろきょろとあたりを見まわしながら入ってきた。

「牧まき野のくん」

　お隣の営業第三課の同期、牧野くんが私のほうへと歩いてくる。

「みんなは飲み会なの。西口くんが大きな契約を取ったお祝い」

「へえ？　あいつが？　そうか。やっぱすごいな、ここの課長は。西口はうちにいたときは不振続きだったから、こっちに来たんだぜ」

　彼は、人懐こい童顔の笑顔を私に向けながら、隣のスミレの席に座った。

　明るい性格なので知り合いも多く、みんなに慕われているタイプだ。

「そうなの？　最近調子いいみたいよ。報告がいっぱい上がってる」

　私は今、手元にある報告書を指差して言った。

「あいつもいい師匠ができてよかったな。片桐課長にかかれば敵なしだな。俺も弟で子し入りしようかな」

「優しいのね、牧野くん。西口くんを心配して」

「なんだよ、今さら気づいたのか。遅いよ～。俺ってすごく優しいんだぞ」

　ふたりでケラケラと笑い合う。

「欲しい資料ってなに？　私でよかったら用意するけど」

「いいや。やめた。みんなが飲んでるのに、俺だけ仕事してるなんて悔しいからさ。俺も連れてってくれたらいいのに」

　牧野くんの軽快なノリに、心がだんだん軽くなる気分だった。

「でも今日は本当に驚いたよ。まさか早瀬と片桐課長が結婚なんてな」

　突然の話の振りに、私はドキッとして彼を見る。

「もう聞いたの？」

「……否定しないんだな。本当なんだ。おしゃべりの矢崎から聞いたことだから、案外ただの噂かもって思ったりもしたんだけど」

　牧野くんは苦笑いしてから、椅子の背もたれにガタッと身体を預けて天井を仰いだ。

「牧野くん？」

「俺も……ずっと……好きだったんだけどなー……」

　急にしんみりとした声で、彼は呟く。

「なにが？」

　私が聞くと、彼は身体を起こして私を見た。

「早瀬がだよ」

「はい？」

　一瞬、状況を把握できなかった。

　好き？　私を？

「早瀬がお見合いで結婚を決めたって聞いたとき、もうお前を諦めようって思った。まさかそこをさらおうだなんて、普通は思わないだろ。やっぱ格好いいよな、片桐課長は。彼ほどの男にしか、そんな自信のある真ま似ねはできないよ」

「牧野くん……。ごめんなさい、私……」

　私が椅子から立ち上がると、牧野くんも静かに立った。

　どう言えばいいのかわからなかった。だけど、彼があまりにも寂しそうな声で打ち明けるから、まるで自分が悪いことをしているみたいに思えた。

「や、やめてくれよ。ごめんな。困るよな。言うつもりはなかったんだけど。忘れてくれ。……幸せになってな」

　彼は困った顔で、微かな笑みを浮かべながら言う。

　ときどきこうして楽しく話す気の合う同僚だとしか、彼のことは思っていなかった。

　片桐課長だけを想ってきた私には、他の男性を見る余裕なんて全然なかった。

「うん。ありがとう」

　無理に笑う彼の顔を見ていると、切なくなってくる。

　私がもし、牧野くんの立場だったらどんな気持ちだろう。課長に、他に好きな人がいたならば。

「な、なんだよ。泣くなよ」

　牧野くんは、泣きだした私の頭をそっと撫でる。

　自分と彼を重ねて見てしまい、涙が止まらなかった。

　――ガタッ。

「梨乃」

　そのとき、私を呼ぶ声がした。

　ふたりでそちらに目をやると、片桐課長が息を切らせてこちらを見ていた。

「課長？　どうしてここに……？　飲み会は？」

　私はハンカチで涙を拭き取り、課長に尋ねる。

「あ……俺……失礼します。じゃあな、早瀬」

　牧野くんは課長の真横を通って、フロアを出ていった。同時に課長が私のほうへと歩いてくる。

「飲み会は、挨拶だけして出てきた。梨乃がいないことに気づいたから」

　それだけ言うと、彼は目の前で私をじっと見ながら黙った。

「ごめんなさい……。気乗りしなくて。それに、報告書がまだ残ってたので」

　私は沈黙に耐えきれなくて、課長から目を逸らし、椅子に座った。そのまま黙ってデータ入力を始める。

　気まずい静寂が続き、どういう態度を取ればいいかわからなかった。後ろに立つ課長の表情は見えなかったけれど、動く気配がしなかったので、彼がそのまま立ちつくしているということだけはわかった。

　私は少々拗すねているのかもしれない。先の見えない彼の気持ちを推し量るのに、疲れていた。

　勝手に考えているくせに、子供みたいな態度を見せる自分。心の内を課長に知られたくはなかった。

「牧野の前で泣いてたね」

　しばらくして、ようやく課長が口を開いた。

「別に、なんでもないんです。私のことなら心配しなくても、もう終わりますから、課長は飲み会に戻ってください」

　わざと何気ないふうに明るく振る舞う。泣いていた理由を聞かれないことを願って。

　そのとき、課長の腕が、背後から私の身体をふわっと包んだ。そのままギュッと、私を抱きしめる。

　首に巻きつく腕。肩に乗せられている頭。サラサラとした髪から香る優しい匂いが届く。

「課長？」

　私はそのままの体勢で課長を呼んだ。

「俺以外の男が、君を泣かせた」

　課長が話すと吐息が首筋にかかり、ゾクゾクする。

「違うんです。彼はなにも――」

「梨乃の涙を、牧野に見られたことがこんなに悔しいだなんて。どうかしてるな」

　そんなふうに話す課長の顔が見たくなり、首を彼のほうに向ける。

　その瞬間、顔を上げた課長の瞳が、私の目の前で揺らめいた。

　……あ……。

　どちらからともなく重なる唇。

　課長にキスされたなら、私はなにも考えられなくなってしまう。

　ダメ。ここは会社なのに。誰が来るかわからないのに。

　一生懸命に頭でそんなことを思うけど、離せるわけがない。

　立ち上がり向かい合うと、柔らかなその唇を何度も啄ついばんで、溶け込むように彼の中に入り込んでいく。

　身体の芯からとろけていく感覚。それが私をゆっくりと麻ま痺ひさせていく。

　このままずっと、課長をひとり占めしていたい。どうかいつまでも、私の元を離れていかないで。

　薄く目を開いて彼を見る。長い睫毛が揺れるのを見て、そこにも触れたくなる。

　私は課長の頬を両手で包むと、そっと唇を離した。

　大きな瞳が私を捉えて輝く。我が慢まんできなくなって、そのまま彼の目に唇を寄せる。

　すると、ゆっくりとその目が閉じられていく。瞼にそっと口づける。

　欲しい。もっと、あなたでこの身をいっぱいにしたい。

　触れるほどに欲しくなり、さらに足りなくなっていく。媚び薬やくみたいに。

「俺の部屋に……今から来る？」

　誘われて胸が高鳴る。

　だけど、喜びと共に緊張が襲ってくる。

　そのまま朝まで一緒にいて、うまく過ごせるか。なにかの拍子に幻滅されたりはしないか。

　一瞬そう考えたけど、やはり、あなたのものになれると嬉しく思う気持ちのほうが強かった。

　ずっと前から願っていた。あなたを見つめながら、その胸の中で打ち震える幸せを想像して、ひとりで身み悶もだえていた。

　課長にぶら下がるように首に手を回し、彼を抱きしめながら言う。

「行きます。お願い。連れてってください……」

　はやる胸の鼓動が、課長にもきっと伝わっている。

　あなたを早く全身で感じたい。

　きっと課長も同じ気持ちでいるのだと、信じて疑わなかった。




「腹が減ったな。なにか食べる？」

　課長の部屋に入ってすぐに聞かれ、慌てて遠慮する。

「いえ！　お構いなく……」

　そんな私に課長は笑いながら言う。

「なに遠慮してんの。婚約者なのに」

　婚約者……。なんて素敵な響きだろう。東条さんのときはあまり意識しなかったけれど、自分が課長にとってそんな存在になれるなんて、昨日までは思いもしなかった。

　だけど、浮かれた気分と同時に訪れる現実味のなさ。課長とこうして過ごしているのが信じられない。

　……本当に？　これは現実なの？

　実感がないのは日が浅いから当然だけど、これからも慣れない気がする。

「うーん……。たいしたものがないな～。冷凍の魚と、野菜が少しか」

　課長はネクタイを緩めながら、冷蔵庫を覗き込んで言った。

「課長が作るんですか？」

　驚く私に、課長は得意げな顔を見せる。

「俺の作るご飯はうまいんだよ。ひとり暮らしが長いからね」

「ごちそうになってもいいんですか？　課長が料理をするのは、なんだかイメージできないです。自炊なんてしなさそうで……」

「失礼だな。じゃあ証明しよう」

　そう言って、黒いエプロンをワイシャツの上から着ける。レアな課長のエプロン姿に、私の目は釘くぎづけになった。それがまた素敵で、似合っているところがすごい。

　昨日から次々と見せられる課長のいろいろな面に、私の気持ちはすっかり取り込まれている。

　たった一日で、二年間の片想いの頃の数倍は気持ちが大きくなっている。しかし課長は、私に対してなにを思っているのだろうか。

　そんなことを考えながら、私は改めて課長の部屋を見まわした。

　２ＬＤＫの綺麗な部屋。私たちが勤める月瀬建託は賃貸住宅会社だから、おそらく会社の物件なのだろう。徒歩で通勤できる範囲内にある。

　金沢のほぼ中心部の人気エリアに建つ新しい高層マンションは、若い男性がひとりで住むには少々贅沢な気がした。

　ベッドとテーブル、ソファ、家電製品。それにパソコンと、会社の書類や資料が置かれたデスク。必要最低限の家具だけが置かれた部屋。

「金沢で、彼女がいたことはなかったんですか」

　女性を連想させるものはなにもなかったけれど、思わず尋ねていた。

「直球だね。『実は～』と言いたいところだけど、残念ながらこっちに来てからはないね。仕事しかしてなかったよ。君に会ってからは、ね」

「……そうですか」

『こっちに来てからは』……向こうにはいたんだ。当然だよね。

　今さらなにを落ち込んでいるの。課長が会社で常に女性たちから注目されているのを、これまで見てきたじゃない。

「漁あさっても、なにも出てはこないよ。じゃなきゃ梨乃を呼ばない」

　課長はクスクスと笑いながら、キッチンから私に言った。

「漁ってないです」

　私は部屋を見渡すのをやめてソファに座った。

　課長がやってきて、私に缶ビールを手渡す。条件反射で受け取ったけど、それをテーブルに置いた。そんな私を見て彼が言う。

「飲んでいいんだよ。今夜は泊まっていけばいい。俺、車を金沢に持ってきてないから、車で送れないんだ」

「……大丈夫です。バスで帰りますから」

　言いながら思う。やはり、課長は朝まで一緒に過ごすつもりなんだと。

　そう考えて、思わず赤くなったのを隠すため、両手で頬を包んだ。

「帰るときは送るよ。ところでさっき、牧野となにを話してたの？」

「え……っ」

　あのときは官能的なキスで頭がいっぱいになっていたけど、今になって改めて聞かれるとは思っていなかった。

　課長はエプロンを外すと、私の隣に座った。

「もしかして、好きだとか……言われた？」

　そう言ってから彼は、缶ビールをクイッとひと口飲むと、私の目をじっと見た。

「あ……いえ、その……」

　うまく答えが見つからず、私は俯く。

「言いたくない？」

　そう問われて顔を上げる。黙ったまま課長を見つめた。

　どう言えば無難なのか、必死で答えを探す。牧野くんの気持ちが届かないことを、自分に置き換えて泣いていただなんて言えるはずがない。

「……ずるいよな。そんな困った顔をされたら、もう聞けないよ。なにがあったのかゆっくり聞きだしたくて、ここに連れてきたのに」

「ごめ……」

　謝りかけてやめる。彼はきっと、そんな言葉を望んでいるわけではないだろうから。

「じゃあ、もう聞かないよ」

「え……課長」

　その言い方で、突き放されたように思えて、課長のワイシャツの袖をそっと掴んだ。まるで捨てられてしまいそうな子犬の心境だった。

　そんな私の動きに気づいて、課長がその手を握る。振り放されるものだとばかり思っていたけど、彼は私の手を掴んだままでいた。

　手を繋いだ状態で黙って見つめ合う。

　私の指に、課長の指が絡んでくる。それを見ながら、次になにを言われるのか怖くなってきていた。

「もう聞かない代わりに、お願いがあるんだけど」

　真剣な眼差しで見下ろされ、足が震える。ドクッと胸が揺れた。

　なにを言うつもりなの。まさか本当に、このままなにもなかったことにしてほしいとか……？

　本当に夢物語の幕を閉じられる気がして恐れた。

「そんなに怯えないで。たいしたことじゃない」

　私を見つめたまま、課長はクスッと笑う。

「……梨乃から俺にキスしてくれる？」

「……キス……今……ですか」

「そう、今。そしたらもう聞かない」

　課長が目を閉じる。私はそのまま顔を近づけると、そっとキスをした。

　優しく触れるだけの軽いキスのあと、お互いに目を開いた。

「……これで牧野を怒れなくなっちゃったな。この話はもうしないよ」

　そう言って笑う課長を見て、胸がキュッと締めつけられた。

　課長が話を終えるために、わざとこの程度のお願いをしてきたことに、もちろん私は気づいていた。課長の優しさに包まれて恐怖心が消えていく。

「でも、覚えておいて。君が俺だけを見ていないと嫌なんだ。俺はきっとこれからもどんどん君を好きになる」

　話をする課長を、夢見心地で見つめる。そんな私の頬に、彼の手がそっと触れる。

「本当に本気になったらこの程度じゃ済まないよ？　今回は見逃してあげる。たった一日しか経ってないのに、君のすべてを俺はまだ縛れないからね」

　……ああ。なにを恐れる必要があったのだろう。

　課長はきちんと私のことを考えてくれている。これから先のことも。終わらせてしまおうだなんて思ってはいない。

　この人がとても誠実で責任感があることを、私は誰よりも知っていたはずなのに。ずっと課長を見つめてきたのに。信じて待てばよかったのだ。

「今……もうすでに、私はこの程度じゃ足りません。時間なんて、関係ないんです」

「ん？　どういう意味？」

　課長の胸に寄りかかり、身体を預けながら言う。

「もっと……もっとしてください。キスだけじゃ嫌です。私の中では、時間は充分経ってるんです。ずっと、課長だけでした」

　そう言って彼の身体にしがみついた。

「梨乃……」

　課長の手が私の頭を撫でる。その心地よさに酔いしれた。

　これから起こる出来事に、期待する自分がいる。

「ごめん。無理だ。……離してくれないか」

　私は顔を上げて課長を見た。

「君とはまだ、そういうことをする気はない。そんなつもりで来てもらったわけじゃないから。勘違いさせたなら謝る」

　彼は困った顔つきで私を見ている。

「……課長？」

　思いがけない拒絶の言葉が、私の心に刺さる。

「泊まってもいいと言ったのは、そういった意味じゃないんだ。ここなら会社に近いし、夜も遅くなってきてるから」

　私はそっと身体を起こして、課長から離れた。

　震える手を隠そうと、片手でもう片方をグッと握る。

「私じゃ、そんな気にはなれませんか。そういうことですよね……」

　俯き、小さな声で言った。

「違う。そうじゃない。……でも、すまない。今は無理なんだ」

　はっきりと謝られて、涙がどっと溢れる。

「謝らないでください」

　それだけ言うと立ち上がった。

「梨乃」

「軽蔑しましたか。自分から誘う女なんて嫌ですよね。でも……私だってこんなことは初めてで、どうしたらいいかわからなくて……」

　課長から目を逸らしながら、喉が詰まる。

　恥ずかしくて、悲しくて、涙が止まらない。

「違うんだ、話を聞いて」

「帰ります。すみませんでした」

　そう告げた直後、走って部屋を飛びだした。

　そんな私を、課長は追いかけてはこなかった。










情熱に包まれて




「早瀬さん、このオーナーの所有リストを至急、出してくれないか」

「はい、承知しました」

　あの日から二週間。課長と私の関係は、片想いの頃とほぼ変わらない状態に戻っていた。

　思いがけずプロポーズされて、さらに甘く強引に心を奪われていったあの二日間の出来事が、まるで夢であったかのよう。

　事務的に、用件だけを告げて歩き去る課長の後ろ姿を見つめる。

　とろける笑顔も、キスの余韻に浸る艶のある顔も、もう私は見ることができないのだろうか。

　あの夜、自分でも信じられないほどの大胆さで課長を求めた。あれから何度後悔しただろう。泣き疲れ、悲しみに支配され、苦しんで……やがて涙も枯れてしまった。

　泣いても、望んでも、彼はきっともう私を見ない。

　私に対して生まれかけていた課長の中の気持ちは、よみがえることはないのかもしれない。

「ちょっと～本当にどうしちゃったのよ。片桐様と最近ちっとも話してないじゃない。結局ふたりがどんな感じなのかもまったく教えてくれないしさ～」

　そんな私たちの様子を見ていたスミレが、不思議そうに言う。

「私にも……わからないの」

　私は片想いの頃よりも切ない想いで、課長を見続けながら答えた。

「なんなのよ……。ラブラブだったくせに……」

　スミレも私の表情を見て、それ以上はなにも言えなくなったのか、黙り込んだ。

　このままではいけないと思ってはいるのだけれど、怖くて課長に聞くことなんてできない。どうしたらいいのかわからないままに、時間だけが過ぎていた。

　そのとき、ふと私を見た課長と目が合った。

『あ……』と思った次の瞬間に視線を逸らされ、俯く。

　なにがそんなにいけなかったのだろう。これまでの恋人と同様に、課長も私を煩わずらわしく思ったのだろうか。なりふり構わず誘う私は、避けたくなるほどに怖かったのだろうか。

　私の悪い癖だ。好きになると、相手の気持ちを考える余裕がなくなってしまう。

　あと二週間で私は会社を辞める。もともとは、東条さんと結婚することが決まっていたからだ。

　破談になったので、会社に残るという選択肢もあったのだけど、結局このまま辞めることを選んだ。

　一時は本気で結婚することを望んで、退社手続きを済ませた。それは事実なので、状況が変わろうとも、また元どおりだなんて虫がよすぎる気がした。ならいっそこの場から離れ、再スタートを切って一からやり直そうと思ったのだ。

　ここからいなくなれば、もう課長に会うことすらできなくなる。




　帰り道。バスから降りて自宅への路地を歩く。

　ふわふわと雪が舞い降りてきて、私の頬を掠めては落ちていく。

　いつの間に降りだしたのだろう。足を止めて空を見上げた。

　あの日も、課長の顔を舞い散る雪越しに見ていた。外灯の明かりが幻想的だった。

　そんな中で彼の笑顔は、キラキラと輝いて見えた。キスを交わしたあとには、言いようのない幸福感が私を包んでいた。

「……なんで……」

　そう呟いた瞬間に耐えきれなくなり、その場にしゃがみ込んで顔を覆う。

　堪えていた涙が、堰せきを切って流れてきた。

「……う……っ」

　いくら泣いても、なにも変わらない。あれから幾日も泣いたけれど、涙はなにひとつ洗い流してはくれなかった。

　だけど、恋しく想う気持ちの止め方を私は知らない。ただ、震えながら耐えるだけ。

　こんなふうにいなくなるのなら、初めから幸せな時間を与えてほしくはなかった。知らないままで憧れているだけならば、こんなに悲しくはなかったはずなのに。

「梨乃」

　ふと耳に入ってきた愛しい声に身体中が反応して、泣くのをやめる。

　雪の上を歩く、きしむ足音が近づいてきて、私の目の前で止まる。

　そっと見上げると、そこには愛してやまない人の顔があった。驚いて、泣いていたことを忘れそうになる。

　これは幻なの……？

「片桐課長……」

　その人の名を呼ぶと、消えてしまわないかと思いながらも、おそるおそる口にする。

「そんなに驚かないで。待ち伏せだなんて柄じゃなかったな、やっぱり」

　課長は緩く笑うと、私と同じくしゃがみ込む。目の前に近づいた笑顔が涙で滲にじんで、次第にぼやけた。

「どうしてこんなところに……」

　目すら合わせない日が続いたあとに、こんなふうに現れるなんて。

「もう意地を張るのはやめたんだ。格好つけて君を奪われてしまえば、自分を許せなくなってしまうから」

「え……？　どういう……」

　課長は私の手を取ってゆっくりと立ち上がらせると、優しい目で私を見下ろす。

「さっき牧野に言われたんだ。『早瀬を奪ってすぐ捨てたのか？　そういうのがあんたの趣味なのか。いらなくなったのなら、今度は俺があんたから奪う』ってね」

　苦笑しながら言う課長の顔に、久々に見入る。もうこの距離で課長を見上げることなどできないと思っていた。

　二週間もの離れた時間をものともせず、瞬時に記憶が呼び覚まされる。思い出さないようにと努力してきたはずなのに。

「……自分でも理解してた。俺が間違ってることは。でも、梨乃になんて声をかけたらいいのかわからなくて。形に囚とらわれすぎて大切なものを見失ってたよ。牧野に言われて気づけたんだ。バカだよね」

　私を避けていたときの表情とはまるで違う優しい笑顔が、そこにはあった。

「形？」

「あの日、梨乃の気持ちに本当は応えたかった。自分を抑えるのに必死になった」

　課長の秘めた想いに、息が止まりそうになる。驚きでなにも言えない。

「プロポーズした翌日に君を抱いたら……身体だけだと思われてしまうように感じた。俺たちには積み重ねた段階がないから」

　私も同じだ。なにかが欠けている気がして、現実味がないと思った。焦って、ひとつでも多くの繋がりを求めたのかもしれない。

「突然始まり、思いのままに君を抱いたら……燃えつきて……消えてしまう気がした。焦っていると君に思われたくはなかった」

　課長も同じことを考えていた。嫌われていたわけではなかった。安堵の涙が溢れてくる。

「あのとき、東条さんの言葉が頭をよぎったんだ。俺も彼と同じだと梨乃に誤解されたくはなかったから、もう少し時間が必要なんだと思い込んでいた」

　東条さん？

　課長の口から急に、あの日以来初めて彼の名前が出てきて、私は混乱する。

『見た目と胸だけはいい感じだと思ったけどね～』

　彼の言葉が脳内で再生され、ようやく課長の言いたいことがわかった。

「そんなこと……思うわけがないのに……」

　私がそう言うと、彼は突然私をギュッと抱きしめた。

「えっ、課長？」

「……ごめん。俺のつまらないプライドで梨乃を傷つけた。今、君が座り込んで泣きだしたのを見て、胸が締めつけられる思いだった。君が立てなくなるほどにひどいことをしていたのだと気づけなかった自分が、歯がゆくて……」

　絞るような声で綴つづられていく、課長の本音。

　私は彼の体温に包まれながら、再びそれを感じることができた喜びに胸を震わせていた。

「許してくれるか……？　もう俺を……嫌いになった？」

　私を抱きしめる腕の力がさらに強くなる。

「課長のことを……これまでに何度も諦めようとしてきました。嫌いになれるはずなんてないんです。私が無理なことを望んだから……。課長は悪くないです」

　課長は腕を緩めて私を見た。

「君は……なぜそんなに可愛いの？　どうして梨乃を二週間も放っておけたんだろう。牧野が奪いたくなるのも無理はないな」

　そんなことを言わないで。失ってしまうことが今よりもっと怖くなるから。これ以上心を奪われたなら、私の意思が存在しなくなりそうで。

　あなたの操り人形になりたいわけじゃない。だけどきっとこのままだと、今に私は課長の言いなりになってしまうだろう。

　それだと今までと変わらない。強く気持ちを持たないといけない。

　無理に繋がりを求めるだけじゃダメだ。そう思った瞬間、次に聞こえてきた課長の言葉に、その考えが吹き飛んだ。

「……これから、この前の続きがしたいと言ったら、俺は自分勝手だろうか。君を突き放して、傷つけたのはわかってるんだけど……。梨乃が嫌ならばこのまま帰るよ。だけどもう抑えきれないんだ」

　不安げに私の様子を窺う視線を受けながら、私は即答する。

「嫌じゃありません。そんなわけ……」

　私の頬を伝うひと筋の涙を、そっと唇で拭ぬぐう課長の仕草に、うっとりしてくる。

　この人は私をどこまで変えていってしまうのだろう。

　これまでにしてきた恋愛が、まるでままごとに思えてしまうほどに魅了されていく。このまま愛しすぎてしまうのが、怖い。




「わあ……綺麗」

　近くのホテルの一室の窓から、雪に包まれていく街を見下ろす。

　すべてを覆い隠していく銀世界。そんな中の私の恋など取るに足りない小さなものだろう。

　だけど私は必死でそれを守り、すがり、求める。きっとこれからも。

「梨乃……」

　課長が背後から私を優しく抱きしめる。

「きっと……優しくする余裕はなくなると思う。言いたいことは言って？」

　それだけ言うと、彼は私をさっと抱きかかえた。

「きゃ……」

　そのままベッドに下ろされる。課長は私の服のボタンを外しながら、首筋にそっと唇を這はわせた。

「電気を……消してくださ……」

　こぼれ落ちそうな吐息を抑えて言う。

「ダメ」

　すると即答で返事があった。

「見せて、全部。梨乃のすべてが見たい」

「そんな。恥ずかしいです……」

　話しながらも服はどんどん脱がされていく。

「嫌……」

　私は強く目を閉じて、現実から逃れようとする。身体を露にされることが、とてつもなく恥ずかしい。

「その他で、俺が聞けることはしてあげるから。なにかないの？」

　課長の指や唇が動くたびに、甘く掠れた吐息が、私の身体の奥から喉を伝って込み上げてくる。それを堪えながら目を開け、必死になって伝えた。

「私の……私だけのものになってください。他の人を……もう見ないで。二度と」

　課長は這わせていた唇を肌から離し、私を上から見下ろした。私は息を切らせて課長を見つめ返す。

　キラキラと光る妖よう艶えんな瞳。思わずため息が出そうになるほどに綺麗。

　課長は私を見つめたまま、ネクタイを緩めてスッと引き抜くと、そばにパサリと落とした。そのまま、自分のシャツのボタンに手をかけながら言う。

「いいよ。あげる。俺を全部。梨乃以外……もう見ないよ」

　その直後、課長が私に覆い被さってきた。

　私の……ものに……。そのすべてを。

「課長……」

「悠馬でいい。俺はもう、梨乃のものだから。そうだろ？」

「……悠……馬……」

　彼は性急にワイシャツを脱ぎ捨てると、私の身体に激しいキスを浴びせてきた。

　ずっと欲しいと願っていた温もり。その激しさ。

　求められていることに、心から幸せを感じる。

「悠馬……お願い。……もっとして。好き……好きです」

　思わずそう呟いた途端、彼の動きが激しくなる。

「梨乃……っ」

「……っ……」

　私は声にならない息を吐き、官能の波に溺れていく。

「……たまんないよ……もう……」

「悠……っ。あ……」

　全部欲しい。もっともっと……。その光る汗の粒すらも。

　課長が私のものになったことを、私の身体に深く刻んで。

　そして不安の根源を、ひとつ残らず私の身体の奥から奪っていって。

　課長の滑らかな背を撫でる。彼の溢れる情熱に引き込まれ、目の前にある綺麗な鎖骨に吸いついた。

「う……っ。梨乃……」

　その瞬間、彼の顔が一瞬歪ゆがんだ。彼の身体に赤く浮かび上がる痕が、私をさらに燃え上がらせる。

　あなたを愛してる。

　私以外の誰かに、二度とこんなふうにしないで。

　いつか……その心までも私のものとなりますように。

　その長い指が身体の隅々をなぞる間中、呪文みたいに願う。

「……どうにかなりそうだ。……ごめん、抑えが利かない」

　吐息交じりの囁きに、全身がゾクゾクとしてくる。

　こんなに幸せで、こんなに愛しいだなんて。想像以上の素晴らしさに涙が止まらない。あなたとでないと、きっとここまで感じることはできない。

「梨乃……。君も俺だけにして？　誰にももう……渡さない」

　愛の言葉は私を欲張りにする。さらに欲しいと思わせる。

　もっとたくさん囁いて。このまま身体の奥から私を溶かしてしまうほどに。

　この恋に立ち向かうために私に足りないものは、おそらく揺るぎない自信なのだと、彼の胸に口づけながら思っていた。

　狂おしいほどの熱にうなされている、激情。

　私たちは飽くことなく、何度もお互いを求め合った。










愛の自覚［悠馬Ｓｉｄｅ］




　朝。俺はうっすらと目を覚まし、数回瞬まばたきをした。

　視界に入る天井をじっと見つめて、ここが自分の部屋ではないことを思い出す。

　あ、会社へ行かなくては……と一瞬思ったが、今日は土曜日だった。仕事は休みだ。

　ふと隣を見ると、梨乃が俺の腕に頭をちょこんと乗せて、すやすやと寝息を立てている。

　その顔をじっと見つめる。

　白く綺麗な肌。頬が微かな薄桃色に染まっている。小さな唇を見ていると、無性にキスをしたくなった。

　腕の位置を変えないように身体を起こし、優しくしっとりと唇に触れる。

　昨夜から何度こうして唇を重ねただろうか。彼女の口が赤く腫れていることに気づいても、欲望のままに何度も繰り返し求めた。

　そっと唇を離して、彼女の髪を撫でる。

　サラサラと指の間を流れ落ちる髪。初めて梨乃を間近で見たとき、この美しさに見とれた記憶がある。

　こうして朝日の射し込む中で、まどろみながら触れることができる日が来るとは、あのときは微み塵じんも思わなかった。

　その長い髪をそっと掴んで、唇を寄せる。

　……ふと改めて考える。

　寝ている女性にこんなことをする自分が、なんだか自分ではないみたいに思える。

　しばらく恋愛をするつもりはなかったのに。いつから梨乃を愛しいだなんて想い始めたのだろう。

　初めて気持ちを告げられた日、梨乃の揺るぎない意志が表れた目を直視した瞬間からなのか。あのときに気づいたのか。自分の秘めたる想いを。

　疲れきったようにぐっすりと寝入る梨乃を見つめながら、もう少し優しくすればよかったと後悔する。

　俺が求めるまますべてに応じた彼女。その健けな気げでいじらしい可愛さに、何度抱いても足りないと思った。

　そうしていつしかお互いに疲れ果て、倒れ込むように、きつく抱き合って眠りに就いた。

　触れ合う肌を隙間なく、このままずっと合わせていたいと思った。

　身体を起こし、ベッドから這い出る。シャワーを浴びようと立ち上がる。

「……課長……？」

　小さな声が背後から聞こえ、足を止めて振り返った。

　梨乃が眠ったままの体勢で、目だけをこちらに向けている。

「起きたの？　おはよ」

　俺が言うと、梨乃は柔らかな笑顔を見せた。

「……おはよ……うございます」

　……可愛い。眠気の残るあどけない笑顔を見て、素直にそう思う。

　彼女が社内で密ひそかに人気があることも頷うなずける。本人は無自覚のようだが。

「どこに……行くんですか？」

　俺がどこかに行こうとしていることに不安を感じたのか、笑顔を消した彼女に、つい少し意地悪をしたくなった。

「もう帰ろうと思ってさ。会計は済ませてあるから、梨乃はゆっくりしてけばいいよ」

　クスクスと笑いながらそう言ってみる。

「……え……帰る？」

　すると彼女の表情が、さらに悲しげなものにさっと変わった。俺の予想に反して、次第に瞳が潤み始め、涙がツーッと流れだす。

「ちょ……っ、待って」

　俺はギョッとして、ベッドのそばへと慌てて戻る。

　ほんの冗談のつもりだったのに。

「ごめん、シャワーだよ。冗談。君を置いて帰るわけないよ。ごめんね？」

　彼女の涙を指で拭いながら、必死で弁解をする。

　俺の嘘に拗ねてから笑うくらいの反応をするものだと、勝手に思い込んでいた。

「ごめんなさい。本気だと思ったから……。私って……こんなだから、東条さんにもつまらないって思われてたんですよね。冗談も通じなくて。東条さんが感じたようなことを、課長にも思われたらって……」

　急に彼の名前が出てきて、少しだけ動揺する。あの日の彼の態度や言動に、感心できる部分はひとつもなかったが、俺が婚約者を略奪した後ろめたさだけは当然、今もあった。それを梨乃に悟られないようにと、毅き然ぜんとした口調で彼女に告げる。

「彼は関係ない。俺は彼の考えがなにひとつ正しいとは思えない。彼の言ったことに君がいちいち思案する必要はないよ。俺は彼とは違う！」

「ごめ……なさ……」

　俺の声の大きさに驚いたのか、再び彼女の目に涙が溜まっていく。

　あ。やばい……。俺はいったいなにをやっているんだ。

「あー、もう……。なんでうまく言えないのかな」

　自分に腹が立つ。意味もなく梨乃を泣かせて、弁解して。いつもの俺なら、もっとうまくやれているはずなのに、なぜ今日はこんなにも空回っているんだろう。

　そのままシャワーを浴びに行くのをやめて、再びベッドへと潜り込む。

　そっと腕を伸ばし、寝ながら俺を見ている梨乃を、優しく抱きしめて目を閉じる。

　今日は土曜日だから、ゆっくり梨乃と過ごせばいい。彼女に寂しい思いをさせた分、一緒にいてあげたい。そう思ったあとで、一緒にいたいのは本当は自分なのだと気づき、ひとりで笑う。

　そんな俺の胸の中で彼女はじっとしている。

「大きな声を出してごめん。東条さんの話はもうしないで。俺が梨乃のそばにいるから。もう彼は関係ない」

　不安を打ち消すために言う。彼のことを考えてほしくない。俺だけを見て。

　彼女は俺の胸に顔をうずめたまま、「……はい」と小さな声で答えた。

　裸のままでこうして抱き合っていると、昨夜のことを思い出さずにはいられない。

　充分すぎるほど愛し合ったはずなのに、改めてまたすべてが欲しくなる。こうなることが予想できたからこそ、以前は梨乃を拒絶したのかもしれない。

「……梨乃」

「はい？」

「やばいんだけど。俺……我慢できないかも」

「……えっ……？」

　俺は彼女の身体をくるっと横たえ、見下ろすと言った。

「抱きたい。もう一度……君が欲しい。どうかしてるのかな。限りがない」

　彼女の記憶から、東条さんを消してしまいたい。実際にそうならない限り、君を求め続けるのだろうか。

　なにもかも忘れ去るかのように、俺に溺れてほしい。

「……ううん。私もです。もっと課長を知りたい……」

　ふわりと恥ずかしそうに笑う梨乃が、本当に可愛くて、胸が切なくなる。

　東条さんは彼女のなにを見ていたのだろう。俺ならば、なにがあっても彼女を人に渡したりはしない。

　そう思いながら、彼女の肌にそっと指を滑らせて撫でていく。

　彼女はもう俺のものだ。誰にも触れさせない。

　俺が、これから一生をかけて守っていく。

　強く心に誓いながら、昨夜とは違い、優しく彼女に触れていく。

　自分は恋に淡白な男だと、ずっと思ってきた。恋人ができても、相手と同じ気持ちに染まりきれない。必死に手を伸ばし、俺に愛を求める女を、どこか蔑さげすんだ目で見ていた。

　もちろんそんな恋愛の仕方では、長続きするはずもなく、俺は人を真剣に愛せる男ではないのだと諦めていたのに。

　梨乃に対しては、なぜ結婚しようとまで思ったのだろうか。

　彼女が俺を好きだと言ったときの目が忘れられない。その輝きから、強く俺を求めていることはすぐにわかった。

　これまでの俺ならば、回れ右をして真っ先に避けてしまうタイプだったはずなのに。

「くすぐったいです……」

　梨乃がクスクスと笑いながら、自分にじゃれつく俺から逃げようと身体をよじる。

「待って。逃げないで。うわ……ははは。やめろって」

　反撃してきたその両手を軽く掴み、頭の上にひょいとねじ上げる。

　楽しそうに笑う彼女にそのままキスをすると、無邪気な笑い声が、今度は甘い吐息へと変わっていく。

「ん……、課長……」

　もっといろいろな表情が見たい。俺はくるくると表情を変える彼女に、昨夜から夢中になっていた。こんなに俺を夢中にさせる女は、他にはもういない。

　とにかく、君を笑わせたくて、キスをしたくて、身体中に触れたくて。

　男にそう思わせる魔性が、梨乃にはある。

　俺は……彼女を愛し始めている？　そうなのか？

　でも、今までにそんな経験がないから、この気持ちが果たして愛なのかと聞かれたならわからない。

　素直に告げてもいいのだろうか。

『俺は君を、愛している』と。

「……なにを考えてるんですか？」

　梨乃が俺の顔を見ながら聞いてくる。

「可愛いなって」

　見つめ返して答える。

「恥ずかしいから、そんなこと言わないでください」

　ふい、とあちらを向いた彼女の顎あごをそっと掴んで、俺のほうを向かせる。

「嘘じゃないよ。目を……逸らさないで。もっとよく顔を見せて」

　重ねた唇から、徐々にお互いの身体中に再び熱が回ってくる。

　次々に湧き起こる君への欲望。

　切ない気持ちが俺を支配する。それに導かれ、何度も梨乃に甘い息を吐かせる。

「……ああ……課長……」

　もっと聞かせて。俺に翻ほん弄ろうされてこぼれるその声を。耳をくすぐられるたびに、たまらない気持ちになる。

　君にも同じ気持ちになってほしい。こんなに深く繋がっていてもまだ足りないと、情熱的に俺を欲しがってほしい。

　そんな中……唯一冷静に考えるのは……これまでの恋人たちとは違って、君は特別だということだけだ。

　君が誰かのものであった事実など、もう関係ないのだ。







三・結婚準備










永遠の輝き




　パソコンのキーボードに手を乗せ、ふと動きを止める。そのままぼんやりと考える。

　課長の息遣い、指先の温度、肌の感触、潤んで光る瞳。

「梨乃」

　隣からスミレが呼んでいる。

　……でも……。

「ちょっと梨乃！　グラフ集計はできたの？　早くしないと、次の作業が詰まってくるよー。私も手いっぱいなんだから」

「……あ……」

　彼女の言葉に、ようやく私は正気に戻った。

「ご、ごめん。すぐにやる」

　慌てて仕事を始めた私を見て、スミレはニヤニヤしながら耳打ちしてきた。

「さては仲直りしたのね？　さぞや濃厚な週末を過ごしたんでしょうね」

　そう言われて、ボワッと顔が火ほ照てる。

「やっ！　違うわよ!?」

　私の声の大きさに、数人がこちらを見た。

「梨乃。過剰反応しすぎ」

　冷やかしていたスミレに、逆にたしなめられる。

「よくわかった。よかったね。ただ、ぼんやりしないでよ。仕事はしっかりやらないと、旦那様にも迷惑かけるんだからね」

　スミレはクスクスと笑って言った。私は彼女から目を逸らして、赤い顔のまま俯く。

　週末に課長と過ごしてから、ぼんやりとそのときのことを思い出してばかり。

　結局、土曜日は昼まで課長とホテルで過ごした。そのままお互いに帰宅して、日曜日は会っていないので、今朝、あれ以来初めて彼を見た。

　軽い挨拶を交わしただけだったけど、課長はいつも以上に眩しく見えて、なかなか仕事に集中できないでいた。

　これじゃダメだ。スミレの言うとおり。課長に迷惑をかけてしまう。

　だけどあの日の彼は、あまりにも素敵で、幸せで、魅力的で。

　甘えた課長の視線を思い出しては、胸を熱くする。今日はそれの繰り返し。

「グラフ集計、終わった？　もう矢崎に渡して、解析作業に入ってる？」

　課長が私のそばにやってきて言う。

　目が合って、私は固まってしまった。キラキラと課長の周囲が明るく輝いて見える。

　……重症ね。自分で自分に突っ込んでしまいたくなる。

「早瀬？　グラフ、どうなった？」

「あ、今やっています。少し……遅れてて」

　課長は私の手元を覗き込んだ。そして眉をひそめる。

「朝からかかって、まだそんなところなのか？　今までなにをしてたんだ。きちんと時間どおりに進めてくれないと困るな。お客様に迷惑をかけてしまうだろう!?」

「私……」

　課長の怒ったような言い方に恥ずかしくなり、顔を下げたまま、上げることができなかった。

「とにかく急いで。終わったら矢崎じゃなく、すぐ俺に回して」

「はい……」

　課長がそのまま去っていく。

　どうしよう。浮かれて仕事をおろそかにしてしまうなんて。

　自分の呆あきれた状態に、気持ちが沈んでいく。

　課長を怒らせてしまった。こんな私をどう思ったかしら。




　それから急いで作業を進める。課長に幻滅されたくない。しっかりしなければ。

「じゃあ私、帰るね。あんまり落ち込まないでね」

　定時になり、スミレが私に声をかけてきた。

　私は残業で、あと少しの作業を仕上げることとなった。

「うん、大丈夫。お疲れさま」

　スミレにそう言ってから、仕事の続きに取りかかる。




　三十分くらい経った頃、ふとあたりを見渡すと、もう誰も残ってはいなかった。

　小さくため息をつき、肩を押さえてこりをほぐす。課長の姿ももうない。

　怒られて当然だ。公私混同で他人に迷惑をかけるなんて。

　あと数分で終わるであろう作業を再開しようとした、そのとき。

「梨乃」

　課長がフロアに入ってきて、私を呼んだ。私は立ち上がって頭を下げる。

「すみませんでした。もう終わりますから」

　顔を上げると、彼は笑いながら私を見下ろしていた。

「もういいよ。俺もきつく言いすぎたかな。でも、謝らないよ？　悪いのは梨乃なんだからね？　仕事で特別扱いはしないから。覚えておいて」

「はい」

　課長の笑顔に涙が出そうになったけれど、グッと堪える。

「でも、どうしたの？　いつもはこれくらいの作業で遅れたりなんて絶対しないのに」

「いえ。……別に」

　まさか、課長のことで頭がいっぱいでぼんやりしていただなんて言えない。きっとさらに幻滅されてしまう。

「もしかして、俺のことを考えてて集中できなかったとか？」

　彼は腰を折って、私の目線の高さに自分の顔を下げると、私を間近から見つめた。

「違います」

　私は動揺を隠して否定する。

　すると課長が「なんだ。違うのか」と残念そうに言いながら、顔を元の位置に戻した。私はドキドキする胸を押さえて彼を見る。

「もしもそんな可愛い理由だったなら、許してあげるし、ご褒ほう美びをあげようと思ったのにな」

　私の心臓がさらに大きく鳴り響く。課長に聞かれてしまいそうなほどに。

「ご褒美……？」

　つい期待を込めた目線で彼を見てしまう。

「あれ？　欲しかった？　じゃあ本当のことを言わないと」

　黙ったまま課長を見つめる。課長はニコニコと私を見つめ返す。

　無言で向き合いながら、相手の出方を待つ。

「意地悪……です」

　私はとうとう降参して呟いた。

「ははっ。ごめん、いじめちゃった」

　課長が私の頭をくしゃくしゃと撫でる。

「……平気でなんて、いられません。実はあれからずっと……課長のことだけ……。すみません」

　幻滅されてもいい。本当のことだから。課長しか、見えなかった。

　一度その胸に抱かれてしまってから、もうなにも考えられない。

「上司としてはいただけないけど、恋人としては最高だね。ここはもう怒れないな。梨乃の勝ちだね。いいよ。わかった。ご褒美はやっぱりあげないとダメだな」

　そう言って課長は、スーツの上着のポケットから小さな箱を取りだした。それを私の目の前でカパッと開いてみせる。

「え……」

　私は息が止まりそうなほどに驚き、両手で口を押さえた。

　無数の光を放ち、キラキラと輝く石。その光が目に飛び込んできた。

「オフィスで渡すつもりなんてなかったんだけど。本当はいろいろ考えてたんだよ？　夜景の見えるレストランとか、旅行に連れてって綺麗な自然の中でとか。でもさっき宝石店に取りに行ったら、一刻も早く渡したくなった。梨乃が俺のものだって〝証あかし〟が欲しくなった」

　涙で前が見えなくなる。

　涙越しに見るその〝証〟は、いっそうきらめいて……。

「また泣く～。本当に泣き虫だね、梨乃は。まあそこが可愛いんだけど。さあ、泣いてないで手を出して」

　課長が私の左手を握った。私は泣きながらその手を見る。

　そこにスッと指輪がはめられ、さらに溢れる涙を滴らせた。

「幸せにするから。……信じて。彼ではなく、俺を選んだ君の選択は間違ってはいなかったと、一生をかけて証明する」

「う……ふぇ……」

　もう充分、幸せだ。これ以上のことなんて、これからあるのだろうか。

　課長を見ながら、その笑顔も、指輪と共に光る永遠の輝きなんだと思った。










揺るぎない想い［悠馬Ｓｉｄｅ］




　梨乃と手を繋いで、夜の繁華街を歩く。

　ようやく涙を止めて落ち着いた彼女だったが、その目と鼻はまだ赤くなっている。俺はそんな梨乃を横目で見ながら、クスッと笑った。

「なにか食べて帰るか？　俺は帰ってもひとりだし。付き合ってくれる？」

「はい」

　梨乃が俺を見上げて嬉しそうに笑う。

「お勧めの店はある？　金沢では忙しくてあまり外食してないからわからなくて」

「うーんと、そうですね。あ、おいしい鍋のお店がありますよ。〝とり野菜〟っていう金沢のみそ鍋です」

「へえ。そこに行こうか」

「はい！」

　梨乃は泣きべそをかいていた顔のまま、もうはしゃいでいる。

　繋いだ手を前後に大きく振って歩く。彼女のこうした新たな面を見るたびに、これまでのおとなしい印象が次第に塗り替えられていく。

　悲しいときには、抱きしめたくなるような顔をする。嬉しいときは、子供のような笑顔になり、その細い身体を抱けば、すべてを心の底から欲しいと思わせる。

　今日の彼女は、朝から作業がはかどっていない様子だった。なんとなくだが、残業になる気がしていた。

　覗きに行ったら案の定、急ぎの作業を滞らせていて、俺の予感は的中した。

　俺も残って手伝うつもりでいたのだが、以前に予約していた指輪ができたと、宝石店から夕方に連絡を受けた。梨乃の仕事が終わるまでに間に合うように慌てて取りに行った。

　俺は焦っていたのだろう。東条さんよりも俺を選んでよかったと、梨乃に思われたい。いつもそんなことを考えていた。

　いったい、なにに対して張り合っているのか、自分でもバカバカしいと思う。変に気負っているだけだとわかっているのに、その考えは止まらない。

「課長、こっちですよ」

「おい、滑って転ぶよ。気をつけて」

　俺のほうを見て後ろ向きに歩く梨乃を、注意する。薄く積もった雪の上を、踵かかとの高いブーツで器用に歩く彼女を見ながらヒヤヒヤする。

「金沢の人は雪で滑ったりしません。慣れてるんですよ」

「でも危ないだろ」

　俺がそう言った直後、「きゃ！」と声を上げて梨乃がつまずき、転びそうになる。

　俺は慌てて、彼女の腰を抱くように受け止めた。

「ほら、言っただろ。慣れてても危ないよ」

「ごめんなさい」

　梨乃は俺に身体を預けたまま、おとなしくなった。

　俺の胸に置かれた彼女の左手の薬指には、ダイヤの指輪が光っている。

　俺は梨乃を放さないままで言った。

「金沢に来て、梨乃と出会えて本当によかったと思ってる。たくさんの人の中で、君が俺を好きになってくれてよかった。……ありがとう」

「課長……」

「『課長』はなし。今は……名前で呼んで」

　梨乃の頬を両手で包んで、その目を見つめる。

「……悠馬。ありがとう。私、今日のことは一生忘れません。指輪、大切にします」

　潤みがちな大きな瞳から、目が離せない。

　こんなふうに誰かを守りたいだとか、これまでに思ったことはなかった。

　彼女と出会って、恋に落ちた奇跡が信じられないだなんて言ったなら、以前の俺を知っている人はきっと笑うだろう。お前らしくはないと。

「あら。悠馬？　悠馬じゃない？」

　突然声をかけられて振り返った。

「え、茜あかね……？　なんでここに……？」

　お互いに驚いた顔で見つめ合う。

　はっきりとした目鼻立ちと、真っ赤なコート。派手にも見えるが、下品さは感じられない。相変わらずファッションセンスのよさは一流だ。

　彼女の華やかなイメージはまったくといっていいほど変わっていない。

「やっぱり！　悠馬。久しぶりじゃない！」

　茜は早足で歩み寄ってきた。

「本当に茜？　驚いたな」

　俺は胸に抱いていた梨乃を放して、茜と向き合った。

「びっくりしたわ。まさか金沢で会うなんて」

「そうだな。俺は今こっちに転勤中」

「転勤？　やだ、左遷？　いったいなにをしたのよ」

　冗談めかして大げさに顔をしかめる彼女を見て笑う。

　しばらく会ってはいないのに、それをまったく感じさせない茜との軽快なやり取りが懐かしい。

「バカ。うちの本社はこっちだよ」

「あ、そうだったわね。なんだ、栄転か。おかしいと思ったわ。私も今週はこっちで仕事なの。展示会で」

「へえ」

　そこまで言ったとき、夢中で話す俺と茜の様子を、梨乃が唖然として見ているのに気づく。

「梨乃。彼女は三み浦うら 茜さん。昔の……彼女」

　隠してもしょうがない。俺ははっきりと告げた。今はなにも関係がないのだから、問題はないだろう。

　梨乃は微かに笑って、「こんばんは」と小さな声で言った。

「彼女は？　まさか、恋人？　……ではないか。ありえないわね」

　梨乃のなにを見てそう思ったのか。そんなふうに言った茜に答える。

「え。婚約者だけど？」

　茜は驚いた顔で梨乃を見た。

「うっそ。趣味、変わったのね。前は派手な女しか連れてなかったくせに。清楚で可愛い子じゃない。大丈夫なの？　結婚なんてして。悠馬は飽き性なのよ。そういうのわかってる？」

　茜が梨乃を凝視しながら言うのに対し、梨乃は困った顔をしている。

「茜、やめろよ」

　俺が梨乃を隠すように前に出ると、茜はニヤニヤと笑いだした。

「嫌だ、悠馬ったら、焦ってる。面白いわね。そんなあなた、初めて見たわ。へえ。彼女がねぇ」

　ダメだ。茜と梨乃ではタイプが違いすぎる。

　梨乃は初対面の相手とはあまり話したりはしないが、茜は誰に対しても思ったことをなんでも口にする。茜の勢いに、梨乃がためらっているのは明らかだ。

　しかし、相変わらず思ったことを言いすぎだよ。茜は悪い人間ではないのだが、誤解を受けやすいからな。

「じゃあ、またな。頑張ってな」

　俺は梨乃の手を引き、早々にその場を離れようとした。

「番号、変わってないから。よかったら電話してね」

　茜が最後に手を振りながら、ひと際大きな声で言う。

「ああ」

　梨乃は俺に手を引かれて、おとなしくついてきていた。

　茜と離れて、ようやく梨乃に話しかける。

「ごめん。驚かせて」

「いえ……」

　さっきは転びそうなほどはしゃいでいたのに、彼女は元気をなくしていた。

「茜とは、こっちに来る半年ほど前には終わってる。もう関係ないよ」

「はい。わかってます」

　口ではそう言いながらも、梨乃は俺と目を合わせない。

「じゃあ、俺を見て。わかっているのなら」

　立ち止まって彼女の前に出る。正面から向き合い、その顔を覗き込んだ。

　ゆっくりと顔を上げて、梨乃は俺を見た。その額に、自分の額をコツンとくっつける。お互いの視線が、至近距離で合わさった。

「梨乃。今……思ってることを話して」

「……なにも……」

「嘘だ。なにを考えてる？　全部言って？　お願いだから」

　俺が言うと、彼女は額を離し、俺の身体にギュッとしがみついてきた。

「梨乃？」

「じゃあ……言います。怒らないでください」

　顔を俺の胸に押しつけ、隠したまま彼女が言う。

「うん。どうぞ」

「綺麗な人でした。明るくて、私とは違いました」

　梨乃は、小さな声で遠慮がちに、だけどしっかりと思ったことを伝えてきた。

「課長は昔の彼女だと言いました。終わっていると。でも、私は嫉妬しました」

　俺はあえてなにも言わずに、梨乃の気持ちを聞いていた。そんな彼女が可愛くて、思わず顔が緩んでしまう。

「私を見て彼女が、課長の趣味が変わったと言ったので、自信がなくなりました」

　そう。全部伝えて。君がなにを考えているか。俺が悪ければ直すから。

「でも……私は課長が、好きです」

「うん」

　俺は彼女の頭に手を乗せて、そっと俺から離し、そのまま顔を上に向けさせた。

　目を見ると、やっぱり彼女は泣いていた。

「私でいいのかなって不安になりました。でも、諦めるなんてできません。……課長が好きで……失いたくはないです。彼女に取られたくありません。だけど課長の気持ちが彼女に戻ったら、私は勝てないと思いました」

　そこまで話すと梨乃の顔がくしゃっと歪んだ。ポロポロと涙を流して子供のように泣きだす。

「バカだな。そんなことあるはずないのに」

　その頭を腕に包んで再び胸に収めた。

　俺の胸の音が、君には聞こえないか？　この中身もできることなら見せてあげたい。

　初めてなんだよ、俺も。こんな気持ちは。茜には感じなかった。どうして失うだなんて思うんだ。

「嫉妬は嬉しいけど……信じてほしいな。この気持ちが揺るぎないものであることを。茜と梨乃は違う。茜と別れたあとに君に出会った。今は茜じゃなくて梨乃といるんだよ。……思い出して。東条さんから奪ってまで君を俺のものにした。必死だった。梨乃と一緒にいたいと思ったから」

　俺の言葉に、彼女は肩を震わせてさらに泣いた。

　君はこれまで、俺のためにどれだけの涙を流したのだろうか。

　これからも、きっと君の目からはたくさんの雫が流れ落ちるのだろう。

　でも、俺が全部それを拭うから。

「お腹が空いたな。鍋がおいしく食べられそうだ」

　俺が言うと、彼女は顔を上げてニコリと笑った。

　頬に残る涙の痕を拭うことなく、俺の手をキュッと握ると、元気に俺を引っ張り、再び歩きだす。

　俺は微ほほ笑えみながら、そんな彼女を見ていた。転ばないか見守りながら。

　男が女に婚約指輪を贈る気持ちを、あまりナメてもらっては困るな。多くのリスクを乗り越えて、君とこうしていることを忘れないでもらいたい。

　俺の前を歩く彼女に、心の中で呟いた。










結婚式の行方［悠馬Ｓｉｄｅ］




　茜に遭遇した日から三日が経っていた。

　梨乃にプロポーズして以来ずっと、早く梨乃のご両親に会いたいと考えつつ、会えなかった。会社の付き合い絡みの縁談を壊してしまったことを、申し訳なく思っていたが、覚悟ができずにためらっていたせいもある。

　ようやく最近、このままではいけないと思い、覚悟を決めた。反対されてもなじられたとしても、説得すればいい。

　梨乃に頼んで、今日ようやく訪問できることとなった。

　もしかすると、会ってはくれないのではないかとも心配したが、時間を作ってもらえた。あとは気持ちを精いっぱい伝えようと思いながら、今日の日を迎えた。

「月瀬建託、営業第二課課長の片桐悠馬と申します。今日は梨乃さんとの結婚のお許しをいただきたく、ご挨拶に参りました」

　玄関で、梨乃のご両親に頭を下げながら言う。

「わお、イケメ～ン！　マジで!?　お姉ちゃん、やるわね」

「梨り花か！　あっちに行きなさい」

　中学生ほどの妹さんが、梨乃によく似た可愛い顔をドアの横から出してこちらを見ている。その梨花さんを、お母さんが部屋に押し込めて、ドアをバン！と閉めた。

「ようこそ。どうぞ、お入りください」

　お父さんに促され、中へと足を踏み入れる。

「失礼いたします」

　靴を揃えて立ち上がると、梨乃が俺を横から見ていた。ご両親はもう部屋へと入り、ふたりきりになる。

「もしかしたら両親が失礼なことを言うかもしれないので……心配なんですが」

　不安そうな彼女の手を握る。

「大丈夫。東条さんのことがあるから反対されてしまうかもしれない。でも、信じて。わかってもらえるようにきちんと話すから」

　そう言って笑いかけると、彼女も微かに笑った。

「あの～、お兄様、お姉様。お父さんとお母さんが待ってるけど……。『お兄様』と呼ぶのは早いかな？　イヒヒ」

　梨花さんが再び顔を出して俺たちを見ていた。

「あ」

　俺は慌てて梨乃の手を放し、部屋へと向かった。

　リビングに通され、ソファに座る。

「こちらを」

　手にしていた箱を差しだす。

「横浜のチーズケーキです。母が送ってきました」

「ありがとうございます。お母様にもお礼をお伝えください」

　お父さんがニコリと笑う。その表情を見て、若干緊張がほぐれた。大事な娘のお見合いを壊してしまった男を、お父さんが認めるはずはないと思いながら、ここに来たのだから。

「娘さんと結婚させてください。必ず幸せにします」

　俺は早速、頭を下げて頼む。

「娘から、話は聞いています。片桐さんにも嫌な思いをさせてしまったようで、すみません」

　お父さんは怒るどころか、逆に謝ってきた。俺は驚いて顔を上げる。

「東条さんは私の上司の息子さんで、どのような方か、私も実はよくわかっていなかったのです。しかし周囲の評判はよかったので、まさか彼がひどいことを考えていたなんて思いませんでした」

　梨乃からすべてを聞いたのならば、ご両親はどんな思いをしただろう。心から気の毒になる。

「もちろん、悪いのは梨乃です。片桐さんを好きなのであれば、初めからそう言うべきだった。東条さんを責めることなどできません。ですが、気落ちした梨乃の支えになっていただき、ありがとうございます。あなたがいてくださってよかったです」

「いえ、そんな」

　お父さんの反応があまりにも意外で、俺と梨乃は驚く。

　叱られて追い返されてもおかしくはないと思っていた。

「私に反対する理由はありません。梨乃がそうしたいのなら。この子の人生ですから」

「……ありがとうございます」

　俺は安堵した。

　俺を責めるどころか、温かく受け入れてくれた。人として尊敬できる、素晴らしいご両親だ。

　お母さんがお茶を持ってきた。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

「この子は昔から内気でなにも言わないことが多いから、一緒にいるとイライラしてしまうかもしれませんよ？」

　お母さんは言いながら、お父さんの隣に座る。そのお母さんの横に、どこから現れたのか梨花さんが座った。

「そうよ～、やばくなるとすぐに黙ってさ。ずるいのよ、お姉ちゃんは。いつも私が怒られるの」

　口を挟んだ梨花さんにお母さんが言う。

「あなたが悪い場合が多いからでしょ」

「なによ～」

　口を尖らせた梨花さんを見て、俺は微笑んだ。すかさず梨乃が言う。

「梨花。恥ずかしいでしょ」

「彼氏の前だと気取って。いつもならプロレス技かけてくるのに」

「えっ」

　俺は驚いて梨乃を見る。

「やだ、し、しないわよ」

「こら、梨花。話はあとで聞くから、黙っていなさい。あんまり言うと、本当にお姉ちゃんが今晩プロレスラーになるぞ」

「お父さんまで！　やめてよ」

　愉快な家族の会話に、俺は温かい気持ちになっていた。

　彼女を心から幸せにしようと思った。この家族のように温かい家庭を、俺も梨乃と築きたい。

「ところで……片桐さん」

「はい」

「ひとつだけ、お願いがあるのですが」

　お父さんの話の振りにドキッとする。やっぱりなにか、問題でもあるのだろうか。

「結婚式なんですが……」

　俺は、『ああ、なんだ』とばかりに言う。

「金沢で挙げてもいいと思っています。私の親族は向こうから呼びますから」

「違うんです。その……」

　お父さんは言いにくそうに俺を見る。

「はい？」

「できたら、挙げないでもらいたいんです」

　お父さんの話に、俺と梨乃は固まった。

「お父さん、なんで？」

「東条専務の条件なんだ。片桐さんと結婚するなら、結婚式は控えてほしいと。私はそれを受け入れようと思う」

　お父さんは申し訳なさそうに、俺と梨乃の顔を順番に見た。そんなお父さんを見つめ返しながら、俺は頭の中で考える。

　お父さんの言い分もわかる。おそらく会社では、今回のことでかなり肩身の狭い思いをされているだろう。

「今まで聞きそびれてたんだけど……お父さんは……会社では、大丈夫なの？　今回のことは」

　梨乃が尋ねた。俺ももちろん気になっていたので、梨乃と共に黙ってお父さんの返事を待つ。

「私は大丈夫だ。……君たちが心配することではないよ。東条専務も、初めは少しつらく当たってもきたが、今では受け入れてくれている。話せばいずれはわかってくれることだから」

「やっぱりそうだったの。お父さん、ごめんなさい……」

　微かに笑うお父さんに、梨乃が謝る。俺も深く頭を下げた。

「いいんだよ。もう本当に大丈夫だから。君たちが幸せになってくれたら」

　お父さんの寛大さに、感服する。

　東条さんのほうも縁談が壊れ、息子さんの相手が彼女を奪った男と結婚したと噂になってはまずいから、結婚式は控えてほしいのだろうか。

　経緯はどうあれ、あの場合では当然こちらが悪いことになる。条件を出されたなら呑のむのが当然だ。だが、単に嫌がらせをしているだけなのかもしれない。

　若い女性なら当然、結婚式に憧れているだろう。俺も彼女のドレス姿が見たい。どんなに綺麗だろうと思う。

　俺は梨乃を見た。俯いて、黙っている。

「梨乃……どうする？」

　俺が聞くと、彼女は薄く笑いながら俺を見た。

「別にいいですよ。あまり興味はなかったから……」

　その笑顔が寂しそうで、かわいそうになる。

　きっと俺以外の相手とだったら、堂々と結婚式ができただろう。俺は……お見合いを壊して君を奪った張本人だから。

「いいわ。お父さん、結婚式はしない。課長も……それでいいですか？」

　俺は複雑な思いで頷いた。

「ごめんな、梨乃。片桐さんも、申し訳ありません」

「いえ……」

　お互いを気遣うふたりのやり取りを見て、なんとも言えない気分だった。

　お父さんも娘の晴れやかな姿を見たかっただろうに。俺のせいで……。

「えー！　結婚式しないの？　私とお兄様のお友達との新しい恋はどうなるのよ！」

「梨花！　あんたは中学生でしょ！　恋はまだよ！」

「できるもん！　イケメンの友達はみんなイケメンだもん！　梨花も可愛いから大丈夫なのよ。きっと運命の相手に出会えるわ」

「意味のわからないことを言わないの！」

　お母さんと梨花ちゃんの会話にみんなは笑っているが、梨乃の笑顔だけはどこか寂しく見えた。




　お昼が近かったので、ご両親から昼食に誘われたが、梨乃とふたりで結婚式のことを話したかったので、やむなく断った。

　正午を少し回った頃に早瀬家を出た。梨乃と一緒に街を歩く。

「許してもらえてよかったです。今日はありがとうございました。とても嬉しいです」

　笑顔で俺を見上げて話しているが、無理にはしゃいでいるようにも見える。

「結婚式のことだけど――」

　俺が言いかけると、彼女は通りかかった店のショーウィンドーを指差し、「あ、見てください、あの食器。素敵。私もあんな食器を揃えたいです」と話を逸らした。

　俺はその話をするのをやめて、彼女の手をギュッと繋ぐ。

「今日こそは、俺の手料理を食べてもらおうかな。このまま買い物に行こうか」

　彼女は今度は俺の目を見た。

「はい。お願いします」

　ふにゃっと、力なく笑う。

　……きっと無理しているんだろうな。

　そう思いながら微笑み返した。

　俺が梨乃の夢をひとつ奪ってしまった罪悪感が、心に広がる。

　焦るあまり、計画も立てずに梨乃に婚約破棄をさせてしまった。

　俺も、純白のウエディングドレスに身を包んだ君を見てみたい。祝福に湧く幸せの中で、笑う君を抱き上げて頬を寄せてみたい。

　君はどんなふうに愛を誓うのだろうか。

　濡れた瞳で俺を見上げる君は、この上なく美しいだろう。

　お互いにやりきれない思いを隠すように、俺たちは笑い合って買い物をしていた。

　結婚の許しを得て幸せに満ちたはずのふたりなのに、どこかよそよそしかった。







四・亀裂










彼の真実




「とてもおいしいです。本当に自炊してるんですね」

　私は課長の作ったチキンソテーを口に入れて、驚いた。

「そうだよ。なかなかでしょ？　和食も中華も、大概は作れるよ」

　彼は得意げに、上目遣いで私を見ながら笑う。

　私の家を出てから、彼の元気がないことには気づいていた。そういう私もショックでテンションが下がっているのだけれど。

　私は彼のために、ウエディングドレスも、白しろ無む垢くも着ることができない。私のせいで彼のご両親も、息子の結婚式に参加できない。それがとても悲しかった。

　お父さんに結婚式はしないように言われて、結婚自体を反対されるのが怖くて思わず了承したけれど、やはり諦められない気持ちがある。

　結婚式がなくなったのも、元はすべて私のせい。結婚が決まる前に課長に気持ちを伝えるべきだった。私は別の人と婚約してから告白するというずるい保険をかけていたのだと、今になって自分を責めていた。

「梨乃？　食べないと冷めるよ？」

　彼は料理を取り分けて、私の皿に乗せながら言う。香ばしいソースの香りが私の鼻腔をくすぐる。

「……ごめんなさい」

　彼にポツリと謝った。

「どうして？」

「私のせいで……こんなことになって。課長のご両親にも、申し訳なくて……」

　私がそう言うと、彼は優しい笑顔で答えた。

「梨乃のせいじゃないよ。俺が悪かったんだ。君を奪って破談にしたんだから。結婚式は無理でも、写真だけは撮ろうね？　やっぱり俺も梨乃の花嫁姿が見たいからさ」

「……はい」

　私は課長に顔向けできない気持ちになって、俯く。

　だけど、無性に今すぐ課長に触れたくなって、またすぐに顔を上げると、そのまま彼をじっと見つめた。

「……ん？」

　そんな私に気づいて、彼は私を見つめ返す。

　しばらくして、課長の顔に笑みがフッと浮かんだ。

「まったく。甘えん坊だなぁ。ご飯が冷めるって言ってるのに。いいよ、おいで」

　課長が手を広げる。

「私は……そんなつもりじゃ」

　私が触れたがっているのがどうしてわかったのだろう。気恥ずかしさから素直になれずに、目を逸らして、箸を動かす。

「俺が梨乃を抱っこしたいの。いいからおいで」

　言われておずおずと近づき、隣に座ると、彼は私をひょいと自分の膝ひざに乗せた。

　きゃ……。

　私は驚いて身体を強こわ張ばらせる。

　こ、これは恥ずかしすぎ。抱っこなんて子供のとき以来されていない。

「嫌……重いから……」

　下りようとすると、課長が私の身体を丸ごと包むように、両腕で抱きしめて押さえた。背中に感じる体温が温かい。

「ごめんね。人生で一番輝ける時間を君にあげられなくて。でも梨乃は普段のままで充分可愛いから、さらにドレスなんて着られたらめまいがしてしまうよ。だから、この身体だけで俺のところに来たらいい。あとはなにもいらないから。綺麗に着飾った君も見たいけれど、このままでいい」

　私が落ち込んでいることを、課長は見抜いているのだろう。優しい言葉に、胸が熱くなる。

　私の心を軽くするための魔法の呪文のようだ。課長に触れるたびに、言葉を交わすたびに、繰り返し味わう夢のような時間。

　幸せで溶かされそうになる。普段の厳しい課長からは想像もできないほどに甘やかされる。

「私には、返せるものがなにもないです。……幸せを、いつだって受け取るばかりで」

「たくさんもらってるよ？　梨乃が笑ってくれてれば、俺はもう充分」

　ごめんなさい。本当にごめんなさい。結婚式はできないけれど、私にできることはなんでもあなたにしてあげたい。

　私は課長の膝の上で泣きだした。まるで、優しくあやされることを期待して待つ小さな子供になったように。悪いと思いつつも、その手に包まれて甘えてしまう。

　そんな私の頭を、課長は私が泣きやむまで、温かい手でそっと撫でてくれていた。




「じゃあ、また明日」

「はい。ごちそうさまでした」

　ご飯を食べ終わり、課長の家を出た。バスに乗り込み、窓からバス停を見下ろす。

　笑顔でこちらを見ている課長に、軽く手を振った。

　花嫁衣装で着飾らなくても、そのままの私でいいと言ってくれた彼の優しさが、じんわりと温かく胸に残っている。

　その言葉を信じて、彼の元へ行こう。この身ひとつで。

　婚約指輪をそっと触りながら課長を見つめていると、バスはゆっくりと動きだした。




　十分ほど幸せの余韻に浸りながらバスに揺られて、降りた私の目に、救急車とパトカーが映った。

　バス停のそばで事故があったようだ。道路が封鎖されて渋滞が起こっている。

　その真横を歩いて通り過ぎる瞬間、救急車に運ばれる人の顔を見て、手で口を押さえて驚いた。

　……東条さん!?

　蒼白な顔で担架に乗せられている。

　思わず駆け寄って彼を呼んだ。

「東条さん！　東条さん!!」

　そんな私を見て、救急隊員が尋ねてくる。

「お知り合いですか？」

　私は彼を呼ぶのをやめて振り返った。

「先ほど車にはねられて……。意識はないですが、命に別状はなさそうです。緊急搬送しますので、付き添っていただけるとありがたいのですが」

「はい、行きます」

　迷わずに答える。

　私は東条さんと共に救急車に乗り込んだ。

　車内で彼の顔を改めて見て思い出したのは、出会ったばかりの頃の柔らかな笑顔だった。

　いまだに、カフェで言われたことがどこか信じられないでいた。最後に会った日の東条さんの印象が、あまりにもそれまでのものとは、かけ離れていたから。

「東条さん……」

　意識のない彼を呼ぶ。どうか目を覚まして。

　その手をそっと両手で握り、額に当てて祈る。

　――ピクッ。

　すると彼の手が微かに動き、私は顔を上げて彼を見た。

　うっすらと彼の目が開いた。身を乗りだして、真上から見下ろす。

「……梨……乃……ちゃ……」

　震える唇が、小さな声で私を呼ぶ。

「東条さん！　しっかりして！」

　私が叫ぶと、彼は確かに緩く笑った。そして再び目を閉じる。

「東条さん！」

　肩を揺らして、再び目が開くのを期待する。

「揺らさないでください！　器具が外れます」

　救命士に言われて彼から離れた。

　どうか、お願い。彼を助けてください。

　私は心の中で再び祈った。




　手術室の前の椅子にひとり座りながら、震える手を握りしめた。

　このまま東条さんが目を覚まさなかったらと思うと、怖くなる。

　病院が彼のご家族に連絡をしたそうだけど、誰とも繋がらなかったらしい。

『うちは全員仕事で毎日忙しいから、ほとんど顔を合わせないんですよ』

　以前にそう話されたときの、彼の寂しそうな笑顔が脳裏を掠める。

　私は彼にひどいことを言われたけれど、なぜだか本気で憎む気にはなれなかった。裏切った負い目なのかと思ったりもしたけど、それもどこか違う気がしていた。

『梨乃さん。俺は家でずっと帰りを待ってくれる人がいる温かさに飢えてるんです。今はまだ、俺を好きだと思えなくてもいい。結婚してからゆっくりと俺を知ってもらえれば』

　照れて頭をかきながら言うその顔を見ながら、私でいいなら、と思った。愛しさで胸を締めつけられたりはしないけれど、彼の言うとおり、ゆっくり好きになっていくつもりだった。

　彼に初めて会ったお見合いの場所はホテルのレストランだった。途中からふたりきりにされて、ためらっていると彼はこう切りだした。

『嫌ならはっきりと断ってくれて構いません。だけど俺は、中途半端な気持ちで今日の日を迎えたわけじゃない。梨乃さんに会って確信しました。あなたとなら、きっとうまくやっていけると』

『いえ。そんなこと。私なんて……』

　真っ赤になってもじもじしている私とは対照的に、彼はニコニコと穏やかな笑顔を崩さないでいた。

『俺は人を見る目だけは自信があるんです。あなたは素敵だと思います』

　温かいお日様みたいな、柔らかな笑顔。それまで身を切られるような片想いばかりしてきたから、癒いやされないわけがなかった。

『ぜひ……お願いします』

　笑顔につられ、私もそう答えていた。




〝手術中〟のランプがフッと消えて、私は立ち上がる。

　中から出てきた医師が笑顔で言う。

「大丈夫ですよ。頭を打っているのでまだ詳しい検査が必要ですが、じきに目を覚ますでしょう」

　安堵で、廊下の手すりを掴んだままその場にへたり込んだ。

「……ありがとうございます」

　そんな私を見て、医師は言う。

「あなたのような可愛い恋人を残して、彼はどうにかなるわけにはいきませんね。あなたの存在が彼を助けたんですよ。よかったですね」

　私は医師になにも言えなかった。




「気分はどうですか？」

　私の呼びかけに、東条さんは呆ほうけたようにぼんやりと私を見つめた。

「……梨乃……ちゃん？」

「はい。わかりますか？　ここは病院ですよ」

　あれから自分の家に連絡をして、東条さんのそばにいた。

　彼のご家族とは相変わらず連絡が取れていなかったので、彼が目を覚ましたときに、そばにいてあげたかった。

　今はもう、事故が起きてから四時間ほどが経過していた。

「どう……して……」

「驚きましたよ。救急車に運ばれてるんですもの」

　私がわざと笑いながら言うと、私を見つめる彼の目が赤く潤み始めた。

「東条さん……？　どこか痛みますか？」

「夢だと……思ってたよ。……君が、薄らぐ意識の中で見えた気がして……ずっと、夢を見てると……」

　彼の目から、涙がひと雫流れて落ちる。

　なぜ、彼は泣いているの？

　私は黙ったまま彼を見ていた。

　東条さんは天井を眺めながら、ゆっくりと話し始める。

「俺は……あの日、君に呼ばれて嬉しくて……。まさか、あんな話をされるとは思ってなかったから、浮かれてた」

　私の心臓が痛いほどに動く。

　……なに!?　彼は今さらなにを言おうとしてるの？

　これ以上、聞いてはいけない気がしていた。でも、身体が動かない。

「君が、カフェで彼に寄りかかるのが、窓の外から見えた。その瞬間、大方の予想はついた。きっと……俺はこのまま君に会えなくなる。彼が君の本当に愛する人なのだと……」

　唇がカタカタと震えだす。

　なにも言わないで。これ以上、なにも……。

「彼が土下座をしたとき……彼も本気なのだと悟った。……その隣で泣きだした君を見て……俺が君を泣かせたくはないと思った」

　私の目からも涙が溢れだしてきた。

「俺の存在が、君の幸せの邪魔をしている。悲しませている。それが嫌だった……。君を侮ぶ辱じょくして……俺が君を嫌っていると思わせれば……君は泣かなくて済む。そう思って」

「やめて……くだ……さ……」

　立っていられなくなりそうなほどの罪悪感が、私を襲う。

「君を……楽にしてあげたかった。なにも考えずに彼の元へ行けばいいと……。他に方法が思いつかなくて、あんなひどいことを言った」

　東条さんの目からも、涙が次々とこぼれていく。彼はもう、うまく話せないほどになっていた。

「ごめ……なさ……」

　彼はどんな気持ちで、私を侮辱したのだろうか。自らを偽り、私の幸せを願った。

　そんなことをさせてしまった自分が許せなかった。

　私たちはしばらく、気持ちが落ち着くまで黙って泣いていた。

『幸せになろうね、梨乃さん。子供をたくさん作って、楽しく暮らせたら』

　……すべては嘘ではなかった。

　東条さんの夢を、私が壊した。課長を、愛しすぎていたために。

　申し訳なくて、悲しくて。彼に対してもどうにかしたいと思う。

　でも、私の心にはいつでも課長だけ。どうしようもないくらいに……。

「もう、帰って。ありがとう。……大丈夫だから。もう来ないで。俺を忘れて。どうか幸せに」

　涙を堪えて声を絞りだす彼の様子は、私の胸に痛く刺さる。

　私は返事をすることすらできずに病室を出た。

　課長に会いたくてたまらない。だけど、今日は会ってはいけない気がした。

　身を切られるような思いを抱えたまま、とぼとぼと病院の暗い廊下を歩いていった。










重なる嘘




　翌日。ぼんやりとした頭で出社した私は、更衣室で制服に着替え、自分のフロアに向かった。

　昨日の東条さんの涙が、頭から離れなかった。

　今さら考えてもどうしようもないことはわかっているけど、責任を感じ、気持ちは時間が経つたびにどんどん沈んでいく。

　浮かない顔でフロアに足を踏み入れる。

　――パーン!!　パーン!!

　大きなクラッカーの音と、カラフルなテープが舞う光景に、うつろな気持ちが吹き飛ぶ。

　驚いて顔を上げると、課のみんなが私を取り囲んでいた。

「せーの、婚約、おめでとう!!」

　大きな声で揃って言われる。

　あまりの唐突さに、口を開いてポカンとしてしまった。

「梨乃！　ずるいわよ！　片桐課長はひとり占め禁止物件だったのに！　梨花ちゃんからメールが来たの！　正式に認められたって。隠してもばれてるのよ！」

　梨花は以前から何度か、私とスミレが買い物などで一緒に出かけるときについてきている。そのため、スミレとは仲がいい。メールのやり取りをするほどだとは知らなかったけれど。

「そうよ！　絶対許さないからね！」

「社内一のイケメンを奪われて、これからなにを楽しみに会社に来たらいいのよ！」

　同僚たちが口々に言う。

「ひでぇな！　俺たちがいるだろ！」

「そうだよ！」

　抗議する男性たちに、彼女たちも言い返す。

「ダメよ！　雑草に用はないわ。温室育ちの綺麗な花がいいのよ！」

「どういう意味だよ！」

　私の目の前で男女によるバトルが始まろうとしている。

「待って……なに――」

　私が止めようとすると、「こら、君たち、なにしてる」と言いながら課長が出社してきた。

「主役登場～!!　イエーイ！」

「は？」

　全員に拍手されて、課長もさっきの私と同じように驚いている。

「課長、私の心の恋人だったのに、浮気しましたね!?　ひどいわ！　あのとき私の夢に出てきて、愛を囁き合ったじゃないですか！」

「課長はお前のことなんて、顔すら覚えてないよ！　ひとりよがりも大概にしろ」

「なんですって!?　中野のくせに！　生意気な」

　再び始まるバトルに、課長も私と共に固まった。ぎゃあぎゃあ言いながら盛り上がるみんなの様子を、ふたりで唖然と眺める。

「なんなんだ……この騒ぎは」

「知りません……」

　課長と顔を見合わせてしばらく見つめ合ってから、お互いにぷっと吹きだした。

　課長の綺麗な笑顔が、私の心の中の悩みを洗い流す。

　やっぱり好きだと思う。東条さんの涙を忘れたわけではないのに、課長を見ると、私にはこの人しかいないのだと実感する。

「こら！　そこのバカップル！　ラブ光線の発射禁止！」

　スミレが私たちに言うと、課長が彼女を見て怒ったふりをする。

「矢崎！　上司に向かって、なんだ、その言い方は！」

「うわ！　すみません！　やばっ」

「……なーんてな。悔しかったら君も彼氏を作れ」

「なっ……！　ひっどーい！　私は理想が高いんですぅ！　課長なんて目じゃないほどのイケメンとこれから出会う予定ですから！」

　みんなが笑う。私も課長も一緒に笑った。

　課長のそばで、こうしていつまでも笑っていたい。

「はいはーい。では、おめでたいふたりに花束贈呈～」

　大きな花束を抱えて前に出てきたのは、以前私に告白した牧野くんだった。わざわざ二課のフロアに来てくれたらしい。

「課長。俺の話で心に活が入りました？　ね？　大切なものを奪われちゃ困るでしょ」

　彼が花束を課長に差しだす。

　課長はそれを受け取り、彼に微笑んだ。

「ああ。……痛かったよ。今があるのは君のおかげだ」

「わかればいいんですよ。まあ、俺のほうが大人ってことですかね」

　牧野くんは得意げに言う。

「ありがとう」

　そう言ってみんなに頭を下げる課長にならって、私もお辞儀をした。そんな私たちに、みんなは温かい拍手をいつまでも贈ってくれていた。

　東条さん。本当にごめんなさい。

　心の中で彼に詫びながら考える。

　今日、病院に行こう。もう一度会ってきちんと話をしよう。

「梨乃、どうした？」

　黙った私に、課長が小声で尋ねた。

「いえ、なにも。幸せです」

　私は課長には東条さんのことはなにも話さずに、笑顔を向けた。

　彼もそんな私に極上の笑顔を返してくれた。




　退勤後、病室のドアをノックすると、中から「はい」と東条さんの声がした。

　私がドアを開けて中に入ると、彼はベッドの上に座った体勢で私を見た。

「梨乃ちゃん……」

「起き上がってていいんですか？　調子はいかがですか」

　言いながら彼のそばへと近づく。

　東条さんは驚いた顔で私を見ていたけど、やがてふわっと笑った。

「うん、骨が二ヵ所折れているだけ。あとは念のため、脳の検査とかでもう少し入院してないとダメみたいだけど」

「よかった、元気そうで。心配してたんですよ」

　私はホッとしながら笑い返した。

「あ、これを。雑誌と、お菓子と、飲み物と……」

　持っていた紙袋の中身を出してみせる。

「……梨乃ちゃん。もう来ないでほしいと言ったはずだけど……」

　彼の話し方にためらいが見られる。私の真意がわからなくて戸惑っているようだ。

　東条さんの言葉に、私は見舞いの品を出す手を止める。

「……同情とか……迷惑だから……」

　彼は呟きながら、窓の外に目をやった。

「同情ではないです。私、話がしたくて」

「俺は君と話なんてしたくない。今さらなにを話すの」

「東条さん」

　頑なな態度を見せる彼の手が、震えていることに気づく。

「ごめんなさい。でも私……このままじゃ――」

　私が言いかけると、彼は私の左手をそっと握った。

「え……」

　私は彼を見つめる。

「俺が……贈りたかったな。綺麗だね。彼から？」

　婚約指輪を見て彼が言った。

「昨日はごめんね。あんなこと、言わないつもりだったのに。目の前に君がいたから、つい……。中途半端だよね。最後まで嘘をつき通すべきなのに。混乱させてごめん。昨日の話は忘れてほしい」

　気を緩めると、涙が出てきそうになる。グッと堪えて平気な顔をする。

「泣いたりなんかして、情けなかったね」

「……いいえ」

「俺のこと、怒ってるよね」

　彼は私の手を放して、ニコッと笑った。

「本当に、気にしないで。事故のあとだったし、弱気になってただけなんだよ。もう、あんなこと思ってないから。昨日はなんだか朦もう朧ろうとしててさ」

　話さなければならない。私が考えてきたことを。

　東条さんがあの日、私に言ったことは、すべてが私を想っての嘘だった。私の幸せを願ってのものだった。

　ならば、私も東条さんに対してしなければならないことがある。

「聞いていただけませんか。私の気持ちを。そしたら、二度とここへは来ません」

　東条さんはフーッとため息をつくと、「わかったよ」と言って頷いた。

「私は……お見合いであなたに会って、課長とあなたを比べました。あなたが課長よりも優れた人か」

「……え？」

　東条さんは私の話に意外そうな顔をした。私はそれに構わず一気に告げる。

「はっきり言います。あなたは課長を超えてはいなかった。彼ほどの人はいないと、逆に私に実感させてくれただけでした」

　彼の表情が驚きに変わる。

「あの日、初めて課長に告白したんです。私は……あなたとの未来に、課長への気持ちは必要ないとずっと思ってました。それをなくさなければ、あなたを愛せないと。課長への気持ちを捨てて砕いてしまいたかった」

　……今度は、私の番だ。私が東条さんのために、できること。

「だけどあなたは彼を忘れさせてくれるほどの人ではなかった。あなたと課長を天秤にかけて、課長を選びました」

　東条さんは黙って話を聞いている。私の顔をじっと見つめながら。

「もう、あとがなかった。慌ててあの日、課長に告白しました。このままだと、あなたと結婚しなくてはならなくなる。結婚するならあなたよりも課長がいい」

　毅然と話すことを心がけて、本心を悟られないようにする。

「課長に受け入れてもらうために必死でした。私はそんな女です。あなたの優しさを簡単に裏切っても平気なんです」

「梨乃ちゃん」

　東条さんは、『もういい』とでも言いたげに私の名を呼ぶ。

　私を恨んで、憎んで、忘れてください。あなたを利用したひどい女だったと。破談になって、かえってよかったと。そう思ってほしい。あなたのこれからのために。

「あなたとの未来を保険に、課長に告白をした。振られて苦しくなっても、あなたに慰めてもらえると……そう思ってたんです。あなたを利用しました。私は悪い女ですから」

　東条さんもあの日、こんな気持ちだったのだろうか。これほどまでに切なくて、悲しかったのだろうか。

　誰かを傷つけるために自分を偽ることは、傷つけられるよりも痛く……虚しい。

「もう、いいよ」

「え」

「もういい。わかった。……君を、本当に忘れるよ。思い出したりもしないから、安心して幸せになって。そう思ってほしいんでしょ？」

　悲しげに笑うその顔は、明らかに傷ついたことを物語っていた。

　私の嘘を、見抜いたのかしら。いや、気づいてはいないはず。

「東条さ――」

「帰って。これ以上、聞きたくない」

　彼は私から目を逸らした。顔も見たくないと思ったのだろうか。

「ええ。帰ります。……もう来ません。お元気で」

　私は毅然とした態度でそう言うと、彼に背中を向けた。後ろを向いた途端に、堪えていた涙が流れ落ちる。

　泣かずに、最後まで言えた。気力だけで乗りきった。彼はきっと気づいてはいないだろう。そう願う。

　私はそのままドアに向かって歩きだす。

　ごめんなさい。さよなら……ありがとう。

　心で彼にそう告げながら。

「梨乃ちゃん」

　しかし、呼びかけられて立ち止まった。

「本当に、君が自分で言うとおり……最低だよ。君のしたことは。君なんか好きにならなければよかった。梨乃ちゃんなんかに出会いたくはなかったよ。あの日、君を侮辱した話も、実は全部が嘘じゃないから」

　口を押さえて嗚お咽えつを堪える。

　なにも言わずにそのまま病室を出て、力任せにドアを後ろ手で閉めた。

　廊下を走って、病室からできるだけ遠ざかる。エレベーターの前まで来たとき、足を止めて壁にもたれかかった。

「う……うう……っ」

　崩れるように泣きだした私を、通りすがりの看護師が心配そうに見ている。

　ごめんなさい、ごめんなさい。

　何度も心の中で謝った。

　そのとき、ふと思った。

　あえてひどい言い方をした私の心を……彼は見抜いていたのかもしれない。最後に再び、わざと私を軽蔑した言い方をしたのでは……？

　さらに涙が出てくる。

　本当に悪い人を演じたのは、私ではなく、彼だったのかもしれない。私のために、また同じことを……？

　東条さんの病室のほうを見る。

　……もう、確かめることは、できないけれど……。










信じたい［悠馬Ｓｉｄｅ］




　部屋に帰って、部下から預かった業務報告書をずっと見ていた。一旦作業の手を止めて、目頭を指で押さえながら天井を見上げる。

　瞼の裏に広がる暗闇の中、梨乃の顔を思い浮かべる。

　今日の彼女の様子が、なぜかおかしいと感じていた。みんなに祝ってもらっているときも、その笑顔に陰りがあったような……。

　なにがあったのだろう。結婚式ができないせいで彼女が落ち込んでいたこととは、なにか違う気がしていた。

　――ピンポン。

　そのとき、部屋のチャイムが鳴る。時計は八時を指していた。

「はい」

　インターホンを取る。

『早瀬です』

「梨乃？　どうしたの」

　驚いて答える。

　今日は早々と退社したはずなのに、まだ帰ってなかったのか？

「今開けるから、入ってきて」

　俺は正面玄関のオートロックを解除して、彼女を待った。

　――ピンポン。

　再び部屋のチャイムが鳴り、玄関のドアを開ける。

「梨乃？　まだ帰ってなか――」

　話しかけた瞬間に、彼女は俺に抱きついてきた。

「どうしたんだよ？」

　俺は彼女を腕の中に包んで尋ねた。

「会いたくて……」

　細い声で彼女が言う。

「とにかく入って。寒かっただろう」

　梨乃を抱えた体勢のまま、玄関のドアを閉める。彼女は靴も脱がずに、しばらく俺にしがみついていた。

「なにがあった？　今までどこにいたの？」

　話しかけても、梨乃はギュッと俺の腰を抱いて黙っている。

　俺は彼女の身体をそっと引き剥はがし、屈んで顔を見た。泣き腫らした目が、俺を見上げる。

「……泣いてたの？　……結婚式のことで悩んでるの？」

　俺の問いに、彼女は首を横に振る。

「とりあえず中で話そう。身体が冷えきってる」

　俺は彼女の背中を押して、部屋に入った。

　コーヒーを淹いれながら、ソファに座る梨乃を見る。俯いたままで黙っている。

　マリッジブルーってやつか？　いや、なにか違うな。

　そんなことを考えていると、彼女が言った。

「いきなり来てすみません……」

「いいよ。俺は少し仕事するけど、ゆっくりしてて」

　コーヒーを手渡しながら言うと、彼女は嬉しそうに、ここへ来てから初めて俺を見て笑った。

「……あったかい」

　カップを両手で包み、微笑む梨乃を見ていると、愛しい気持ちが湧き起こってきた。

　そのまま彼女にそっとキスをする。

　触れるだけの軽いキス。唇を離すと、梨乃の目がさらにその先をねだっているように見えた。

「もっとしてほしい？　足りない？」

　わざと意地悪な言い方で尋ねるが、彼女はなにも答えない。潤んだ瞳でじっと俺を見ているだけ。

　だけどその目線が彼女の気持ちを表している気がした。

「これ以上はダメだよ。ここに来た理由を聞いてから」

　俺が言うと、彼女は俯いて話しだす。

「会いたかったからです。でも……やっぱり帰ります。私、甘えすぎですよね。本当は、今日はひとりでいるつもりだったのに、気がついたらここに来てて」

　そう言って急に立ち上がった彼女の手を、咄嗟に掴む。

「なんなの？　なにを言ってる？　どうしたんだよ」

　思わず問いつめるが、彼女はなにも答えない。相変わらず今にも泣きだしそうな目で俺を見つめるばかりだ。

「いいよ……。もう聞かないから」

　理由は不明だが、彼女がなにかを抱えていることはわかる。様子が明らかに変だ。

「とりあえず風呂に入るといい。身体が冷えきってるから風邪をひいてしまう。あとでタクシーを呼ぶから」

　湯に浸かってリラックスしてもらえば、少しは気持ちを和ませてくれるような気がしたので勧める。

「いえ、もう帰りますから」

　だが彼女はそう言って、浴室ではなく、玄関に向かおうとした。そんな彼女の手を引き、半ば無理やり浴室に向かわせて、ドアを閉めてから考える。

　彼女は今さら、なにを不安に思っているのだろうか。ご両親にも認めてもらったし、もう問題はないはずだ。

　俺がそうさせているのか。だったら俺に足りないものはなんなのか。わからないまま、時間だけが経っていく。




「お風呂、ありがとうございました」

　しばらく経ってから声をかけられ、振り返った。

　梨乃の濡れた髪と身体を包んでいる色気が、俺に向かって漂ってくる。俺は彼女からさっと目を離すと、書類に視線を戻した。梨乃を見ていると、仕事にならなくなる。

　彼女を視界に入れないようにわざと目を逸らしながら、明るい声で話す。

「温まった？　俺もさっき入ったところで――」

　そのとき、真横に気配を感じ、見上げた。

「課長……」

　梨乃が隣で俺を見下ろしている。見つめ合ったまま動きを止めた。

　彼女の濡れた目を直視してしまうと、もう逸らせなくなる。俺の心の底に眠る欲望が、いとも簡単に引きだされていく。

　俺は椅子から立ち上がると、今度は彼女を見下ろした。

「仕事だって言ってるのに……どうしてそんな目で俺を見るの」

　そのまま引きつけられ、重ねる唇。それはしっとり絡みついて、俺の心を揺さぶる。

　君に触れるたびに思う。……愛しい、と。

　君を知るほどに深みにはまる自分を、持て余す。

　そっと唇を離して見つめ合う。

「言いたいことがあるならば話してほしい。なにかを抱えているなら。本当は聞いてほしくて来たんじゃないの？」

「別になにも……」

　梨乃は俺から目を逸らした。

「気づいてないと思った？　君の様子がおかしいことはわかってる。それがなぜなのかはわからないけど、あまり不安にさせないで。いなくなりそうで怖くなるから」

　俺の言葉に、彼女は黙り込んだ。

　君の心の見えない部分に、俺は怯えているのかもしれない。俺が奪ったように、誰かにまた君を奪われてしまうかもしれない。そんなことを考える自分が小さく思える。

　人は誰かを愛すると弱くなる。そのことに今さら気づいた。

　これから俺は、どんな自分を新たに知るのだろう。

　君がそれをこれからも見せてくれる。ずっとそばで。そう信じたい。

「結婚は、春にしよう」

「え……？　そんなに早く？」

「そう。東条さんと予定してた時期に。会社も来週いっぱいまでだろ。仕事を新たに探す必要はないよ。君の職業は〝俺の奥さん〟でいいじゃない」

　梨乃が細い腕を伸ばして、俺の身体を抱きしめた。

「嬉しいです……」

「だから、夜遅くに突然来たりしないで。心配だから」

「……はい。ごめんなさい」

　俺は彼女を抱きしめながら、なぜか不安を拭いきれなかった。

　梨乃から伝わってくる、深い悲しみのようなものに、強い警戒心を抱かずにはいられなかったのだ。




「じゃあ、おやすみなさい」

「うん。気をつけて」

　しばらくしてからタクシーがマンションの前に到着し、梨乃を正面玄関まで見送る。

「私……頑張ります。絶対に課長を幸せにしますから、嫌いにならないでください」

　車に乗り込み、ドアを閉める直前に梨乃が言った。

「嫌いになんてならないよ。梨乃、やっぱり今夜は一緒に――」

「なんでもないです。本当に大丈夫ですから」

　言いながら彼女はドアを閉めた。

　俺は走り去る車を見つめ、最後に彼女が見せた悲しげな笑顔の理由を考える。

　俺じゃ無理なのか？　胸の内をすべて明かす気にはなれないのだろうか。どうしたら彼女を元気づけてあげられるのだろう。

　これまで真剣に人を愛せなかった俺にとっては初めての事態で、どうしたらいいのか皆目見当もつかなかった。

　ただ、君を笑顔にしたい。後悔だけはしてほしくはない。その気持ちだけが強く空回っていた。










衝撃の瞬間［悠馬Ｓｉｄｅ］




「君の仕事は、矢崎と沖おき田たと萩おぎ窪くぼに引き継ぐから、三人に振り分けておいて」

「はい。承知しました」

　翌日、会社で梨乃に業務連絡を伝えると、彼女は明るい笑顔で返事をした。

　それを見て幾分安心する。昨夜の彼女は、明らかに違っていたから。まるでなにかから逃れようとしている様子に見えた。

　果たして俺は、彼女を救えたのだろうか。俺と過ごしたひとときが、彼女の不安を少しでも軽くできたのだろうか。

「課長。専務室から内線です」

　ふと言われ、受話器を取る。そのまま呼びだされてフロアをあとにした。




「片桐くん、今期の二課の業績は、創立以来の輝かしいものだったよ」

　専務に言われ、謙遜する。

「ありがとうございます。時期が味方したのでしょう。今、この都市ではニュータウン開発が目覚ましいですから。来期もこの調子で頑張ります」

「来期はもういいよ」

　専務の言葉に首をかしげる。

「いい……というのは？」

「君は確か、アメリカ支社での勤務を希望していたね。横浜支社長からも推薦が上がっている。来期はそちらでその力を発揮したまえ」

「……え」

　……転勤。アメリカ……。

　初めから望んでいた。そのためにこちらで頑張って結果を出してきた。

「ん？　なにか不満があるのかね？」

「いえ。……ありがとうございます」

　喜ぶべきことだ。ようやく望みが叶う。

　だが……なぜだろう。胸騒ぎが俺の心に広がっていた。




「結婚したら、課長のマンションに住むんですよね？」

　会社の帰りに寄った洋食屋で、梨乃がパスタを巻きながら聞いてくる。

「え？　……ああ、そうだね」

　俺はためらいながら曖昧に答える。

「だけど……やっぱり、もう少しあとでもいいですよ……。結婚は」

　言いながら彼女はフォークをテーブルに置いた。

「ん？　なんで？」

「だって……」

　彼女の顔から笑みが消えたのは、俺の態度が原因だと、そのときわかる。

「あ、違うよ。仕事のことを考えてて。結婚の時期のことじゃない」

　慌てて笑ってみせた。

「そうですか。無理……してないですか？　春だったら、もうすぐだから。早すぎる気がするので……」

　引け腰の彼女の言い方にドキッとした。

「無理なんてしてないよ。なぜそんなことを言いだすの」

　最近の彼女を見ていて、どうしても思ってしまうことがある。梨乃は俺とこうなってしまったことを後悔し始めているのではないか。結婚式の件もあるし、東条さんを裏切ったことに対して抱いている罪悪感に、耐えきれなくなっているのではないか。

　そんな彼女にこれ以上、不安や迷いの材料を与えたくはない。そう思ってしまうからこそ、俺は彼女に転勤の話を伝えられないでいる。

「春になったら、兼けん六ろく園えんの桜が綺麗なんですよ」

　梨乃はこの場の雰囲気を変えようとしているのか、わざと明るく違う話題を振ってくる。

「そうなの？　兼六園か。まだ行ってないな。思えば、こっちに来て観光なんてまったくしてなかったよ」

「桜が咲いたら行きましょうね？　夜のほうが趣おもむきがあって素敵なんです。金沢城のライトアップと合わさって、本当に綺麗で」

「……うん」

　答えながら思っていた。

　桜が咲く頃には、俺はもうここにはいない。

　それを彼女に告げたら、どう思うだろう。俺が異国の地に足を踏みだしたとき……君は俺の隣にいるのだろうか。

　会社に仕えるサラリーマンとしては、転勤の話を断ることはできない。

　梨乃にその話をしたときの反応に、俺は怯えていた。

「やだ……どうしたんですか……。そんなに見ないでください」

　彼女を見つめていると、照れたように俯く。

　……失いたくない。

「ずっと……見ていたい。いつも。そう願っていれば……叶うよね？　これからも、そばにいてくれるか？」

　なにを言っているんだか。自分でも呆れてしまう。

　梨乃は不思議そうな顔をして、俺を見つめ返す。

「どうしたんですか？　課長らしくないですよ」

「はは……そうだな。どうしたんだろうな」

　この不安の波を乗り越えて、早く彼女に告げなくては。

　何事にもあまり動じることはなかった俺が、彼女の様子ひとつで、こんなに動揺させられるとは。

　君をこのまま閉じ込めて、すべてを奪い去りたい。俺しか見えない世界へ連れていきたい。

　こんな想いを知られてしまったなら、君は俺をどう思うだろう。

「今日……私、課長のマンションに泊まりましょうか？」

　彼女が赤い顔で言う。誘っていたわけではないのだが。

「いや、お父さんが心配なさるだろう」

　俺の返事に彼女は俯いて、「そうですね」と寂しそうに答えた。




　食事を終えて店を出ると、冷たい風が頬を撫でる。

「まだ寒いな」

　もうじき三月になるというのに、北陸の気候は春の兆しをまったく見せない。

「今年はまだ暖かいほうですよ」

　そう話す梨乃の口からも、白い息が吐きだされている。

　俺は自分の首に巻いていたマフラーを外すと、彼女の首にそっと巻いてあげた。

「あったかいです。ありがとう」

　彼女が笑って言うのを見つめながら、俺も笑う。

　ずっとひとりで暮らしてきたのに、君のいない部屋に帰るのが嫌だなんて、格好悪くて言えやしない。

「俺も温めてよ」

　その小さな手を掴んで歩きだす。

　放さない。なにがあっても絶対に。そう心に誓って言いかけた。

「梨乃。実は会社で――」

　そのとき彼女の目線が、ある店のショーウィンドーに注がれていることに気づき、話をやめて俺もそちらを見た。

　……あ。

　そこにあったのは、キラキラと輝くスパンコールを胸に散りばめたデザインのウエディングドレスを着たマネキン。梨乃は遠い目をしながら眺めている。

「梨乃」

　呼びかけると、彼女はこちらを向いた。

「ごめんなさい。ぼんやりしてて。なにか言いかけました？」

「いや……別に」

　俺はなにも言えず、梨乃の手をただ強く握っていた。




　そのままタクシーに乗って、彼女の家の前まで来たとき、ちょうど会社帰りのお父さんと出会った。俺も彼女と一緒にタクシーから降りて挨拶をする。

「先日はありがとうございました」

「やあ、こんばんは。入ってお茶でもいかがですか」

　お父さんはにこやかに話してくれる。

「いえ、帰って仕事をしなくてはならないので。お気遣いありがとうございます」

　残念だと思いながら断る俺に、お父さんは話を続ける。

「昨日はすみませんでしたね。梨乃について、一緒に病院にお見舞いに行っていただいて。複雑な思いもおありでしょうに。申し訳ありません。ですが、そのおかげで梨乃は心強かったと思います」

　……は？　病院？

　返事をためらっていると、お父さんも不思議そうな顔をした。

「あれ？　梨乃。昨日は片桐さんと病院に行ったんだろう？」

　梨乃は目を見開いて、お父さんを見たまま黙っている。

「こんな近くで突然、事故だなんて驚いたよなぁ。偶然にもほどがあるよ。だが大事に至らなくてよかった」

　いったいなんの話だ。俺も梨乃と一緒に言葉を発さずにいた。

「片桐さんが一緒ならと安心していました。それならあなたに疑われることもないですし。お忙しいところ、遅くまでお付き合いいただいて」

　俺たちふたりの反応を見て、お父さんは「梨乃？」と再び彼女を呼んだ。

「片桐さんと一緒だったんだろう？　そうでないと、おかしいからなぁ」

　俺も彼女を見た。どうしたらいいかわからない顔をしている。

「東条さんのお見舞いに、今さらひとりで行くわけにいかないもんな。ま、付き添った上に、次の日には見舞いにも行ったんだ。彼ともゆっくり話せただろう。義理は果たせたんじゃないか」

　お父さんの最後の言葉を聞いて、俺の心は凍りついた。

　そのとき一瞬吹き荒れた、髪を逆撫でる突風にも、寒さをまるで感じなかった。

「じゃあ、私はこれで。梨乃も早く家に入りなさい。片桐さんも仕事があるみたいだから」

　立ちすくむ俺たちふたりを残して、お父さんは家に入っていった。










消えた笑顔




「……あ……あの。課長……」

　お父さんが入っていき、閉まった玄関のドアを見つめたまま動かない課長を呼ぶ。

「私、昨日……」

「……もう一度、昨日と同じことを聞いてもいい？」

　彼は私を見ないままで言う。

「君は昨日……どうして俺のところに来たの？」

「……あ……」

　昨日。東条さんの気持ちが、痛いほどに心を刺して……耐えきれなかった。

　課長を愛していることを……間違いだとは思いたくなかった。自分が心から愛せる人は、彼以外にはいないと実感したかった。

　その胸に抱きしめられて、温かく包まれたかった。冷たい闇の世界から、這い出るように課長を求めた。

　人を傷つけた自分には、愛を求める資格なんかないと思った。そんな気持ちを課長に溶かしてもらいたかった。

「昨日、東条さんに会ったのか？　ふたりきりで？　今さら彼に会って……なにを話したの？」

　課長は、東条さんの本心を知らない。彼があの日ついた嘘も、流した涙も。

「彼は、本当は……。いえ」

　言いかけてやめた。

　課長には言わないほうがいい。彼に話したなら、東条さんの気持ちを無駄にしてしまう気がした。

「どうして改めて会う必要があったんだ？　そのことを俺に話さなかったのはなぜ？　やましくないなら言うべきだよね」

「私……。違うんです、そういうことじゃ……」

「じゃあ、どういうことなんだよ。はっきり答えて」

　課長がさらに聞いてくる。私はなんと言ったらいいのかわからずに俯いた。

「なぜなにも言わないの？　なんで黙るんだよ。東条さんとなにがあった？」

　強く問われるほどになにも言えなくなる。

　しばらく間が空いたあと、課長は急にポツリと呟いた。

「……罪悪感？」

　私は顔を上げて彼を見た。

「昨日、俺に対して悪いと思って俺のところに来たの？　東条さんに、まだ気持ちが残ってるから？」

　彼の言葉に、背筋が凍る思いがした。

「俺は君が可愛くて……。昨夜はただ、愛しいとしか思ってなかった。なにかを悩んでるならなんとかしてあげたくて。君は……そうではなかったの？　本当は、彼のことを考えてた？」

　私も……あなたが好きで。ただ、好きで……。それだけだった。罪悪感だなんて、考える隙もないほどにあなただけを見ていた。

「俺はどうやらまだ、梨乃のすべてを知りつくせてないらしい。今の君の本当の気持ちがわからないから」

「課長……」

　泣き始めてしまった私を、彼は冷めた瞳で見下ろす。

　その唇は、私の涙をいつもみたいには拭わない。きつく閉じられている。

「昨日、思ったんだ。梨乃は、彼を裏切ったことを後悔しているんじゃないかって。東条さんへの情を捨てきれないのではないかって。やっぱり……そうだったんだね」

「ちが――」

「君にプロポーズしたとき、『愛は育つ』って言ったのを覚えてる？　俺は自分の中で、きっと近い未来にそんな感情が生まれるのを、あのとき確信したんだ。思ったとおり、愛は間違いなく育ってた。今も……」

　私は顔を覆う。この話の先がなんとなく読めてしまった。

「気づいたんだ。あの日、君を奪ったのはなぜなのか。駆り立てられるように彼から君を引き離した。なぜそんなことをしたのか、ずっと考えてた」

　明らかな誤解を受けている。そう思ったけど、弁解の言葉が出てこなかった。今はなにを言っても、課長の気持ちを繋ぐ材料にはならない。

「それまで君とはたいした接触もなかったのに。君が好きなんだと、告白されてようやく悟った。……愛しているのだと」

　彼の言葉が、私の涙をさらに溢れさせる。

　こんな形で、その言葉を聞くことになるなんて。ずっと願って、求めて、欲した、彼の気持ちを。

　いずれこうなる運命だったのかしら。基盤も秩序もないままには、愛は成り立たないものなのかしら。

「東条さんの元に、いつか梨乃が戻るのではないかと恐れながらも……君が、大切で。君を初めて抱きしめたときに……離したくはない、と心から思ったんだ」

　課長を見つめると、彼は緩く笑った。

「少し……お互いに考えようか。これからのこと。急ぎすぎて俺も冷静さを欠いていたと思う。俺は今の梨乃を、受け止めることはできない」

　課長は冷静な口調ではっきりと言った。自分の不安が正しかったと言わんばかりに。

「東条さんに対して悪いことをしてしまったと、ずっと自分を責める気持ちは、もちろん俺の中にもあった」

　そう話して小さなため息をつく。その吐息が、白く煙る。私はそれを黙って見つめることしかできない。

「君の心の中に、少しでも彼への気持ちが残っているのならば、それは君を心ごと彼から奪いきれてはいないということだ。俺にも責任がある」

「待って……私は……」

　あなたの言うとおり、罪悪感はある。それは私にだって。

　でも、切なく燻くすぶるような愛を感じるのはあなたにだけ。東条さんに対して、そんな愛はない。

「君が今になって、二度も彼に会ったことの意味がわからない。わかりたくもない。君が……見えない」

　遠くを見つめるような視線に変わる。その目はもう、本当の私を見てはいない。そんな気がした。

「違う……」

　お願い。それ以上、先を言わないで。終わりたくない。好きなの。課長しか、見えないの。

　どうか、私をもう一度、息が止まるほどに抱きしめて。愛の言葉を囁いて。

　……どこにも行かないで。

「しばらく君には会わない。考えさせて。時間が必要なんだ。もしかしたら俺と君との間に……未来は初めからないのかもしれない。すべてはまやかしだったのかも」

「嫌……嫌です……」

　はっきりと言いきる課長の耳には、もう私の言葉は届かないのか、彼は私から視線を逸らした。

　ああ……言われてしまった。……涙を止めることができない。

　不道理の上に成り立つ愛なんてないのかもしれない、と考えなかったわけじゃない。だけど、それを乗り越えることができるほどの愛を、私たちは持っているのだと信じていた。

「今日はもう行くよ。少し頭を冷やさないと。……じゃあ、これで。さよなら」

　課長が私に背を向けて歩きだす。

　どんどん小さくなっていく、愛しい人の背中。

　追いかけて、抱きしめて、すがりつきたい。私にはあなたしかいないのだと、泣き叫んで愛を乞いたい。

　そう。……彼の言うとおり。私は東条さんの存在を捨てきれなかった。涙を流した彼の愛を、受ける気もないのに同情して……余計に苦しめた。

　こんな私を課長が見破らないわけがないのに。

「……嫌……。どうして？」

　涙で滲む目をこすり、彼の背を見つめる。

　だけど再び、それがぼやけていく。

「課長……。行かないで。行かないで……」

　お願い。このままいなくならないで。どうか私のところに戻ってきて。

「……嫌ぁぁ……」

　我儘だと責められてもいい。自分のことしか考えられない卑ひ怯きょうな女だと、後ろ指を差されても構わない。

　あなたさえ私のそばにいてくれたなら。私には、あとはなにも残らなくてもいい。

　お願い……。

　課長に巻いてもらったマフラーだけが、彼の優しかった温もりを私に伝え続けていた。確かに愛し合った時間は存在したのだ、と。




　翌日、会社でスミレが私を見て言う。

「なんか……顔色が悪いわよ～。調子よくないんじゃない？　旦那様に言ってこようか？」

　ぼーっとしていた私は、慌ててスミレに答える。

「いっ、いいの！　なんともないの。大丈夫。あと一時間もしたら終業だから、今手がけてることだけ終わらせるよ」

　朝から体調は優れなかったけど、引き継ぎ作業が大詰めなので休めない。

「そぅお？　無理しないでよー？」

「うん、ありがとう」

　確かに、少し頭がぼんやりとしている。だけど課長に迷惑をかけるわけにはいかなかった。

　昨夜の課長のうつろな目を思い出し、胸が締めつけられる。

　私とはしばらく会わないと言ったその声が、悲しげに揺れる笑顔が、私を悲しみの世界へと落としていく。

　離れて考えることなんて、私にはなにもない。頭の中はいつでも課長のことばかり。

　課長がこれから出す答えが、もしも婚約破棄だったなら、私はいったいどうなるのだろう。彼を忘れることができる日はいつかやってくるのだろうか。

　……いいえ。そんな日はきっと来ない。

　ゾクリと身震いがして、私は自分を抱きしめるように両腕で肩を掴んだ。

　昨夜は一睡もしないで課長のことを考えていたせいだろうか、気が遠くなる感覚に陥る。

「梨乃!?　しっかりして！」

　スミレの声が聞こえる。

　薄れゆく意識の中で、私と課長が笑っている光景が見えた。

　純白のウエディングドレス姿の私を抱きかかえ、優しい目をした彼が私に微笑んでいる。その笑顔を見上げながら、私は世界一幸せな花嫁なんだと思う。

　これは夢ね。……私にはそんな権利はないはずだもの。……彼は、今はもう私のそばにはいないもの。昨日、確かに私の元を去ってしまった。

　私の記憶はそのまま途絶えた。




　うっすらと目を開いた私の視界に飛び込んできたのは、課長が心配そうに覗き込んでくる顔だった。

「あ……気づいた？」

　幻ではないかと思いながら、ぼんやりとその顔を見つめる。

「ここは医務室。倒れたんだよ。覚えてる？」

　優しい表情。昨日の冷めた視線とはまるで違う。

　課長の声を聞きながら、夢なのか現実なのか曖昧な気持ちで彼を見つめたまま、黙っていた。

　私は医務室のベッドでしばらく寝ていたようだ。

「梨乃は細すぎるよ。もっと食べないと、また倒れてしまう。体力をつけないと」

　微かに笑みを浮かべながら、私に顔を近づけてくる。それだけのことなのに、泣きたい気持ちになった。

　でも、そこまで言うと課長は立ち上がり、スッと離れた。

「か……ちょ……」

　声を出して、ようやくこれは現実なんだと認識する。元に戻ったわけではない。彼との距離の遠さを再び実感する。

「私……すみませ……」

　なにに対して謝っているのか。

　ここまで私を運んでくれたこと？　心配をかけたこと？

　……東条さんに……会いに行ったこと？

　わからないけれど、他に言葉が見つからなかった。

「ごめん、今日は送れないからタクシーを呼んでおくよ。もう定時は過ぎてるから、このまま帰るといい」

　そう言って私からさっと目を逸らした課長を見て、悲しみが込み上げてきた。

　一番大切なもの。私の胸を熱く焦がし、なによりも幸せを感じることができるもの。

　それはあなたの笑顔だった。もう、消えてしまったの？

　恐怖に近い喪失感で、涙を流す余裕すらなかった。

「タクシーが来たらまた呼びに来る。それまでもう少し休んでて」

　無表情のまま淡々とそれだけを言い残して、課長は医務室を出ていった。

　どうしよう。きっともう、彼は私のところに帰ってはこない。

　震える手を顔の前にかざすと、そこには無数の光の矢を放つ婚約指輪が輝いていた。それを見つめながら、私はただ呆然としていた。

　今の私は、中枢を抜き取られたなにかの抜け殻のようだと、自分で思った。







五・すれ違う心
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「はい。……そうです。キャンセルでお願いします」

　受話器を置いてため息を漏もらす。

　今日は梨乃の出勤最終日。たった今、ホテルレストランのディナーの予約をキャンセルした。ふたりで楽しく祝うはずだったし、そのときに、俺の海外勤務の話もするつもりだった。

　彼女をちらっと見る。

　仕事の引き継ぎに追われる梨乃のデスクには、もう書類はほとんど置かれていない。デスクを埋めつくしていたバインダーもなくなり、すっきりしている。

　梨乃は真剣にパソコンのキーボードを打っている。今月のデータをまとめたら、もう彼女の仕事は終わる。

　俺がじっと見ていることにも気づかず、梨乃は隣のデスクの矢崎となにやら話しながらクスクスと笑う。俺はそんな彼女を見つめつつ、切ない気持ちになっていく。

　お父さんから、梨乃が東条さんの病院へお見舞いに行ったと聞かされてから、俺は彼女を避けて今日まで来ていた。

　話し合うべきだと思ってはいるのだが、そんな気になれなかった。

　もともと東条さんと梨乃の結婚話は、なんの問題もなく進められていた。俺が間に割って入らなければ、もうじき彼女は彼と結婚するはずだった。

　このまま俺が彼女の前から消えてしまえば、本来の予定どおり、ふたりが元に戻ってもおかしな話ではない。

　ふたりで会ったときになにを話したのか、なぜ今さら会う必要があったのか、どんなに聞いても梨乃は言わなかった。もしかしたらあの日、ひどいことを言ったと彼が梨乃に謝って和解したのかもしれない。そんな気がしてならなかった。

　梨乃との距離を少し遠ざければ、冷静になれるのか。そう思いながらも、先日彼女が倒れたときには、誰よりも早く駆けつけて抱き上げた。

　自分がどうしたいのか、わからなくなってきていた。

　病院でふたりがどんな話をしたか聞くのが、本当は怖いのかもしれない。幼稚な態度を取り続ける自分が嫌になってくる。

　梨乃は見た目のほんわりとしたイメージとは違い、きちんと芯のある女性で、人を裏切ったりはしない。そんな彼女が、東条さんとの結婚をいい加減な気持ちで決めたわけじゃないことはわかっている。彼を好きになって、自分の意思で結婚を決めたはずだ。

　一度は惹かれたことのある彼と今、再接近しているからこそ、余計に不安になる。

　明日からは、梨乃はもうここにはいない。

　今日まではたとえ話さなくても、会社で彼女を見つめることができた。様子を知ることもできたのに。

　明日から俺たちを繋ぐものは、なんだろう。

　焦りと、不安と、怒りと……嫉妬。自分の心の中に新たに渦巻くものに押しつぶされて、見えなくなってきている彼女への愛情。

　それをそっとすくい上げ、取りだして彼女に渡す勇気が、今の俺にはなかった。

　拒絶されたら……。彼女の選んだ道が、東条さんと歩くことだったなら……。

　そこまで考えて、梨乃から目を離した。

　自分がこれほどまでに彼女を愛していることを今さら知って、困惑しながら、なにもかもを忘れるために仕事に打ち込んだ。




「みなさん……今までお世話になりました。ありがとうございました」

　定時になり、梨乃がみんなの前で挨拶をする。大きな花束を抱え、涙を湛えながら。

　拍手に包まれて彼女は深く頭を下げた。

「赤沼部長……片桐課長。ありがとうございました」

　彼女はアカマメと俺にも改めて丁寧にお辞儀をした。

　そのとき、久々に彼女と目を合わせた。綺麗な涙で縁取られる瞳は、これまでとはなにも変わらない。彼女を見てそう思った。

　あのとき君は、なにを言うつもりだったのだろう。泣き崩れる君を後ろに感じながら、逃げるように立ち去る俺の背中を見て、君はなにを思ったのだろう。

　今さら、自分の行動が間違いだった気がしてならない。

　俺は君の気持ちを知ろうともせず、自分のことばかりを考えていた。

　恋しい想いは募るばかりなのに、素直になれずに大きな溝を作ってしまった。

　今さらどうしたら、君をこの腕に抱きしめることができるのだろうか。

　その髪を梳すきながら、耳元で愛を囁き、肌に触れ、夜が明けるまで君を求めた、あの時間を取り戻すことはもうできないのだろうか。

　彼女の指に光る婚約指輪が、俺の心をその光で打ち抜いてくる。

　目を逸らしたくなるけれど、彼女の笑顔を正面から見つめた。こうして君を見ることが、これで最後にならないよう願って。

「ウォッホン。まあ、君はよくやってくれた。これからは片桐をきちんとそばでサポートするように。こいつが怒ると、どうも俺はやりにくくてな。欲求不満にでもなられたなら大変だ。そっちの面倒もきちんと見なさい」

　アカマメが言うと、まわりの部下たちが騒ぎだした。

「やだ、下ネタ～？　信じられない」

「部長、セクハラですよ」

「旦那の前でなに言ってるんですか」

　みんなに責められ、案の定アカマメは真っ赤になって怒りだす。

「うるさい！　冗談だろうが！　黙れ黙れ！」

　部下たちはどっと笑った。

「早瀬さん、お疲れさま」

　俺が声をかけると、梨乃は驚いて俺を見上げた。

　涙のきらめきが光って、その目は悩ましく輝いている。それを黙って見つめ返す。

　どうして放っておいたりしたのだろう。以前に牧野に言われて自覚したはずなのに。また同じことを繰り返している。嫉妬に支配されて、大切なものを見失いかけている。

　嫉妬も怒りも、相手を独占したいがためのエゴに過ぎない。

　東条さんとふたりのときに、彼女がなにを話したかが重要なのではない。俺がそれを受け止めて、彼女の手をしっかりと繋いで放さなければよかったのだ。

「課長……今まで……ありがとうございました。お元気で。忘れませんから……」

　彼女の言葉に、胸がドクッと揺れる。梨乃を放さないと、たった今決意した気持ちが揺らぐ。まるで別れを宣告された気になった。

「ちょっと～、イチャイチャは家でやってよねー」

　黙って見つめ合う俺たちを見て、矢崎がちゃちゃを入れる。

　みんなは再び笑いだしたが、俺は笑えなかった。

「課長、今日はもう早瀬と上がったらいかがですか。資料は俺がやっときますよ」

　先週から二課に異動になった牧野が、俺の手からファイルを取って言う。

「……いや、俺はいい。今日はやり残しが……たくさんあるから」

　俺の言葉に、全員がしんと静まり返った。

　強気で自信家の俺も……恋をしてしまえばただの男だ。愛する女性の次なる言葉に怯え、避け、逃げたくなる。

「そう……ですよ。課長はお忙しいですから。じゃあ私は帰ります……」

　梨乃の目から涙がこぼれ落ちる。みんなはそんな俺たちを見比べ、唖然としていた。

「ありが……とう……ござ……」

　そこまで言って、梨乃は廊下に飛びだした。

「梨乃！」

「早瀬！」

　みんなが呼んでも、彼女は振り返らずに走っていく。

「追えよ！　課長！　早く!!」

　牧野が叫ぶ。俺は拳をギュッと握りしめながら言った。

「……じゃあみんな、やり残した仕事はきちんと仕上げろよ。定時上がりの者は気をつけて帰ってくれ」

　言いながらデスクに戻ろうとする俺の足を止めるように、牧野が俺の前に立ちはだかる。

「課長！　早瀬を追わなくていいのか!?　泣いてたじゃないか」

「……牧野。さっきのファイルは俺がやるから。返してくれ」

　差しだした俺の手を掠めて、ファイルが床に投げ落とされる。

「あんた！　まだそんなことをしてるのか!?　早瀬を苦しめるのなら、俺にくれよ！　俺がどんな気持ちでいると思ってるんだ！」

　そう言い捨てて牧野は出ていった。彼は猛スピードで梨乃のあとを追っていく。

　俺は床に落ちたファイルをそっと拾い上げると、それを抱えてデスクに戻った。そんな俺を全員が呆然と見ている。

　彼女の存在は、脅きょう威いだ。俺を追いつめていく。

　俺の心を逆撫でし、普通じゃいられなくする。

　……違う。……守りたいと心から思った。

　君を包む苦しみを、すべて預けてほしいと願った。

　繰り返し、彼女の耳に届けてきた言葉。

『俺を、信じて』

　嘘ではない。迷いなどなかった。目の前にいる梨乃の存在が、恋しくて、ただ愛しかった。

　俺はガタッと立ち上がった。そのまま廊下に飛びだす。後ろから課の連中の歓声が聞こえてきた。

　君を失いたくはない。

　声を震わせて、愛を告げてきた君の心を疑うなんて、どうかしていた。その瞳からは涙と共に、いつだって愛が溢れ、こぼれていたのに。

　君を愛してる。

　たとえ拒絶されても何度でも言う。ほんの少しの勇気があれば、こんなに君を泣かせたりはしなかったのに。

「梨乃！」

　外に出て彼女を呼ぶ。その姿は、どこにもなかった。

「……遅いよ」

　牧野がそんな俺の目の前に現れて、笑った。

「バスがちょうど来ちゃってさ。泣きながら座ってたよ。……あとは任せましたよ、課長」

　そう言って牧野は社屋に戻っていく。

　俺は息を切らせながら、ある光景を思い浮かべていた。

　梨乃がうっとりと眺めていたショーウィンドーのマネキン。女性が憧れてやまない、幸せの象徴。一日だけの夢見る時間。

　梨乃を、世界一幸せな花嫁にしてあげたい。

　俺にできることは、なんでもしてあげたい。

　泣かせた分だけ幸せにする。すべてを引き受けるから、どうか俺を許してほしい。

　そう思いながら、俺はポケットから携帯を取りだした。

　梨乃をこの手に取り戻すために。彼女の笑顔を、この先もずっと見るために。

「もしもし。……片桐です。これから……会えないか。話があるんだ」

　電話の相手は、懐かしい話し方で賑やかに答えた。

　それを聞いて、時計を見ながら言う。

「ああ。ＫＣホテルね。……わかった。すぐに行くよ」

　君のためならば、不可能を可能にしてみせる。

　だから、もう一度笑ってほしい。君をもう、泣かせたりはしないから。










知りたくなかった




　バスに揺られながら、私は絶望を感じ、涙を滴らせていた。

　迷惑そうに私から目を逸らした課長の表情が、頭から離れない。思い出しては、また泣けてくる。

　私の取った行動が、課長を深く傷つけた。目も合わせたくなくなるほどに。

　明日からは課長を見ることすらできなくなる。いずれ時間が経った頃には、彼の頭の中から、私の存在は跡形もなく消え去ってしまうに違いない。

　触れ合うことも、その笑顔を見ることもできなくなる。でも、私の心はきっとこれからも課長を求めてやまないのだろう。

　彼と過ごしたすべての時間や思い出が、胸の中で揺らめいている。キラキラと光る宝石の粒のように。

　私はふと思い当たり、途中でバスを降りた。バス停の横にある店に足を踏み入れる。

　ここは、課長と初めて一緒に来たカフェ。

「いらっしゃいませ」

　店員の明るい声が聞こえる。注文をしてから窓際の席に座り、窓の外をぼんやりと見つめた。

　ここで課長が突然、東条さんに土下座をしたときには、本当に驚いたな……。

　思い返しながら、手元に視線を移した。

　湯気が立ちのぼるコーヒーカップの中に、涙がポトッと落ちる。

　無理よ。……このまま会えないだなんて、耐えられない。

　苦しくて、切なくて、どうにかなってしまいそう。

　どうしたら許してもらえるの？　本当のことを話せばよかったの？

　まるでラビリンスの中央で迷っている感覚。出口の光を求めて彷徨っている。

　しかしたとえ出口を探し当てても、扉が開いているとは限らない。

　だけど……このまま終わるなんてできない。もう一度、課長に会って本心を聞かないといけない。会ってくれるのかはわからないけど。

　そう思いながら、涙が混じったコーヒーを口にそっと含んだ。




　それからしばらくの間、私はそのままぼんやりとそこで頬杖をついていた。

　ここに来てから、おそらく一時間は経過しているだろう。カフェの前の歩道を歩く人の数が、だんだんと減ってきている。

　愛する人を失いそうなときには決まって無気力になり、そのあとには深い悲しみに襲われることを、私は知っていた。これからそんな日々に見舞われるのかと、ため息をつく。

　もう仕事に打ち込むことすらできない。どうやってこの状況を乗りきればいいのだろう。私には……仕事も、未来の予定も、彼も……なにもないのだから。

　だけど、ここで毎日思い出に浸ることもできはしない。

「いらっしゃいませー」

　私の置かれた状況とは裏腹に、カフェの店員が元気に挨拶をしながら、忙しそうに動いている。

「早瀬？」

　声をかけられ、顔を上げた。

「……牧野くん」

　同期の牧野くんが、私を見下ろしていた。

「……なにやってんの？　片桐課長は？　一緒じゃないのか」

　彼は話しながら、自然に私の向かいに座る。

「課長……？　いないわ。もう……」

　私はそう言って再び窓の外を見た。

「そう。……おかしいな。ま、いいか。びっくりしたよ、ここにいるから。俺のアパート、近所なんだ。このカフェ、よく来るんだよ、会社の帰りに」

「そうなんだ」

「お前さー……本当にいいの？」

「なにが？」

　彼を見て聞き返す。

「片桐課長は……お前には難しいんじゃないのか？　あの人モテるしさ、大変じゃないのかなって」

　牧野くんは言いにくそうに、コーヒーを飲みながら話す。

「……難しくなんてないわ。ただ……私が悪いの。課長を怒らせてしまったから」

「お前が？　……そうか」

　牧野くんはそれ以上、聞いてはこなかった。私もなにも言わずに黙っていた。

　牧野くんは以前に私を好きと言ってくれた。もしも、私も初めから彼を好きだったとしたら、今は幸せだったのだろうか。牧野くんと相思相愛なら、私の愛をすべて受け止めてくれたのだろうか。

　……今さらなにを考えているの。

　たとえどんな状況であったとしても、課長に出会ってしまえば同じことだった。傷つけた相手が東条さんから牧野くんに変わるだけなのかもしれない。

　だけど今は、彼の存在が、自分はひとりではないと感じさせてくれていた。

　きっと牧野くんは、わざとここに座ったのだと思った。彼はもちろん、なにも言いはしなかったけれど。




　彼と揃って店を出たときには、時計は八時を指していた。牧野くんと、同期の噂話や家での過ごし方なんかを話していると、楽しくて一瞬は課長のことを忘れられた。大げさに笑わせるような話し方をする彼を、とても優しい人だと思った。

「ありがとう、付き合ってくれて。今までも、ありがとう」

　店の前で牧野くんに言う。

「ああ。……でも、無理するなよ？　赤い目をしてる。なにかあったら、俺でよければ電話してきて」

　優しい笑顔を浮かべる彼を見ていると、少し涙が出た。

　……やっぱり。気づかれていた。

「……うん」

　私が頷いた瞬間、牧野くんが私の後ろを見て動きを止めた。

「牧野くん？」

　彼の目線のほうを振り返る。

　あ……！

　カフェの向かいに建っているＫＣホテルから、ひと組の男女が楽しそうに笑いながら出てきた。その男性の顔を見て、私も牧野くんと同じ姿勢で固まってしまった。

　見間違えるはずがない。頭の中は、その彼でいっぱいなのだから。

「課長……」

　私は呆けて呟いた。

「……っ……、あいつ……！」

　牧野くんはそう言って道路を渡ろうとした。

「待って！　牧野くん！」

　私は彼を呼び止めた。

「いいの！　いいのよ！　……もう、いいの……」

　その場にへなへなとへたり込む。牧野くんに癒されて、いくらか落ち着いた心に、悲しみの渦が再びどっと押し寄せてくる。

　課長と一緒にいるのは……元恋人の茜さん。

　一週間で帰ると言っていたのに、まだこっちにいたのね……。それは、課長がここにいるから……？

「もう……ダメ。もう届かない……。私はこれからどうしたら……」

　そう呟いた途端、涙が滝のように流れだした。

　今、彼が共に時間を過ごしていたのは、私ではなく茜さんだった。

　私に呆れて彼女を選ぶつもりなのね。それがあなたの出した答えなら、私にはもうどうすることもできない。

　……彼が私になにも告げることなく、いなくなってしまうことを知った。こんな形で。まるで指をすり抜けて落ちていく砂のように。手を伸ばして、掴んでも、私にはもう届かない。

　泣きじゃくる私を、牧野くんは黙って見下ろしていた。

　彼の握り拳が微かに震えていることに、私は気づいていた。だけど課長を傷つけても、気持ちはもう戻らない。牧野くんもきっとそれを察していたのだ。










悲しい誤解［悠馬Ｓｉｄｅ］




「悠馬って……そんな人だった……？」

　茜が髪をかき上げながら、煙草たばこに火を点つけて言う。

「俺も……自分で驚いてる」

　俺はそんな茜を見ながら、微かに笑った。

　繁華街の中にある一軒のバーのカウンターに、茜とふたり並んで座っていた。

　梨乃のために今の俺ができることを考えたとき、茜のことが思い浮かんだ。彼女から金沢での滞在期間が延びたことをメールで聞いていた俺は、迷わず彼女に電話をかけた。彼女の宿泊しているホテルに呼びだされ、向かったが、どうしても部屋の中に入って話すことは拒んだ。

『話をするだけよ』と茜は外に出ることを嫌がったが、俺の考えは変わらなかった。結果、彼女とここに落ち着いたのだ。

「面倒くさい男だったのね。私といたときには気づかなかったわ」

　彼女の言葉にまた、新しい発見をする。

「面倒くさい男になったのは……最近のことだよ。梨乃と出会ってから」

　茜は俺をギョッとした顔で見る。

「……本当に？　失礼なところは変わってないけれど」

「失礼？　俺が？　どんなところが」

　茜になにかをした記憶はない。別れるのも合意の上だった。

　しばらく考える。するとそんな俺を見て、茜はため息交じりに言った。

「私に対してはどうでもよかった、というふうに聞こえるわ」

「そんなつもりじゃなかったんだけど。そう聞こえたのならば、悪い」

　ようやく茜の言いたかったことがわかる。

「最悪」

　茜は煙草の煙を吐きだしてから、俺を軽く睨む。

「……本当はさっき……悠馬を部屋に入れて襲う予定だったんだけど」

「え」

「あなたったら、頑なに嫌がるんだもの。計画が台無しだわ」

　俺は驚いて彼女を見つめ返した。

「嫌だ。そんなに警戒しないで。さすがにこんなところでは、手も足も出せないわ」

　茜はそう言って、陽気にケラケラと笑った。

　昔からどこまで本気なのか読めない雰囲気をまとった女だった。今も変わらない。

　茜から見たら、以前の俺と比べて、今の俺が面倒くさく見えてもおかしくはない。

「部屋に入ってもなにもしなければ、やましくなんかないのに」

「梨乃に……誤解されたくないんだ。俺が同じ状況で彼女を疑ったばかりだから」

「……もしかして、嫉妬したの？　あなたが？」

　痛いところを突かれて、黙り込む。

「……やだ。らしくない。相手はこの前のあの子でしょ？　嫉妬するまでもないじゃない。あの子はあなたしか見えてないわよ」

　茜に言われて、彼女の顔を見た。

「なんでそう思う？」

　俺が言うと彼女は鼻で笑った。

「バカね。本気でわからないの？　真面目そうで、まっすぐで。それにあの目。あなたを好きでたまらないことくらい、一瞬でわかったわよ。悠馬を見る目がとろけるようだった」

「本当に？　……そう思った？」

「……呆れた。百戦錬磨のくせに」

　茜はバカにしたように言い捨てると、グラスの酒をクイッと飲んだ。

「もう、期待するのはやめた。バカバカしい。どうやら今のあなたは、私と遊ぶ余裕すらないみたいね。あの女の子に完全にやられちゃってるわ。……つまんないの」

　茜はそう言って、寂しそうに笑いながら俺から目を逸らし、グラスをテーブルに置いた。彼女の胸の内が、今の瞬間に垣間見えた気がした。

　付き合っていた当時、俺は本気で彼女を見ようとはしなかった。いつでも自分や仕事が優先で、時間の空いた日だけ彼女を抱いた。そんな扱いをしていたことを、心から申し訳なく思う。

「俺、梨乃に会って好きになってから……今までしてきたことは恋愛ではなかったと気づいたんだ。相手の気持ちも考えずに、自分勝手だった。……君に対しても」

「やめて。終わったことを言うのは。私をバカにしないで。私はあの子みたいに、あなただけに夢中だったわけじゃない。仕事だってあったし。あなたはせいぜい、あの子の子守りを頑張ればいいわ」

　茜の顔から笑みが消えた。今の言葉が彼女の最後の強がりだということには、気づかないふりをする。

　そんな茜を見て、梨乃の気持ちを汲くんであげられなかった自分を、茜の言うとおりバカだと思った。

　もう同じことを繰り返すつもりはない。梨乃に対してだけは。

「梨乃は……俺なんかじゃ子守りしきれない女だよ。真面目で可愛いだけじゃない。どうしたらいいのか、いつも俺に考えさせる」

　彼女を思い浮かべ、笑いながら言う。

　泣き虫で、意地っ張りで、妖艶で、悩ましい。

　梨乃が見せるいろんな顔に、俺は振りまわされて、いつしか夢中になっている。

「わかったわよ。もうあなたにちょっかいは出さないから。……で？　話って？」

「あ、うん。実は……考えてることがあって。君に手伝ってもらいたいんだ」

　ようやく茜に本題を話す。茜は俺の頼みを、快く引き受けてくれた。

　そんな茜の前にも、いずれ現れるだろう。彼女に心を奪われる男が。

　それは俺ではなかったけれど、いつかきっと。




「じゃあ、また来週。期待してて」

「うん。楽しみにしてるよ。ありがとう」

　バーのあったビルの前で茜と別れた。

　彼女の姿が見えなくなるまで見送ってから、携帯を取りだした。梨乃の番号に電話をかける。

　会社から飛びだした梨乃を追うのをためらった俺のことを、怒っているかもしれない。電話をかけても出ないかもしれない。

　そう思いながらも、彼女の声がこの耳に聞こえるのを期待して待つ。

　早く……今すぐに君に会いたい。

　――トゥルルル、トゥルルル。

　だが、待っても呼びだし音だけが何度も響く。その回数が増えるたびに、だんだん不安になっていく。

　もう、話したくないということか？　俺はこのまま、君の声すら聞けなくなってしまうのか。

　いても立ってもいられなくなる。電話を切ると、今来た道を振り返った。歩く向きを逆にして、早足になる。

　そのまま急いでタクシーを拾うと、それに乗り込み、運転手に梨乃の家の住所を告げた。

　車の中で考える。電話に出ないことが、彼女の気持ちの表れに思えた。

　彼女はこのまま、俺に会わないつもりでいるのかもしれない。

　俺は君にまだ、なにも伝えてはいない。

　言いたいことの半分も君に伝えられないまま、会えなくなるなんて嫌だ。このままでは終われない。




　梨乃の家のそばでタクシーは停まった。走って彼女の家に行き、玄関のチャイムを押す。

『はい』

　インターホンから若い女性の声が聞こえた。

「片桐です」

『あ、お兄様？　お姉ちゃんなら、まだ帰ってないよ～。遅くなるって電話があったきり』

　その声は彼女のものではなく、妹の梨花さんのものだった。

「え……。あ、そうですか」

『入って待ってればー？　もう帰ってくると思うけど』

「いいです。ありがとう」

　それだけ告げて、駆けだして戻った。

　どこへ行ったんだ……？

　焦りながらバス停に行く。あたりを見渡すが、人影はない。

　まさか俺のマンションに……？

　そんなことを考える自分が都合よく思えるが、その可能性がないわけじゃない。再びタクシーを拾おうとした、そのとき。

　向かい側からひと組のカップルが歩いてきた。

「あ……。課……長……」

　女性を見て、息が止まりそうになった。

　梨乃だ。

　彼女を認識した直後、その隣にいる男が大きな声で言った。

「課長!?　こんなとこでなにしてんだよ！」

　……牧野？　なぜふたりが。一瞬にして混乱する。

「もう！　いい加減にしてくれよ！　あんたがなにを考えてるのか、さっぱりわからないよ！」

　彼の言葉に眉をひそめて、首をかしげた。

　俺も君がなにを言っているのか、まったくわからないのだが……。

　梨乃は退社の際にもらった花束を抱きしめ、俺をじっと見ていた。

　三人の沈黙が続く。俺はふたりを見ながら、なにから話したらいいか考えていた。

「あの――」

　俺が話し始めたと同時に牧野も話す。

「あのさー……本当にしっかりしてくれよ。俺さ、早瀬をあんたから取ってやろうって、本気で思ったんだ。でも……できないんだよ。課長じゃないと……こいつは笑わないんだ」

「牧野……？」

　梨乃は俯いて黙り込んでいる。

　牧野は頭をくしゃくしゃと手でこすり、「あー、もう。じれったい」と呟く。そのあとで梨乃のほうを向いて言った。

「ほら。早瀬、言いな？　全部お前からさ」

　梨乃の肩をポンと叩く。梨乃は牧野に促されて、俺を見つめた。

　……なにを言われてしまうのか、少し身構えた。だがもう逃げはしない。『別れる』と言われれば、『嫌だ』と言えばいい。気持ちを思うままに伝えればいい。

　俺は切ない目で、彼女を見つめ返した。その口から語られる言葉を受け止める覚悟は、できている。

　もし、もう俺に気持ちがないと言われれば……もう一度振り向かせてみせる。

　君をこの腕に再び抱くまで、何度でも、君が好きだと伝えよう。

　梨乃はそっと俺の前に近づいてきた。そんな彼女を前後から、俺と牧野は黙って見ていた。

「……私、東条さんに……きちんと言っておきたかったんです。私は……課長が好きだから。そんな私なんかとは、東条さんは幸せになれないと」

　小さな声で話す彼女が抱える花束は、小刻みに揺れていた。彼女の緊張が痛いほど伝わってくる。

「課長は……私には過ぎた人だと、自信をなくしそうになりながら……課長を知るほどに……気持ちは止まらなくて。それを東条さんにわかってもらう義務があると思いました」

　俺は、彼女を今すぐに抱きしめたい気持ちをグッと堪えた。最後まで聞かないと、君がどうしたいのかがわからない。

「だけどそれは、課長にとっては……許せない行為でした。私も、すぐには話せなかった。彼と会ったことをどこか後ろめたく思っていたからです」

　そこまで言うと、梨乃は一旦話を区切り、花束に顔をうずめた。涙を堪えているらしい彼女を、俺はなにも言わずに見つめていた。

　そのまま顔を隠しながら、再び彼女は話し始める。

「課長がもう……私を必要としていないのならば私はいいです。東条さんに言われました。自分が、私と課長の妨げになりたくはなかったと。今の私も同じ気持ちです」

　……は？　東条さんが？

　俺は瞬時に悟った。彼は本当は……梨乃を想っていたのだ。

　あの日、口汚く彼女を侮辱したその裏で、彼女の幸せを願っていたのだ。

　だが、今の梨乃が……あのときの東条さんと同じ？

　意味がわからず、思わず口を挟もうとする。

「待って。梨乃……。もういいって、どういう意味――」

　そんな俺に話をさせまいと、彼女の言葉は淡々と続く。

「先ほど、茜さんと……ホテルから出てくるのを見ました。それが課長の、私の気持ちに対する答えなら……私はもう、いいです」

　必死で話す、か細い涙声が、俺の胸を刺す。

「東条さんの気持ちが、理解できました。私も……課長が幸せになるのなら、身を引くことはできると思います。つらくても……諦めます」

　俺は言葉も出ないままで、梨乃を見つめていた。

　俺と……茜？　疑っているのか？　本気で？

　まさかそんなことになっているとは思いもしなかった。

　彼女と会ったのは、すべて君のために……。

「課長。なんとか言ってやってよ。あんたの言い方ひとつでは、俺がそばにいないといけなくなるから」

　牧野も梨乃に加勢するように言う。

　待ってくれ。なんでそんな。

　俺は深呼吸すると、ふたりを交互に見た。

「まさか、こんな話をされるなんて。……思ってなかったよ」

　俺の声に、梨乃はそっと顔を上げる。

「病院での東条さんとのことは、もういいんだ。俺が勝手に嫉妬して、君を疑うことでその気持ちを隠してただけなんだ」

「課長……？」

「俺はずっと、東条さんの存在に胸騒ぎを覚えていた。君を傷つけたひどいやつだと思いながらも……なぜその気持ちが消えないのかわからなかった」

　ふたりは黙ったまま俺の言葉を聞いている。

「今、梨乃の話を聞いて答えが見つかったよ。きっと東条さんの気持ちが……どこか伝わってきてたのかもね」

　梨乃は俺を見上げて、大きな瞳をきらめかせた。

　そう、その目……。近くでもっとよく見たい。

「病院で彼と会った理由はわかったけれど、君の言うことにひとつ納得できないところがある」

　そう言うと、彼女は不安げな表情をする。

　俺は微かに笑いながら、続きを話す。彼女の目をまっすぐに見据えて。

「茜とは終わってると、以前君に言ったはずだけど？　彼女とは確かにさっき会ったけれど、君たちが想像してるような関係ではない。今日、俺が彼女に会った理由はいずれ君たちにも明らかになる。……信じてほしい」

「……え？」

　ふたりは同じように、俺を見て驚いた顔をした。

「牧野。梨乃が不安なときにそばにいてくれてありがとう。俺の行動が梨乃に誤解を与えた。だけど、本当に茜とはなんでもないんだ。君に誓うよ。もう君の手は必要ないと。……ありがとう。感謝してる」

　牧野は黙って俺を睨んだ。俺はそんな彼をまっすぐに見る。

「……ちぇ。……どうやら、本当みたいだな。まったく。格好つけすぎだよ」

　彼はくるりと後ろを向いた。

「邪魔者は消えるとしますか。イケメン課長様には敵なしってか」

「牧野くん」

　梨乃が呼ぶと、彼は振り返らずに軽く手を振った。

「もう、俺はお前を助けない。ふたりでよく話し合って」

　それだけ言うと、歩きだした。

　梨乃と俺は、しばらく黙ったままで彼の後ろ姿を見ていた。







六・再燃










還った温もり［悠馬Ｓｉｄｅ］




　牧野が去ってふたりきりになる。

　梨乃は照れているのか、俺と視線を合わせない。

「梨乃。こっちを見て」

　俺が呼びかけても、目を逸らしたまま黙っている。

「ずっと考えてた。君がこのままいなくなったらどうなるのかを」

「課長……。私もです」

　ようやく彼女は顔を上げる。

「距離を置いて考えたことは、君をどうしたら失わずに済むかということ。……バカだよな、自分で言いだしておいて」

　俺が笑うと、彼女の頬にふわっと赤みが差す。

　一見童顔かと思わせる容姿の彼女だが、よく見ると、大人の女性としての魅力が溢れている。

　大きな瞳の上に被さる瞼が角度を変えるごとに、彼女の表情も変えていく。小さな唇は艶めいて、こぼれる吐息が聞こえてきそうだ。

　彼女のすべてを隠して、誰の目にも触れさせないようにしたくなる。俺はそっと片手を伸ばし、梨乃の頬を包んだ。

「こうして君に触れたかった。ずっと……。何度も考えてたよ」

　俺が言うと、その瞳が潤みだす。

　キラキラと俺を捕らえて離さない、その視線。

「課長、いいんですか……？　私で……本当に？」

　そのまま彼女を胸に包み込み、抱きしめる。

「ごめん。自信がなかった。東条さんの影に怯えながらも、君を求めてやまなかった」

　髪に口づけながら目を閉じる。

「課長……」

　その声が耳から入り、心に染み渡っていく。

「ごめんな。……ごめん」

　謝ることしかできない。君を信じてあげられなかった。心に余裕がなかった。君を避けて不安を与えた。

　こんな俺でよかったら、どうかもう一度、聞かせてほしい。

「梨乃、俺はまだ、君の心の中に……いるか？」

　すれ違うたびに彼女に聞いてきたことを、再び尋ねる。彼女の手が、持っていた花束を投げ捨てて俺の背を包んだ。

「……課長しか……見えてません……。いつだって。これから先も、ずっと」

　梨乃も同じ言葉を再び口にした。

　これからもきっと、こうして何度も確認し合うのだろう。これが誰かを傷つけた報いなのだろう。

　だけど、それでも、もう気持ちを止める術すべはないのだから。

「梨乃……っ」

　俺たちは久々に感じたお互いの温もりに、しばらく離れることができなかった。

　彼女を見下ろして、正直な気持ちを伝える。

「また君を……この腕に抱けるか不安だった」

「私も、同じことを考えてました」

　ニコリと笑う彼女の唇が、カタカタと震えている。それに気づいて俺は微笑む。

「いいよ、泣いても。俺が悪いんだから。……全部、受け止めるから。ごめん」

　そう言った途端、彼女の目からは大粒の涙がポロポロと流れだした。

　これまでに感じた不安や悲しみを全部、その涙で洗い流して。

　本当にごめん。

　彼女の涙をキスと共に拭い去る。




　あれからホテルの部屋に入った俺と梨乃は、ドアを閉めた瞬間、抱き合ってベッドへと倒れ込んだ。

　わずかな時間に生じた亀裂を、肌と肌で縫い合わせるかのように。

　キスをしながら彼女の髪を指で梳くと、サラサラと心地よさを感じる。

　透き通るような肌を撫でると、しっとりと吸いつく感覚と共に、甘い吐息が聞こえてくる。

　そのなにもかもが、俺を次第に狂わせていく。切なさが胸に吹き荒れる。

　こんな気持ちを忘れられるはずなどなかったのに。

　そんな中、思わず俺の口からこぼれ落ちた言葉。

「梨乃……。愛してるんだ。どうにかなりそうなほどに。平気じゃいられなくなる」

「課長……。本当ですか？」

　目の縁にいっぱいの涙を溜めて、幸せそうに笑いながら俺を見つめる。

　君が望むならば。不安を消し去るために何度でも言うよ。俺の中にある感情を、すべて言葉にして君に捧ささげよう。

　彼女の涙がさらに溢れて止まらない。

　俺は生まれて初めて、女性の目をまっすぐに見つめて本物の愛の言葉を口にした。

　こんなに喜ぶのなら、もっと早く言ってあげればよかった。自信がないだなんて言い訳ばかりをして、なにを迷う必要があったのだろう。

　そう、君を愛してる。

『好き』なんかじゃ足りない、強く湧き上がる想い。

　君はきっと、誰よりも幸せになれると、今は自信を持って言える。

　だって、俺がすべてをかけて君を愛しているから。

　君は誰よりも愛されていると言えるから。




「あーあ……このまま帰したくないなぁ」

　彼女を胸に抱いたままポツリと言うと、彼女はクスクスと笑いだした。

「課長らしくないですよ。どうしたんですか」

　胸元でごそごそと感じる動きさえも愛しい。それを押さえ込み、腕の力を強めた。このままここから逃げださないように。

「もう、『課長』じゃないよ」

「……あ。悠馬……でいいですか？」

「合格」

「恥ずかしくて慣れないです……。照れてなかなか呼べそうにありません」

　言葉を交わすだけで、胸が温まる。

　こんなに愛しいものを今まで知らなかった。

「ね、梨乃。もう怒ってない？　……本当に？」

「初めから、怒ってなんていないです。ただ……悲しかっただけ。茜さんと一緒のところを見て、もうこんなふうに会えないと思いました。課長はもう私のものではないと思うと、怖くて……」

「本当に……ごめん」

　俺が落ち込んだ声で謝ると、彼女は身体を起こし、俺にそっとキスをした。

　触れるだけのキス。その心地よさにそっと目を閉じると、彼女が俺の髪を優しく撫でる。

　思いきり甘やかすつもりだったのに、俺のほうがまるで子供みたいだ。

　唇がゆっくりと離れ、俺は目を開いた。

「謝ってばかりですね。私は課長がこうして戻ってきただけで充分なのに。課長さえいれば、なにも望まないのに」

　そう言って彼女は緩く笑う。

　その笑顔を見て、もう……敵わないと思った。

「梨乃……。もう一回して？」

　俺がねだると、その唇が再び俺の唇を優しく覆う。

　彼女の肩を掴んで身体をひっくり返し、今度は俺が上から梨乃を見下ろした。

「やばすぎだって。止まらなくなるだろ。明日は会議なのに、それどころじゃなくなる。君は今度はアカマメに、逆にサービス過剰だって言われるよ」

「やだ。なにを言ってるんですか」

　俺はアカマメの物真似をする。

「早瀬、手加減しろ。片桐が呆けてまったく使えない！」

「もうっ、やめて！」

　彼女は無邪気に笑い転げる。こうやってこれからも笑わせたい。

　照れて顔を背ける彼女の首筋に、俺はそのまま優しく吸いついた。

「ん……」

　彼女の笑いが止まり、眉が苦しそうに一瞬だけ歪む。

　そっと唇を離し、浮かんだ痕を見て満足する。

「君は俺のもの。東条さんにも、牧野にもあげない。誰にも」

　そう言うと、彼女は嬉しそうに微笑んだ。










あなたと共に




「今日は家には連絡してあるんだよね？」

　課長がワイシャツを羽織りながら、私に聞いてくる。

「はい。遅くなるとだけ」

　私が答えると彼は残念そうに、「そっか、じゃあ送るよ」と伏し目がちに言った。

「……寂しいですか？」

　彼の様子を見てそう感じ、尋ねた。

「うん、少しね。まあ、我儘も言えないから」

　彼は私の言ったことを素直に認める。その笑顔が寂しそうで、私の胸はキュッと締めつけられた。

　たったそれだけのことでこんなに切なくなるなんて。彼の行動や表情すべてに反応してしまう。

「今離れると、明日になったら夢だと思うかもな。本当は離れたくないけれど」

　もうダメ。そんなことを言われたら帰れない。

「今日は泊まるって、連絡します」

　私は慌てて、家に電話を入れる。

　家族は、結婚が決まった私が彼と夜を過ごしても、なにも言わない。そうしたひとつひとつのことが、彼が婚約者だと少しずつ実感させてくれる。

「泊まってもいいって言ってました。明日は土曜日だし、ゆっくりしてきてって」

「そうか。じゃあ、俺の家に行こうか」

　そう話す彼の表情が、寂しげなものから明るいものに変わっている。

「はい」

　自分が必要とされている。そのことがとても幸せな気分にさせてくれる。

　彼は、明日は午前中だけ会議のため出社する。

　私の前では甘く優しい婚約者だけど、会社では仕事の鬼と評されるエリート課長なのだから。私もこれまでにはずいぶんと、彼の厳しい表情を目にしてきた。明日からはそれも見ることができないけれど。

　今になってもまだ信じられない。遠くから見つめているのが精いっぱいだった彼が、私を愛していると囁いてくれた。

　もうダメだと何度も諦めかけた。悲しくて泣き崩れた日もたくさんあった。

「忘れ物はないか？」

「はい」

　繋いでくれる手が温かい。

　これからもずっと、こうしていてくれる。

　不安に思うことなんて、もうなにもない。




　そのまま彼の部屋に行き、ルームウェアを借りて着替える。

「ははっ。ダボダボだな。子供が大人の服を着たみたいだ」

　彼は私の姿を見て、楽しそうに笑った。

「もう……。借りなくていいって言ったのに。そんなに笑わないでください」

　私は彼から目を逸らし、赤い顔で自分の姿を見下ろす。

「怒らないで。小さくて可愛いってことだよ」

　私の足元にひざまずいて、彼は裾を巻き上げながら言う。私はそんな彼を見下ろしながら、さらに恥ずかしくなった。

　課長にこんなことをさせているって知ったら、みんながびっくりするだろう。そう思い、慌てて彼を止める。

「自分でやります。子供じゃないですから」

　そう言って彼から離れようとした。

「おとなしくして。ほら、できた。もう引きずらないから、今夜はこれで我慢して」

　彼は私をそのままひょいと抱き上げると、自分の顔を私の顔に近づけた。

「コーヒーでも淹れようか？　お嬢さん」

　聞かれてドキドキする。彼の瞳が綺麗で、うっとりと見とれる。子供扱いされたことなんて、もう忘れている。

「……はい」

　私が答えると、その目はスッと細くなった。

「待ってて」

　チュッと軽くキスをしてから、彼は私をソファにそっと下ろした。

　ちょっと待って……。どうしてそんなふうにしてくるの？

　部屋に入ってから、今の軽いキスしかスキンシップはないはずなのに、もう全身からトロトロに溶かされそうになっている。

「……課長」

「ん？」

　私が声をかけると、彼はキッチンから返事をしてきた。

「なんだか甘すぎです。優しすぎて……困ります。さっきから思ってたんですけど、今までのイメージと違う気がして。……どうしたんですか？」

　思ったことを素直に話すと、彼はクスクスと笑いだした。

「甘やかしちゃいけないの？　自分の好きな子に優しくして、なにが悪いの」

「え、だって。会社では付き合ってからも叱られたりしてましたし」

「もう君の上司じゃない。だから解禁でしょ。俺のしたいようにさせてよ。梨乃は黙って、甘やかされてなさい」

　部屋は香ばしいコーヒーの香りに包まれている。私はそれを鼻に吸い込みながら、彼の優しさに幸せを感じていた。

「あのさ、俺……梨乃に話さなきゃならないことがあるんだ」

　課長がコーヒーをテーブルに置きながら言う。

　含みのある言い方だけど、びくついたりはしなかった。その透き通った瞳を信じているから。

　彼はゆっくりとこう言った。

「海外転勤が決まった。来月、俺はアメリカに行く」

「……はい？」

『俺は』？　じゃあ私は……？

「梨乃も一緒に……と言いたいところだけど、ここに残りたいなら、それでもいいよ。二年で帰ってくるから」

　私はそんな彼を黙って見つめるしかできなかった。

　待って。なんて言えばいいの？

「結婚も、帰ってきてからでもいい。梨乃がそうしたいのなら。……俺はそれに従うつもり」

　黙ったままの私を見て、彼は寂しそうな笑顔になる。

「だけど、できたら籍は入れてから行きたいんだ。妻帯者のほうが、なにかと都合がいいし――」

「本気ですか……？」

　私が言うと、彼は話すのを一旦やめた。

「……転勤の話？　本当だよ。実は金沢に来る前から、そういう話はあって――」

「私を置いていくつもりなんですか？」

「……うん。君がそうしたいなら、それでもいいって思ったんだ。急には連れていけないだろ、やっぱり」

　私は彼を軽く睨む。

「なぜ、ついてこいって言わないんですか？　私の全部を受け止めるんじゃないんですか」

　涙を堪えて言う。彼に対して無性に腹が立っていた。もうふたりを引き裂くものはないと、幸せを感じていた。あなたを信じているから恐れなどないと、たった今思っていたのに。

　そんな私を、あなたの考えが不安に突き戻すだなんて。

「また、いなくなるつもりですか……？　二年も私をひとりにすると？　それでいいんですか」

　そこまで言い終わると、涙がもう抑えきれなくなっていた。

「梨乃……。じゃあ一緒に来てくれるの？」

　課長は信じられないとでも言いたげな目で、私を見る。

　私は課長に抱きついて言った。

「当たり前じゃないですか。どうして二年も離れていられるんですか！　信じられない。ついてこいって言ってください。強引に連れ去ってもいいくらいです」

　あなたがそう思うのが、もしも遠慮から来るものであるなら、そんなことはどうか考えないで。

　あなたに愛されているのが事実である限り、私はあなたにどこまでもついていく。課長が私を必要だと思ってくれるのならば。

「本当に……梨乃には驚かされるな。もう少し考えてから結論を出しなよ」

　課長は私を抱き止めたままで言う。

「答えなんて、考えなくても決まってます。もう離れたくない」

　私が言うと、彼は私の目をじっと見つめた。

「ありがとう……。本当は俺も、離れたくなんてなかった。梨乃が嫌だと言っても、さらってしまいたかった。だけどさっきは、君に幼稚だと思われたくなくて、平気なふりをして話してたんだ。牧野の言うとおり、格好つけすぎだよな」

　こんなに甘く変身する鬼課長を知っているのは、会社では私だけ。

　素顔の彼をひとり占めしている。この上ない優越感。

　スミレ、課長は観賞用の男性なんかじゃないわ。女性を極上の笑顔で甘やかす、最高の恋人なのよ。でも、あなたには教えてあげないけれど。

　クスッと笑った私に課長が気づいて、つられて笑う。

「どうしたの。俺をバカだと思ったんだろ」

「違います。課長はやっぱり最高だと思ってました」

「どういう意味？」

　私はそれには答えずに、もう一度自分から彼の胸に顔をうずめた。

「甘えん坊」

「課長が甘やかすから、私はどんどんつけ上がってしまう。こんなに幸せで怖いと思ってしまいます」

　失うことを考えているわけじゃない。

　でも、なぜだか怖い。あなたしか見えなくなるほどに、その気持ちは大きくなる。

「怖がることなんてないよ。つけ上がってもいい。梨乃の我儘くらい聞いてあげる。幸せは、消えはしないよ」

　どこまでも彼にのめり込んでいく。その愛に溺れてしまいそうになる。

　だけど、溺れてもいいのね？　この手を放さないでいてくれるのね？

「課長……愛してる。他にはなにを伝えたらいいか思いつかないんです。本当に課長が好きなんです」

「今、俺が言おうと思ってたのに。セリフを取るなよ」

　ふたりで笑い合う。

　ここには、愛と幸せが満ちている。




　その夜は、彼と抱き合って眠った。彼の体温が、私を丸ごと温める。

「ひとりで眠るのが嫌でした。寒くて……冷たいところにいるようで」

「……なんで？」

「わかりません。寂しかったのかも。きっと愛に飢えてたんです。……今は、温かい」

　私がそう言うと、彼は私を抱きしめ直した。

「これからは、寒くはないよ。俺がいつでもこうして梨乃を抱いていてあげる」

　彼の囁きを聞きながら、そっと目を閉じる。

　今夜はよく眠れそうだ。彼と同じシャンプーの香りが、私の髪から匂う。ただそれだけのことが、私の心に安心感を与えていた。




　朝。物音で目を覚ました私の視界に、見慣れたスーツ姿の課長がいた。

「あ、おはよう。よく眠れた？　身体……大丈夫か？」

　言われて、どういう意味なのかを考える。

「あ……。はい……」

「無理させちゃったな。ごめん。止まらなくて」

　確かに、起き上がるのがちょっとつらい気がした。

「大丈夫です」

　赤い顔をしてベッドに寝たきりで答える私に、彼が近づいてきて、そっと屈んでキスをした。

　彼が唇を離し、身体を起こすときに、胸元に下がるネクタイが私の頬を滑らかに撫でていく。

「……もう、行くんですか？」

　私が聞くと、彼はふわりと笑う。

「昼には帰るよ。会議だけだから。泣きそうな顔をしないで」

「別に、泣いてなんかいません」

「『そうよ、寂しいわ』くらい言えないの？　意地っ張りだなぁ」

　彼は言いながら、通勤バッグを手にした。

「……寂しい」

　それを見て、思わず彼の言葉どおりに呟く。

「ははっ。素直だな。わかった、早く帰ってくるから待ってて」

　部屋のドアが閉まり、視界から彼は消えた。私はそばにあった彼のルームウェアをたぐり寄せ、抱きしめた。

　そうしたら、昨夜の彼の温もりを思い出し、いくらか寂しさが紛れた。










送別会［悠馬Ｓｉｄｅ］




「豊と島しま町ちょうの分譲マンションの入居者は、現在八割に達している。残り二割のうち、商談の予定が入っている部屋は五軒。あとは――」

　会議は滞りなく進んでいる。

　俺は部屋に待たせている梨乃のことを考えないようにしながら、壇上で淡々と話していた。




「色気ムンムンで女の目を釘づけにして。嫌だね、フリーの頃よりモテる男って。嫌味くさいですよ」

　休憩中、自販機の前の椅子に座ってコーヒーを飲む俺の隣に、牧野が座って言う。

「なんだって？」

　彼がなにを言いたいのかわからず、聞き返す。

「フェロモン、ダダ漏れ。今の課長は男の敵。危険人物。今、目が合った女はあなたに惚れる」

「は？」

「ははは。無自覚か。面白いな」

　彼は笑いながらコーヒーをすする。

「牧野。なんだよ」

「安心しました。もう大丈夫みたいですね。エリートのくせに、課長も案外恋愛下べ手たですね」

　牧野の言葉に、俺は自嘲気味に笑った。

「そうだな。バカみたいだ。迷って、傷つけて、のた打ちまわってる。みっともないと軽蔑するか？」

　俺が言うと、牧野も笑顔のまま俺を見た。

「しませんよ。むしろ安心します。ひとつくらい欠点がないと、人間らしくないですからね。機械じゃないんだからさ」

「俺なんて実は欠点だらけだよ。君には詳しくは教えないけどね」

　笑いながらの言葉に、彼は顔をしかめた。

「うわ。やっぱり嫌味くさい。奥さん奪っちゃおうかな。腹が立ってきました」

「やめろ。異動したいのか」

「うわ。最悪だ。パワハラだ」

　牧野の肩を殴るふりをすると、彼が大げさに痛がるようにその部分を撫でた。ふたりで笑い合う。

　牧野に話したとおり、梨乃に対しては本当にうまくいかない。こうして話している間も、頭の中は夕べの彼女の様子ばかりが浮かんでいる。そんな自分が、なぜか嫌いではない。

「そんな可愛い奥様に伝言。来週、送別会をしますから来てねって伝えてください」

「送別会か。わかった、ありがとう。喜ぶよ。きっと寂しがってるから。今まで毎日一緒にいた仲間と、もうなかなか会えないからね」

　俺が言うと、牧野はニヤッと笑った。

「寂しさを慰めるのは、旦那の仕事でしょ～。頑張ってください」

「お前、言動がアカマメに似てきてるぞ。このまま数年経てば、アカマメと区別がつかなくなるかもな」

　俺がそう言うと、牧野はギョッとした。

「うわ。やばっ。マジですか」

「マジマジ。はははっ。楽しみだ」

「やめてくださいよ」

　笑いながら、梨乃の顔を想像する。

　……送別会か。喜ぶだろうな。

　俺も茜に連絡して、急いでもらわないと。そう考えながら、後半の会議のために立ち上がった。




「ただいま、梨乃」

　玄関から声をかけると、彼女が部屋の中から飛びだしてきた。

「課長っ」

　俺に向かって飛び上がり、抱きつく。そのまま彼女を抱え上げて言う。

「梨乃。重い」

「え、やだ……！　下ります」

　俺の冗談を真に受けて下りようとした彼女を、抱き直す。

　そのまま唇を重ねる。

　こんな俺は誰にも見せられない。部下に知られたら、会社に行けなくなるな。

　俺はそう思いながらも、彼女の耳にもキスをしていた。

「あの――」

　なにかを言いかけたその唇を再び塞ぐ。

「ん……、課……長」

　梨乃は息苦しそうに俺を受け入れている。

「あ……の、話……できな……」

　俺は構わず、その唇を貪るように覆いながら目を閉じる。

　しばらくしてから、そっと彼女を見た。梨乃はとろりとした半目で俺を見つめ返す。

　唇を離して言う。

「話……？　なに？　いい子にしてた？」

「意地悪……」

　肩で息を切らしながら可愛く俺を睨む彼女を、そっと下ろす。

「意地悪なのは梨乃のほうだよ。会議に集中できなくなりそうだった。牧野にからかわれてしまったよ」

「……どういうことですか？」

　首をかしげる彼女を見ながら、おいしそうな香りがすることに気づいた。

「ご飯？」

「ええ。作りました。それを言いたかったのに」

「ありがとう。嬉しいよ」

　俺は彼女の額にまたキスをしていた。

　きりがない。自分で呆れて笑う。

「そうだ、来週、送別会だって」

「私の？」

「そう」

「本当に？」

　嬉しそうに笑う彼女を見て思う。

　その席では、気をつけないと。梨乃に甘いところを会社の者に見られたら大変だ。

　そう思いながら、気づけばまた彼女の髪を撫でている。

　あ。……本当に重症だ。隠し通すのは、難しいかもしれない。




「では、挨拶と乾杯の音頭を、主役の早瀬さんにお願いしましょう。さ、前へどうぞ」

　司会をしている牧野に言われて、梨乃はマイクのあるほうへと歩いていった。彼が今回の幹事をしてくれたらしい。

「あ、あの、みなさん、今日は私のためにこうしてお集まりいただき、ありがとうございます。本当に、毎日楽しく過ごせました。みなさんのおかげです」

　俺は彼女からは離れた席で、緊張して話す様子を見つめていた。

　ここは料亭の大広間。社内で募集したところ、参加者は課の者を始め、他の部署からも集まり、総勢五十名にもなったそうだ。

　おとなしくて、人付き合いが苦手なものだとばかり思っていた彼女の顔見知りの多さに、俺は驚いていた。

「私は月瀬建託で、みなさんと過ごした日々を忘れません。ここで多くの宝物に出会いました。それらを大切にしながら、これからも今まで以上に頑張って……いくつもりです……」

　そこまで話して、彼女は目を押さえた。もう話せなくなっている様子だった。

「はーい、出ました、泣き虫早瀬の最後の涙です。今日が見納めで～す」

　牧野の突っ込みにみんなは笑った。

「そこで登場していただきたいのが、あの人ですよね？　お待たせしました！　イケメンフィアンセ！　片桐課長！」

「は!?　俺？」

　急に話を振られ、驚く。

「社内で指折りの美女たちのハートを次々と奪い去った挙句、営業第二課の心のオアシスだった早瀬をものにした、我々、男性社員の敵！　さあ、こちらで言い訳をしていただきましょう！　どうぞ！」

「な!?」

　腕を数人に引かれ、無理やり前へと連れていかれる。

「おい、なんで――」

「はい、課長。奥様にねぎらいのお言葉と、代理の乾杯を」

　牧野にマイクをポンと手渡される。

　……まいったな。

　目の前で俺を見上げる梨乃と、注目しているたくさんの視線。

「……梨乃、今までお疲れさま。これからの人生を、俺が預かるから……安心して。みなさんも心配しないでください。彼女は、しっかりと俺が守っていきますから」

　俺がそう言うと、場は一斉に盛り上がった。

　歓声と口笛が湧き起こる。梨乃は再び顔を覆って泣きだした。

「いやいや、課長！　結婚するのに、これ以上モテてどうするんですか！　吊つるし上げのつもりが反則でしょ！」

　牧野がさらに突っ込み、みんなは笑う。

「これはもう、キスでもしていただいて、女性たちに示していただかないとね！　俺に惚れるな！　売約済み！って」

「お、おい。牧野」

　さすがに焦る。なんでそんなこと……。

　そんな俺の意思を無視して、会場からは賑やかな手拍子と共に、男性社員の〝キスコール〟と、女性社員の〝ダメコール〟が湧き起こっている。

「キース！　キース！」

「ダーメ！　ダーメ！」

　どうしろっていうんだよ……。

　ふと梨乃を見ると、顔を上げて俺を見つめている。その目にこう言われている気がした。

『みんなの前で、できないんですか？　私を本当に好きなんですか？』と。

　次の瞬間、俺は彼女の顎を掴むとクイッと上に向け、自分の顔を下げてキスをした。

「きゃぁぁぁぁ！」

「嫌ぁぁぁぁ！」

　女性たちの声が大きくなる。

　それを聞きながら、唇をゆっくりと離した。梨乃は真っ赤な顔で唖然としている。

　俺はそばにあったビールジョッキを手にすると、みんなへ視線を向けた。

「早瀬のこれからの幸せと、会社のますますの発展を願って。乾杯！」

　俺が言うと、みんなもジョッキを上げて、「かんぱーい！」と声を揃えて言った。

　梨乃のほうを向いて思う。

　これからは、もっともっと驚かせてあげる。最高の花嫁にするって、君を取り戻したときに誓ったんだ。

「……課長。ありがとうございます」

　梨乃が小声で呟いた。

「朝飯前だけど？　もっとしようか？」

　笑いながら言うと、彼女は俺から目を逸らした。

「もう。キスのことじゃなくて……余裕なんだから。信じられないです」

　余裕なんてないよ。本当は牽けん制せいしたんだ。君は俺のものだって。……内緒だけどな。

　俺は平然とした態度を崩さずに、彼女を見つめたまま笑った。







七・君を抱いて眠りたい










あなたと感じる幸せ




　送別会が終わり、ふたりで課長の部屋に帰った。

「楽しかったですね」

　私が言うと、彼はニコッと笑う。

「そうだね。でも、羽目を外しすぎたやつの顔は覚えておこう」

「やだ、無礼講ですよ」

「わかってる。でも、残業くらいは押しつけないと。あいつらめ」

　私も笑いつつ、怒った顔の彼を見る。

「職権乱用ですか？　うふふっ」

「ああ、そうだよ。こんな俺は嫌か？」

「ちょっと嫌かも。意地悪ですよね」

　私の言葉に、彼は私を捕まえてソファに座った。

「なんだよー、そこは『そんなことない』って言うところだろ」

「きゃはは」

　ふたりでソファの上でじゃれ合う。

　最近はいつも笑っている。泣きながら彼を恋しがった頃が、嘘のようだ。彼はいつも私と一緒にいてくれる。

　恋に臆おく病びょうで、誰かを愛しすぎないようにいつもブレーキをかけてきた私に、課長は本物の幸せの素晴らしさを教えてくれる。

「ね、梨乃。テレビゲームしようよ」

　課長はローボードからごそごそと箱を取りだした。そこには家庭用ゲーム機が入っている。

「課長、こんなのするんですか？」

「うん、たまに。企画書が煮詰まったときなんかにゲームをすると、意外とアイデアが浮かんだりするんだ。無心になれるからかな。楽しいよ」

「へえ……」

　私は彼をどこまで知れたのだろう。私の知らない彼は、あとどれだけの秘密を抱えているのだろう。

　そういえば結局、茜さんとふたりでいた理由も聞いてはいない。




「あ、そうきたか」

「私のライフはまだあります。私の勝ちですね」

　ゲーム機には初めて触ったのに、案外簡単に思えた。

　戦闘物のゲームを、ふたりで並んで寝転がり、笑いながら楽しむ。

　温かいコーヒーの湯気と、ふかふかのクッション。隣には子供みたいに笑う彼の顔。

「梨乃、やったことないなんて嘘だろ。強すぎる」

「嘘じゃないですよ。課長が弱すぎるんです。運も実力のうち」

　そう。私は強運だ。こんなに幸せを感じることができるのだから。

「やばいよ、勝てない」

「こんな弱気な課長を会社で見たことがなかったから、なんだか新鮮」

　会社では敵なしなのに、ゲームに負ける課長が可愛く思える。

「本当はいつも弱気だよ。実は、アカマメに怒られるたびにへこんでた」

「それは嘘でしょう。楽しそうに部長を挑発してるように見えてました」

「ばれたか」

　ゲームオーバーになり、寝転んだまま彼に身体をくっつける。彼は私の頭を、そっと自分の腕に乗せた。

　見つめ合いながら黙り込む。

　黙っていても、わかる。きっと同じことを思っている。

　あなたを愛している。心の奥の深いところから湧き上がってくる、そんな愛に揺られ、めまいを起こしそうになる。

「課長……愛してる」

　私が言うと、その顔はほろりと優しく緩んだ。

「俺も。……梨乃に、かけらも残さず根こそぎ奪われてしまってるよ」

「……なにを？」

「俺の気持ち。自分の意思すらなくなるほどに。……君次第なんだ。俺なんて」

　そんなふうに囁かれたら、私にも意思なんてなくなる。すべてがあなた次第になってしまう。

　今夜もあなたを抱きしめて眠ろう。その吐息が私の肌にかかるほどの近さで。




　そのままベッドに移動し、再び身体を寄せ合う。

　甘い囁きを聞きながら、あなたに包まれていたい。そう思いながら目を閉じ、抱かれる腕の体温を感じる。

「明日、もう一度茜に会うよ」

　彼の言葉に目を開けた。

「信じて。今はまだこれしか言えない。会っても……いいか？」

　不安げに私を見つめる瞳は、嘘を感じさせなかった。私は笑顔で言う。

「いいですよ。……信じてるから」

　彼は安心したように微笑んだ。

　もう、疑ったりしない。自信なんてあるわけじゃないけれど、信じることも愛だと思う。恋に不器用な私をここまで成長させてくれた課長が、本当に大切。

「その代わり……私のお願いを聞いてくれますか？」

「ん？」

「今夜は……私を抱きしめていて。朝まで離さないで」

　彼は笑顔のままで、私の耳にそっと囁いた。

「言われなくても離したくないよ。……君次第だって言っただろ」

　彼の囁きに酔って、とろける瞬間が好き。

　髪を撫でてくれる指の感触が好き。

　唇がそっと触れて、胸が締めつけられる感覚が好き。

　私を見つめる濡れた瞳が好き。

　彼への愛は、〝好き〟がいっぱい詰まっている。

　あなたにそれをすべて差しだして、その心に埋めたい。

　私は彼の体温を全身に感じながら、うっとりと目を閉じた。




　翌日。今日は課長が茜さんと会う予定の日だ。私は彼の部屋で待っていた。

　信じるだなんて強がったけれど、本当は行ってほしくはなかった。昔のふたりの関係を思うと、胸が張り裂けそうだった。今になって、なんの用事があるのだろう。

　そこまで考えて、自分の頬をペチペチと叩く。

「……あれ？　梨乃、いたの？」

　そのとき、彼が部屋に帰ってきた。

「『いたの？』って……。いちゃダメですか？」

　彼の言い方に少し傷ついた。

「あ、いや。そうじゃないよ」

　課長は俯いた私を見て慌てる。

　嫌だ。私、面倒くさい。茜さんと会ってきた彼に対して、拗ねてる。

　私が顔を上げないので、彼は黙り込んだ。

　どうしよう。私の態度にきっと呆れたんだ。でも、素直になれない。どうしようもない。会っていいと言ったのは私なのに。

「もう茜とふたりでは会わないよ？　用事は終わったからさ」

「ごめんなさい。私……」

　俯く私の頭上で、彼がクスッと笑うのが聞こえた。私は顔を上げて彼を見る。

「拗ねてるの？　妬やいたの？」

　課長は楽しそうに笑いながら言う。

「ふふっ。やっぱりね。昨日から無理してたんだろ。あっさりと許してもらえたからそんな気がしてた」

「いえ。そうじゃ……」

　私は首を横に振った。

「いいんだよ。無理してるってわかってたから。素直にそう言えばいいのに。会って受け取るものがあっただけだから」

　課長は楽しそうにクスクスと笑い続ける。

「本当は宅配便でもよかったんだ。でも梨乃が頑張って強がるから、その気持ちを無駄にしちゃかわいそうかなって思って、会ってきた」

「意地悪……っ」

　私は泣きだしてしまった。

「……マジで？　まいったな、泣かないでよ」

　急に焦って、私を抱きしめる優しい手。失いたくない。

　こんな私に呆れないでね？　いつまでもこうして抱きしめてね？

　私は心の中で叫んでいた。

　課長は私が泣きやむまで、優しく抱きしめていてくれた。










彼の企たくらみ




「あ、そうだ、梨乃。三月五日はなにか予定はある？」

　朝になり、課長に尋ねられる。

「五日？　いいえ、なにもないです」

　私は彼をぼんやりと眺めたまま答えた。

　ワイシャツにネクタイ。その上からエプロン。彼のこのスタイルはもう何度か見ているけど、見飽きることなどこれから先もないだろう。

　会社での厳しい彼とのギャップから来るものなのか、とてもセクシーに見えてならない。部下を叱り飛ばし、上司に楯突いて、思うままに契約を取りつける。そんな課長しか以前は知らなかったのだから。

　うっとりと頬杖をついて、彼が玉子とベーコンを炒める姿に見とれていた。後ろから、その細く締まった腰にしがみついて、背中に頬をすり寄せたい衝動と闘う。

「ジロジロ見ない。照れるだろ」

　私の視線に気づいた彼が、目を逸らす。

「だって……萌もえるんですもの。課長のエプロン姿。見飽きることなんてないと思います。普段とのギャップがあるからかしら」

　私の返事に、彼は眉を下げる。

「……スケベだな。なんだよ、それ。誰にも言うなよ？」

「なにを？」

「俺がエプロンつけて梨乃の朝ご飯を作ってるだなんて、矢崎にでも知られたら大変だよ。君にベタ惚れなのが会社中にばれて、格好悪いだろ」

「ふふっ。誰にも言いません。鬼課長様の言うことを聞かないと、おいしいご飯を作ってもらえなくなるから。私は忠実な部下ですよ」

　本当はもったいなくて、ひとり占めしていたいからなんだけど。

　私の言葉に、彼はケラケラと愉快そうに笑った。

「三月五日に、なにがあるんですか？」

　問いかけると、彼は手を止めてこちらを向き、軽く片目をつむった。

「君にとって、忘れられない出来事が起こる日だよ」

　閉じた彼の片目からパチンとなにかが飛びだしてきて、私の心を射抜いた気がした。

　ドキドキして、心臓が破裂しそう……。

　私は胸を押さえながら言う。

「やめてください。その格好で、そんな仕草で私を惑わさないで。息切れしそう」

「なに言ってんだよ。はい。お待ちかねのご飯ができたよ」

　彼は呆れたように笑いながら皿を運んできて、私の目の前に静かに置いた。そこには、おいしそうなベーコンエッグが綺麗に盛りつけられている。

「はい、スープも。熱いから気をつけて。君は猫舌なんだから」

　もう胸が苦しくて、お腹がいっぱいになった気分だ。




「五日は、予定を空けておいて。それと、今日は家に一度戻って顔を見せておいで。ご家族が心配なさっているかもしれない。じゃあ、行ってくるよ」

　玄関まで見送った私に、彼はそう言ってから軽くキスをする。

　私は映画のヒロインにでもなった気分で、彼を見送る。

　幸せへの道の門が大きく開いて、そこを全力で駆け抜けている。そんな気がしていた。ブルーだったまわりの背景が、ピンクに変わっていく。課長が見せてくれる夢があまりにも素敵で、酔いを醒さます暇もない。

　これ以上に、なにが私を待ち受けているのだろうか。




　その日の夜。彼はいつもより二時間ほど遅い十時過ぎに、部屋に帰ってきた。

「おかえりなさい。……酔ってるんですか？」

　玄関で靴を脱ぐ彼の様子を見て、そう思った。ぼんやりとした表情をしている。

「うん。アカマメと常務と……飲んでて。……ごめん。連絡する暇がなかった」

「別に謝ることじゃないですよ」

　部屋に向かって歩きながら答える。彼の上着から香る、微かな香水の匂い。気づかないわけじゃないけれど、仕事の付き合いだから仕方がない。

　課長はどさっとソファに座りながら、ネクタイを緩めている。

「私、今日は泊まらないで帰ろうかと思って。タクシーを呼びますから」

　疲れた様子の彼を気遣い、言ってみる。

　課長とお酒を飲む機会は、これまでにもたくさんあったけれど、こんなに酔った様子の彼を見たのは初めてのことだった。

「なんで帰るんだよ。怒ったのか？　遅くなったから？　それとも、女の子のいる店に行ったから？　ごめん。アカマメの行きつけの店がそこで……。俺は別に……そこに行きたかったわけじゃなくて、常務に相談があって」

　私は彼のそばに行き、彼の頭を抱えるように抱きしめた。彼が話すと、胸のあたりがもそもそとくすぐったい。

「はい。わかったから……もういいから」

　子供をあやすみたいに、彼の髪を撫でる。必死で言い訳をする彼が愛しい。

　そっと腕の力を緩めて、頭を放す。その頬を両手で包み込み、瞳を合わせる。

　酔って潤んだ彼の目が、不安そうに私を見上げている。

「帰りません。ここにいます。今夜も……私を抱いていてくれますか？」

　私が言うと、その目に安心の色が広がり、スッと細くなる。

　……可愛い。彼の笑顔を見てそう思う。

「お酒を少し飲んできたくらいで怒ったりしないのに。酔うと弱気になるんですね」

「……酔わなくても、いつも弱気だよ。梨乃に関しては。俺は君をまだ……幸せな花嫁にしていない。俺を選んでよかったと、梨乃が思うまで……。でも、これから……きっと、そう思えるように……」

「なんの話？」

　ひとりごとのように呟く彼の言いたいことが、さっぱりわからない。

「ねえ、梨乃。キスして？」

　私の問いをはぐらかすようにキスをねだる。その目にはまだ不安の影がある。憂いを帯びた……探る瞳。切なさが滲んで、綺麗で。

　私はそっとキスをする。彼が望むならば何度でも。

　彼の吐息から、ほのかにお酒の香りがする。だけど、それは苦さではなく、甘さを感じさせる。

　なにを言いたかったの？　幸せな花嫁？　どういう意味なの？

　私は課長がそばにいれば、それでいいのよ？

「梨乃……どこにも行かないで……。俺といてくれ」

　彼の手が私の服の中に滑り込んできて、肌を撫でる。私はその心地よさに身体をよじった。

　彼の指が、熱い視線が、今夜も私を包み込んで幸せな夢を見せてくれる。

「んん……課長、待って……」

「待たない。……梨乃が逃げだせないところまで、追いつめる。俺しか見えない場所まで……連れていく。誰も君に触れないところまで。そうでないと不安なんだ。どうしようもなく」

　言いながらも、柔らかなキスの雨が全身に浴びせられる。

　そう。いつも願っている。こうして私に触れてほしい。感じてほしい。私の身体中から溢れる愛を。

「……課長……好き……っ……」

　三月五日になれば、きっとわかる。なにかが、変わる。

　そんな予感を抱きながら、私はその指先に次第に翻弄されていった――。










三月五日




　三月五日の予定を課長に尋ねられてから、十日が経過していた。

『君にとって、忘れられない出来事が起こる日だよ』

　以前、いたずらに笑いながら彼はそう言った。

　今日が三月五日、金曜日。忘れられない出来事……それはなにを意味するのか、さっぱりわからないままにこの日を迎えた。

「普段着のままでいいから、六時に会社に来てくれないか」

　彼はそう言って、会社へと出かけていった。

　デートかしら。兼六園の桜はまだ咲いてはいないけれど。春の気配が近づく街を、彼とふたりで歩くのは素敵。勝手に想像して舞い上がる。

　普段着でいいと言ってくれたけれど、そんなわけにはいかない。服を選びに実家に向かおうと思い、彼の部屋をあとにした。

　仕事を辞めてから、最近はほとんど課長の家にいて、しばらくゆっくりと過ごしていた。短期のアルバイトにでも行こうかと、求人誌を眺めたりしつつ、課長の部屋で、彼の香りに包まれて過ごすのはとても幸せだった。




　家に着いたのは午後三時。珍しくリビングに母の気配がしないので、不思議に思う。

「ただいま。お母さん？　いないの？」

　私が言いながら奥の部屋に入っていくと、母はびくりと身体を揺らした。

「あら、梨乃。帰ってきたの？」

「ダメなの？」

「連絡がなかったから。……驚いたわ」

　なんだろう。母の様子に違和感があった。

「お母さん？　なにかあった？」

「なにがよ。変なこと聞くわね」

　言いながらも、母は私と目を合わせない。

　おかしい気はしたけど、私は自分の部屋へと向かった。どうせお菓子でも隠していたんだろうと思った。

　部屋に服を並べて悩む。どれが可愛く見えるか、鏡に映しながら合わせてみる。

　課長に可愛いと言われたい。彼に似合う女になりたい。

「あれ。お姉ちゃん」

　そのとき、妹の梨花が部屋にヒョコッと顔を出した。

「学校は？」

「今日は一時で終わり。……職員会議だって」

「そう」

　たったそれだけの短い会話の中にも、不思議な違和感を覚える。

　なんだろう。お母さんと梨花。ふたりと話した内容は、どこもおかしいところなんてなかったのに。

　そのとき、階段で足音がして、今度は母が私の部屋を覗いた。

「梨乃。お母さんと梨花は出かけるから。鍵閉めておいてね」

「え、どこに？」

「買い物よ」

　それだけ言い残し、ふたりは出かけていった。

　私は時計を見ながら準備を急ぐ。

　お母さんったら、結婚すると決まった途端に、私は放ったらかしなのね。まあ、構われないほうがいいけれど。

　夕闇が迫りつつある外は、薄暗くなっていた。課長の笑顔を思い浮かべ、念入りにメイクをした。




　会社の前で彼を待つ。辞めてからまだ日は浅いのに、もう足を踏み入れるのに気が引けている。ここで彼の部下として働いていたのが、遠い昔のことのように思えた。

　みんな、元気かしら。スミレは今日も課長に怒られているのかしら。課長とアカマメは、今日も火花を散らしているのかしら。

「あれ？　早瀬じゃん」

　外まわりから帰ってきた、二課の男性の先輩社員に声をかけられた。

「あ、こんにちは」

　軽く会え釈しゃくをしながら言うと、彼はニコニコとしながら立ち止まった。

「おめでとうな。本当によかったな」

　私は首をかしげた。

　課長の転勤のことかしら……？

「はい、ありがとうございます……？」

　意味もわからずお礼を言う。

「ははは。なんで疑問形なんだよ。じゃあ、どういたしまして……？」

　彼は私の口真似をする。それで笑う私を見て彼も笑った。

「頑張れよ」

「はい……？」

　笑いながら吸い込まれるように社屋に入っていく彼を見て、再び首をかしげる。

　あ。最後も疑問形で答えてしまった。

「梨乃さん、ごめん、待たせて～」

　そのとき、慌てた様子でこちらへと駆けてきた人物を見て、ギョッとした。

「もうさ～、道が混んでて途中でタクシー降りたわ。じれったくてさ。遅れたら大変だから」

　目の前で話す彼女を見たまま、唖然とする。

　茜さんが？　どうして……？

「あ、行こうか。早くしないと本当に遅れる」

　腕時計を見ながら、焦った様子で彼女は言う。

　遅れる？　なにが？

　驚く私の腕を軽く掴んだ彼女は、そのまま会社の中に入ろうとした。

　受付に寄らずに、直接エレベーターホールへと向かう彼女に声をかける。

「ちょっと待ってください。私、もう会社は辞めているので、課長を呼びだしたりはできません。受付に行かないと」

　普通ならば呼びだしてもらったあと、エントランスで待つのだけど。

　彼女は課長に用事があるはず。だけど、どんな用件で？　課長はもう、茜さんとの用事は終わったと言っていたのに。

　まさか……私の目の前で宣戦布告するつもり……!?

「うん。知ってるわよ。どうしたの？」

　茜さんは、それがどうしたとばかりに私を見つめ返して、立ち止まった。

「だからですね――」

　私はじれったさを感じながら、さらに説明を続けようとした。

「ああ、もう、梨乃さん。話はあと。急いで」

　彼女は、今度は力を少し強めて私の手を引いた。

「茜さん」

　呼びかけても、もう彼女の返事はない。

　彼女はきっと二課へと行くに違いない。そう思いながらエレベーターに乗り込んだけど、彼女は二課のある二階ではなく、七階のボタンを押した。

「さあ、降りて。急ぐわよ」

　あっという間にエレベーターが七階に到着し、相変わらず私の手を握ったまま、彼女は早足で歩きだした。

　彼女が慣れた足取りで目的地に向かうのを、不思議に思いながら見る。

　月瀬ビルの中に入ったことがあるのかしら？　まさか、私が辞めてから課長とここで会っていたとか？

　いやいや、ないわ。考えすぎよね。

「茜さん、私、待ち合わせをしてるんです。エントランスに戻らないと」

　私が言うと、彼女はふふっと笑う。

「待ち人はもう来ないわ。だって、あなたと待ち合わせてたのは私だもの」

「ええ!?」

　まさか、彼は私と茜さんのふたりで話をしろと……？　彼女と会ったことを疑った、あの日のことを怒っているから？

　頭の中でいろいろ考えていると、彼女は第三ミーティングルームの前で立ち止まった。この部屋は少人数の会議をするための小部屋だ。

　茜さんはためらいもせずに、その部屋のドアをガチャッと開けると、「入って」と私を促した。私は震える足でその部屋に入る。

　そして……。目の前の光景を見て、驚いた。

　女性が三人、私を見てニコニコしている。

　……誰？

「あら。可愛らしい方。はじめまして、今日はよろしくね」

　母ほどの年齢だろうか。上品なイメージの女性が言う。

「こんにちは。本当だわ。肌が綺麗。やり甲が斐いがあるわね」

　その隣の、髪の長い女性が続ける。年は三十前後だろうか。首にストールを巻いて、レザーのロングスカートをはいている。お洒しゃ落れな着こなしの人だ。

　もうひとりは、ニコニコしながらも私を凝視していた。年は私と同じくらいかしら。彼女の隣には、驚くほどに大きな箱がふたつ置かれていた。

　みんな茜さんとよく似た雰囲気で、華やかさが満ち溢れている。

　そんな彼女たちに取り囲まれ、私は声を出すこともできなかった。

　課長……？　これは、どういうことなの……？　この人たちは誰なの？

　心の中で彼に尋ねた。










世界一幸せな君へ［悠馬Ｓｉｄｅ］




「課長、東雲しののめのモデルルームですが、案内のバイトがひとり、週末休みたいと連絡があって……」

「それは困るな。四人は常駐してないと。派遣会社に連絡して、人員を確保してくれ」

「課長～。安やす田だオーナーが来週、会いたいそうです～。建設を見合わせたいとか。元の予定地に戻したいそうです～」

「元の場所じゃ入居者は集まらないよ。わかった、今すぐ連絡する」

　週末の夕方、オフィスは騒がしい。次々に上がってくる案件を、ハイスピードで処理する。そんな俺の隣で、アカマメはお茶をすすりながら新聞を読んでいる。

　まったく。今日くらい手伝ってくれよ。ゆっくりしてはいられないのだから。その調子で、俺がいなくなったらどうするんだよ。

「課長ー！　すみません、いいですかー」

「はいはい、ちょっと待って」

　俺はアカマメに期待するのをやめて、呼ばれたほうへと移動した。

　フロア全体が殺気立っている。今日は特に、みんなが早く業務を終わらせようと必死だ。

　俺は財布から札を一枚取りだすと、矢崎を呼んだ。

「これで、缶コーヒー、人数分買ってきてくれないか」

「はい！　ごちでーす！」

　彼女は浮かれ足で自販機へと向かう。

「矢崎～、俺のもだぞ。ブラックでなー」

　アカマメが彼女に向かって叫ぶ。俺はため息をついて呆れながら彼を見たあと、電話をかけるために受話器を手に取った。

　時計を見ると六時半だった。今頃、梨乃はどうしているだろう。自分の置かれた状況に、慌てふためいているのだろうか。

　俺は彼女の様子を想像して、ひとりクスクスと笑う。コーヒーを配りながら戻ってきた矢崎が、そんな俺を見てニヤニヤしている。

「課長、みんな『ありがとうございます』って。ところで、なにをそんなに喜んでるんです～？　なんだかやらし～」

　俺は笑みを消して彼女を見る。

「やらしくない。喜んでない」

「ぎゃはは。どうせ梨乃のことを考えてたんでしょ。課長も梨乃にかかったら形無しですね。あとで会ったとき、どんな顔をするのかしら。携帯で隠し撮りさせていただきます」

　お釣りを俺に手渡しながら、矢崎は楽しそうにおどける。

「やめろ。撮ってばらまくつもりだろ」

「ばらまくだなんて。嫌だわ。みんなにエリート課長の実態を伝えるだけですよ」

「冗談に聞こえないぞ」

「あら、本気ですもの」

　言い捨てて逃げる彼女を、眉をひそめて見る。

　だが、あとで会ったとき、きっと俺は矢崎の言うとおり、形無しになるんだろうな。自分でもそう思う。

　梨乃の美しさが、俺のポーカーフェイスをたやすく破るだろうから。




　営業第二課が、完全に業務を終えたのは、七時を少し過ぎた頃だった。

　今日は課の二十七名全員が揃っている。

「やば！　もう七時だよ！　着替えなくちゃ」

「おい、ここにあった資料は？　誰か知らない？」

「そんなの来週にしなよ」

「そうだな」

　ガヤガヤと賑やかに話しながら、みんなは更衣室へと向かう。

「片桐課長！　赤沼部長も！　早く行きますよ」

「ああ」

　言われて俺とアカマメは立ち上がった。

「お前。向こうに行ったら、俺がいないから不安なんじゃないのか」

　アカマメが歩きながら話す。俺も彼と並んで歩を進めた。

「さっき、俺も部長を見て同じことを思いました」

「生意気な。減らず口め」

　そう言いながらも、アカマメの顔は赤くならなかった。今日は俺の挑発に乗る気はないらしい。

「片桐……」

「はい」

「二年したら、またここに来いよ。そのまま横浜に帰るんじゃないぞ」

　意外な言葉に驚きながらも、いつもの調子で返す。

「部長も。業績は下げないでくださいよ。また元に戻すのに苦労したくはありませんから」

「てめぇ。本当に生意気なやつだ。いなくなると思うとせいせいする。心配しなくても、またお前をこき使ってやる。ポストは空けておくからな。感謝しろ」

　俺は笑った。アカマメは笑わなかったが、やはり赤くはならなかった。




　課の全員で、社屋のエントランスロビーの階段の下に立ち、上方を眺めながら待つ。

　俺はみんなを見渡した。

　タキシード姿のアカマメが緊張している。

　礼服の牧野が、中野たちと話しながら笑っている。

　矢崎は元気な彼女らしい黄色のパーティードレスを着て、髪を巻いている。

　これから起こる出来事が、どうか君を幸せで包んでほしい。

　これまでに感じた罪悪感や、不安を、どうか俺にすべて預けてほしい。

　これからの君の人生を、俺に守らせてほしい。

　君とずっと、笑っていたい。

　そのとき、歓声が湧き起こり、俺は階段を見上げた。

　純白のウエディングドレスでその細い身体を包んだ梨乃が、俺を見下ろしている。

「きゃー！　梨乃！　綺麗！」

　矢崎が涙ながらに叫ぶ。

　俺は目を細めて梨乃を見つめていた。彼女の目にも、涙が溢れている。

　拍手と歓声の中、梨乃は手すりに掴まりながら、一歩ずつロビーの階段を下り始めた。俺に向かってまっすぐに歩いてくる。

　彼女の頭上に輝くティアラが押さえている薄いベール。それが垂れ下がっているせいか、彼女の顔がよく見えない。

　……いや、違う。俺も感動で泣きたい心境になっているからだ。ぼやけている梨乃の顔が、彼女が近づくにつれてだんだんとはっきりしてくる。

　涙を堪えて微かに微笑む彼女が、目の前に来る。

「課長……」

「綺麗だ」

　ただ、君を見つめるだけで精いっぱいだ。

　目の前で俺を見上げる彼女の美しさに、それっきりなにも言えなくなってしまった。

「……どうして……」

「君を驚かせたかった。結婚式はできないけれど、俺の送別会なら……してもいいだろ？」

「え……？」

「今日は……送別会だ。仮装したって、誰も文句は言えない」

　彼女が俺のまわりを見る。

「そうよ！　今日の送別会の仮装テーマは〝結婚式〟！　これは仮装パーティーなの」

　矢崎に言われ、梨乃の目が潤み始めた。

「そうだよ！　イェーイ！」

　二課のメンバーは親指を立てて梨乃に見せる。

「みんな……」

　泣きだした梨乃の隣にいる茜を見る。

「茜。ありがとう。最高の出来だよ」

「当たり前でしょ。世界を股にかけるトップデザイナーが特別に作ったのよ。忙しいけれど、あなたに頼まれたら断れないじゃない。張りきっちゃった」

　得意げに言う茜を見て、俺は微笑んだ。

　実は、彼女の職業は服飾デザイナー。有名なコンテストで何度も賞を獲るだけあって、今日の梨乃のドレスは、彼女にしか似合わない気がするほどの素晴らしさだ。

「梨乃さん。浮気だなんて言ったら悠馬がかわいそうよ。これでわかったでしょ。私なんて、誘っても相手にされなかったわ」

　茜にそう言われて、梨乃はさらに泣きだした。

「友達の美容師と、メイクアップアーティストも呼んだのよ。今日は私たちも一緒に飲んでもいいんでしょ」

　梨乃を花嫁にするためにいろいろ手がけてくれた女性たちが、茜の背後に立って微笑む。

「ああ。ぜひ。ありがとう」

　そのとき。

「梨乃ちゃん」

　みんなの後ろから、ひとりの男性が梨乃のほうに歩いてくる。

　梨乃は顔を上げて彼を見た瞬間、驚いて目を見開いた。

「……東条さん！」

　東条慎吾さんは、柔らかく微笑みながら梨乃に花束を渡した。

「梨乃ちゃん、結婚おめでとう。俺は……あれから結局、君を憎むように努力したけど無駄だったよ」

　梨乃は驚きで返事もできない様子だ。

「片桐さんが俺のところに来て言ったんだ。『梨乃は素晴らしい女性だから、無理に忘れることなどできないだろう。心のままに過ごせばいいんじゃないか』って。君を自然に忘れることができる日までね」

　彼の話す言葉が、梨乃にとって一番嬉しいことなんだと思っていた。今日、来てほしいと頼んだとき、初めは嫌だったのか、遠慮してなのか断られてしまった。

「俺は……彼になら君を任せてもいいと、そのとき初めてそう思った。そうしたら、少し気持ちが楽になったんだ」

　だが、数日後に彼から連絡があり、参加したいと言ってくれた。

　今改めて、そんな東条さんに、俺も心から感謝する。

「東条さ――」

「君に以前言ったことを……訂正してもいいかな？」

　梨乃は彼を見つめる。

「君に会えて、本当によかったと今なら言える。片桐さんに……決別は君以上の女性に出会うためなんだと言われて、そうだと思えた。君が本当に好きだったよ。こうして幸せを願えるほどに、俺を成長させてくれたんだ」

　梨乃は返事ができない状態になっている。嗚咽を堪えるように、花束で顔を隠し、俯いた。

「父が……君たちの結婚式を禁止してたなんて知らなくて。でも、俺は謝らないよ。今日が素晴らしい日になるだろうから」

　俺は彼に笑って言う。

「あなたが協力してくれれば、そうなります。梨乃と俺の罪悪感を軽くできるのは、あなただけなんだから。あなたの祝福がないと、梨乃と俺の幸せは成立しない」

　東条さんは笑顔のままで頷いた。

　本当に申し訳ない。君の大切な人を奪った。その事実だけは、消えることはない。

　この罪は一生をかけて償う。彼女を幸せにすることで。君といるよりも、もっと幸せを感じてもらう。そうでないと、梨乃と君に言い訳が立たないから。

「あ～、片桐。そろそろ始めんと。ご家族の方もお待ちだぞ」

　アカマメに言われて気づく。

　彼のそばにいる俺と梨乃の家族に、軽く会釈をする。

「梨乃。こっちだよ」

　俺が腕を出すと、彼女は嬉しそうに手を絡めてきた。そのまま歩きだすと、俺たちの後ろからみんながついてくる。

　これからも、こうして君を連れて歩いていこう。

　どこまでも、いつまでも。

　君が迷って泣いたときには、俺がこの手を差しだして道しるべになるから。

　もう、離さないから。










愛と祝福に包まれて




　私は彼に連れられて、一階奥の大ミーティングルームの前に立った。

「さ、ドアを開けてみて」

　課長に言われてそっとドアを開く。

「……わあ……」

　驚く私の目に飛び込んできた光景は、披露宴会場そのものだった。

　金屏風にたくさんの来賓テーブル。ここが会社のミーティングルームだなんて、信じられない。花がところ狭しと飾られ、壁には薄桃色のシフォンカーテンが張り巡らされており、あちこちに設置してあるライトが会場を眩しく照らしている。

「驚いた？　課のみんなでセッティングしたんだ。常務の使用許可は取ってある」

「常務の……？」

　あ。酔って帰ってきたあの日……。そんな話をしていたのね。

　今日の日のために課長が奔走していたことを、私はすべて疑って、拗ねて、困らせてきた。彼に申し訳なかったと心から思う。

「さ、どうぞ。今日は君が主役だよ。ま、表面上は俺だけど」

　みんなが流れ込んできて、それぞれの席に座る。すると、料理を持ったホテルの給士係の人がたくさん会場に入ってきた。

「課長……。これは……」

　私は驚いて、隣の彼の袖を引っ張る。

「ああ、料理？　せめて気分だけでもね。俺たちに披露宴の本番はないから。でも、なかなかでしょ？」

　白のタキシード姿の彼は、息をするのを忘れそうになるくらいに綺麗。その笑顔を惜しみなく私に向けて、なかなか私を夢から覚めさせてはくれない。

「……あの……梨乃さん？」

　雛壇にふたり並んで座ると、年輩の夫婦がゆっくりと近づいてきた。

「父さん、母さん」

　私よりも先に課長が声をかける。

　ええっ！　ご両親？

　近々、結婚の挨拶に出向こうと課長と話してはいたけれど、彼のまとまった休みがなかなか取れずに、まだ行けてはいなかった。

　私は慌てて立ち上がり、頭を下げる。

「早瀬梨乃です。あの、私、なにも取り柄のない者ですが、悠馬さんを愛しています。そ、それしか……ないんですけど」

　言いながら思う。本当に私には、なにも誇れるものなんてない。課長みたいなキャリアも、資格も。なにも。

　いつも彼を困らせて、考えすぎで……泣き虫で。

　お母様はニコリと笑って、私の肩にそっと手を乗せた。

「なにもないなんて言わないで。悠馬を好きなら、それで充分ですよ。悠馬もなにもないわ。あなたに対する気持ちしか」

　私は顔を上げた。彼によく似た、綺麗な女性。優しく包み込む笑顔。

「ありがとう……ございます」

　心から思う。彼を産んで、私に出会わせてくれた人。あなたのおかげで、私の今の幸せがある。

　隣でお父様もニコニコと私を見ている。

「ごめんな、わざわざ来てもらって。来週、こっちから梨乃と行くつもりだったんだけど」

　彼が言うと、お母さんはケラケラと彼によく似た声で楽しそうに笑った。

「息子の披露宴……いえ、送別会に来ただけよ。あなたが謝るだなんて。ずいぶん彼女にいろいろ教わっているのね」

「俺だって、詫びることくらいあっただろ」

「いいえ、なかったわ。ひねくれ者だもの。昔から、自分の非は認めない。でも……今回のいきさつには、さすがに少し考えさせられたようね。もっともっと精進しなさいよ。お嫁さんに後悔させるんじゃないわよ」

「なんだよ、説教か。格好つかないなぁ」

　優しそうなご両親。私は温かな気持ちで三人を見つめていた。

「梨乃」

　今度は母と父と梨花がそばにやってきた。

「あなたったら、急に帰ってくるんだもの。準備もゆっくりできなかったわ」

「そうだよ。学校を早退したなんて言ったら、勘ぐられそうで焦ったよ～」

「俺は家に入れずに、外でずっと待ってたんだぞ。親不孝者。片桐くんの家にそのままいればいいものを」

　私は泣きながらも、思わず笑ってしまう。父が家の前でイライラしている様子が思い浮かんだからだ。

「早瀬さん、片桐です。このたびはご挨拶が遅れまして……」

　課長のお母様に話しかけられ、父と母は振り返った。そのまま、両家の家族は話しながら席に戻っていく。その様子を見ながら彼に言う。

「大変だったでしょう。こんな、なにもかも……」

　彼は笑って得意げな表情を見せた。

「不動産のオーナーのご機嫌を取るよりは簡単だったよ」

「まあ。課長様らしくない発言ですね。オーナーのご機嫌取りは得意なんじゃ……」

「大変だったのは、君にいろいろ誤解させたこと。茜との仲を疑われたときは、泣きたくなったね」

　本当に彼の言うとおりだ。なぜもっと信じてあげられなかったのだろう。

　申し訳ない気持ちでいっぱいになりながら課長を見上げる。

「ごめんなさい。私、わからなくて」

「でも、梨乃を綺麗な花嫁にしたかった。……というか俺がそれを見たかった。途中で話せばよかったんだけど、どうしても内緒で驚かせたかった。完全にエゴだね」

「課長……」

　優しさで満ち溢れた笑顔を見て、心から幸せを感じる。

　ここまで話したところで、マイクを持った司会の牧野くんがこちらに手を振る。

「では、今日はふたりのお祝い会ということで、早速始めましょう。まず最初に、我が部署のボス、赤沼部長からご挨拶を頂戴いたします。部長！　お願いいたします」

　言われてアカマメが立ち上がる。

「ウォッホン！　ええと、ま、とにかく。おめでとう！　早瀬、片桐を早く尻に敷いて、黙らせてくれ！　以前から何度も言っているが、やりにくい！　俺をバカにして、非常に困る！　頼んだぞ」

　会場がどっと湧く。

　みんなはいつもみたいに口笛を吹いたり、親指を逆さにしてブーイングをしたりしている。

「黙れ！　黙れ！　君たちは片桐の影響を受けるな！　こんな偉そうな部下はひとりでいい」

　アカマメは、赤い顔で叫ぶように力説していた。

　私はおかしくて、笑いすぎて……幸せで。……涙が出た。

　本当は諦めていた。

　ドレスも、祝福も……東条さんのことも。もう二度と会うことはないと思っていた。

　それらを課長は、まるで魔法をかけたみたいに一気に叶えてくれた。

　人を傷つけて始まった私たちの恋だから、他の人と同じことがすべてできなくても仕方がないと考えていた。

　お互いを信じられず、傷つけ合った。理解するまでに、たくさんの壁を乗り越えた。

　それができたのは……あなたとだったから。

「課長」

「ん？　ほら、食べて。ホテルニューオリンズ佐さ倉くらの特注料理なんだよ。これには特にこだわったんだから。ひと口でも」

　会場はカラオケに突入しており、いつものごとく男性社員と女性社員がマイクを争奪して闘っている。

「諦めていたことを、すべて叶えてくれました。あなたは魔法使いみたい。……ありがとうございます」

　言いながら、涙がこぼれ落ちた。

「俺が魔法使いか。もしもそうなら、使う魔法はひとつだな」

　私は彼を見た。

「梨乃が俺をもっと好きになるように、俺は魔法をかけ続ける。今日のは序の口。もっと惚れさせてあげるから」

　その笑顔だけで、もう充分なのに。

　これ以上好きになったら、きっと息ができなくなる。

「……強烈でめまいを起こしちゃう。もう充分です。すごい魔力で……」

　泣きながら言う私を、彼は笑いながら見ていた。

「はい、そこー！　イチャイチャしない！　課長、新妻にぜひラブソングを！」

　牧野くんがマイク越しに言う。

「えっ。……歌!?　無理！　無理無理！　本当、ダメだから」

　課長は手をブンブン振りながら拒絶する。その様子を見ながら、私はポツリと言う。

「課長……まさか？」

　彼は困った顔をしながら、小声でこそっと言う。

「そう。ばれた？　……音痴なんだよ。無理。こんな大勢の前でありえない。こっそりカラオケ教室に通ってからじゃないと」

　ええっ!!　嘘!?

　彼の言葉に驚いたあと、おかしくなって私は笑った。

　彼の欠点を、初めて知った。眉目秀麗、勇猛果敢なエリート課長の意外な弱点。それを知り、さらに彼への愛情が深まる。あなたを取り巻くすべてのことが、愛しくてたまらない。

　手を引っ張られて、抵抗する彼を隣で見ながら思う。

　これからも、私のすべてはあなた次第。もっといろんな顔を見せて。

　年を重ね、今よりお互いを知ったなら、私はもっとあなたを好きになっているはず。

「じゃあ、キスしたら、歌は許しましょう！」

「ええ!?　またかよ！　牧野、君への引き継ぎの仕事を増やすぞ！」

「えっ!?　出た！　またパワハラだ！　こわっ」

　会場は笑いの渦に包まれている。

　こんな幸せがこれからも、いつまでも続いていくだろう。課長さえそばにいてくれるなら、他に欲しいものなんてない。

　今夜もあなたと抱き合って眠ろう。星の光が消えるまで。

　その温もりを感じるたびに、かけられていく魔法。あなたと過ごす時間の分だけ、私はあなたの虜とりこになっていく。

　狂おしく愛することを、もう恐れない。受け止めてくれる手が目の前にある限り。

　ようやく牧野くんから解放された彼は、息を切らしている。

「あのやろ。絶対俺を恨んでる。梨乃は俺のものだってのに。諦めが悪いやつだな」

「そう。課長のものです」

　私が呟くと、彼は睫毛を揺らめかせてこちらを向いた。

「そんなことを言うと……今夜は眠れなくなるよ？」

「はい。……寝かさないでください」

　彼は顔を近づけてきて、さらに言う。

「冗談？　それとも挑発？」

「……本気です。あなたが好きなだけ」

　私はその目をまっすぐに見つめ返した。

「……まいったな」

　照れて目を逸らす彼を見て思った。

　もしかして彼の最大の弱点は……私なのかもしれないと。

　……自うぬ惚ぼれてもいいかしら。あなたの笑顔が、私を照らす限りは……。

　人には、避けられない思いや、目を逸らせない現実がある。

　だけどそれを受け入れないと、明日を生きられない。

　罪だとわかっていても、止められなかった想い。

　それを結果的には、すべて幸せに繋いだあなたを、愛さずにはいられない。

　もっと奪って、私を。あなたの一部になるほどに。

　夢は覚めずにこれからも続いていく。

　あなたを愛し抜くことを、誓います。

　ふたりの未来もずっと先へと……続いていく。

　幸せの彼方かなたへと。







特別書き下ろし番外編・もう誰も心を奪えない










星降る夜に犯した過あやまち［悠馬Ｓｉｄｅ］




　窓際に立ち、外を見下ろす。

　道路は車やバスが行き交い、渋滞している。今日も朝の喧けん騒そうがすでに始まりだしたようだ。

　金沢の中心地に位置するこのマンションの十階からは、街の様子がまるでおもちゃの模型のように見える。

　ここからこんなふうに街を見下ろすことができるのも、あとわずかだな。

　そう思い、少し寂しい気持ちになった。

「課長。はい、コーヒーです。どうしたんですか？　じっと外を見て」

　背後から声をかけられ、振り返る。

「ありがとう。金沢は春が遅いなと思ってさ。桜の木も冬の姿のままだ」

　コーヒーカップを受け取りながら、彼女に微笑む。

　俺のことを下の名前で呼ぶよう梨乃に何度か言ったが、彼女はなかなか慣れないようだ。退職してずいぶん経つのに、俺はいまだに『課長』と呼ばれている。

「そうですね。でも、今年はまだ暖かいほうです。じきに桜も咲くでしょう」

　可愛い顔をほころばせ、俺を見つめる梨乃の頬を、カップを持っていないほうの手でそっと包んだ。

「課長？　なに？」

「可愛くて、つい触れたくなる。こうしていつもそばにいてくれて、ありがとう」

　じっと俺を見上げたまま、動かない彼女に、顔を下げてキスをする。

「……ふふっ。今日の課長はなんだか変です。急にそんなことを言うなんて。感傷的ですね」

「そうかな。そうだとしたら、今日の飲み会で、今夜は梨乃に会えないからかな」

　来週末には転勤で海外に発つ俺のための飲み会が、今夜催されることになっていた。

　金沢に赴任する前から、ずっとアメリカ支社への異動を希望していた。そのためのステップとしての金沢勤務だったのに、今となっては人生でなくてはならない期間となった。

　ようやく希望の地へ、ここで出会った最愛の人と行けることになった。

「私、起きて待ってますから」

「いいよ。先に休んでて。何時になるかわからないからさ」

　健気で、俺のことをいつも考えてくれる。

　そんな梨乃だが、最初は俺の婚約者ではなかった。彼女には、未来を共に生きる約束をした相手が別にいたのだ。

　彼女が欲しくて、元婚約者から奪った。その事実を忘れることはない。

　だからこそ、梨乃を傷つけることがあってはならないと、いつも心に誓っている。

「明後日あさって……とうとう課長のお嫁さんになれる。本当に嬉しいです。……ありがとう」

「お礼を言うのは俺のほうだよ。梨乃がいてくれるから、頑張れる」

　再び重ね合う、唇の感触。これからもずっとなくなることはない。

　いろいろなことを乗り越えてきたふたりだからこそ、これからもきっと、どんな困難にも負けはしない。最近になってようやく、これまでに感じてきた彼女の元婚約者に対する負い目を、自信に変えることができるようになってきたと思う。

　明後日の彼女の誕生日に、俺たちは晴れて本当の夫婦になる。正式な妻として、堂々と彼女をアメリカに連れていくことができる。

「でも……飲みすぎないでくださいね？　ちゃんと帰ってきてください。朝、隣に課長がいないと、きっと不安になるので」

「うん。ごめんな。なるべく早く帰るから」

　梨乃も心の中には、いまだに不安を抱えているのだろう。俺たちはそんなリスクを承知の上で、人を傷つけてまでもふたりで一緒にいることを選んだ。

　出社前に彼女と過ごす、このわずかな時間が愛しくて大切だ。こんなふうに始まる朝が、これからもずっと続いていく。

　君の存在が、俺を幸せな気持ちでいっぱいにしてくれる。

　ありがとう、梨乃。俺と人生を歩くことを選んでくれた君のために、俺はこの先なにができるだろう。そんなことをいつも考えている。




「課長～。今日もニヤニヤと絶好調ですねー。昨夜も奥様と盛り上がったんですか」

　提出書類を差しだしながら、牧野は今日もおかしな冗談で俺をからかってくる。

「お前なー。相変わらず幼稚な絡みをしてくるな」

　書類を受け取りながら、小さなため息をついた。

「そりゃ絡みますよ。だって悔しいからさ。あーあ、俺も早く結婚したいなぁ」

「契約実績一位を取ったら、モテるんじゃないかな。すぐに結婚できるよ」

「一位だなんて。相変わらず簡単に怖いことを言いますね。わかりましたよ。一位を取って、早瀬より美人の妻をゲットしてやる。課長が悔しがるほどのね」

　彼は以前に梨乃を好きで、彼女に気持ちを伝えたりしていたが、今はもう吹っきれているようだ。だけどまだ恋人はいないようで、こうしてちょくちょく軽口を叩いてくる。

「楽しみだな。お前なら絶対できるよ」

　俺は笑いながら、書類に判を押した。

「うわ。なんか腹が立つ。褒められてる気がしないのはなぜだ」

「精いっぱい褒めてるよ」

「よし。今夜は最後の飲み比べ勝負ですからね？　覚悟してくださいよ。俺が課長に勝てるのは、それだけなんだから。今夜も鼻を明かしてみせますよ」

「……お前、今まで飲み比べで俺に勝ったことないじゃないか」

　俺が最後に言ったことは、彼には聞こえていないようだ。いつの間にか自分のデスクに戻っている。

　おそらく仕事が立て込んでいるのだろう。異動したてで顧客が少なかった彼には、俺の業務の半分を引き継いでもらったのだから。

　あと数日で、このフロアから俺はいなくなる。なんだか信じられない。ここでの居心地は悪くなかった。

　結婚式風のパーティーをしたときも、みんな協力的でとても感動した。

　そんな仲間に囲まれて、梨乃にも出会えて。俺の金沢での日々は、満ち足りていた。

　今夜の飲み会で、改めてみんなに感謝の気持ちを伝えよう。

　慌ただしく動きまわる部下たちの様子を見ながら、そう思った。




「片桐課長！　今までありがとうございました！　お疲れさまでした！　乾杯!!」

　司会の言葉に、みんなは自分のグラスを高々と上げて叫んだ。

「かんぱ～い!!」

　今夜の参加者は五十人ほど。営業部以外の顔も多々揃っている。小さな料亭を貸しきっての宴は、久々だったことも重なってか、みんな大いに盛り上がっていた。

「課長～、本当に寂しいです！　もっと教わりたいことがあったのに～」

「それって、仕事以外のことなんじゃないの？　抜け駆けは禁止よ」

「そうじゃないわよ！」

　開始から五分も経たないうちに、なぜだか俺のまわりを女性社員たちが取り囲んでいた。

「おい！　お前ら、どけよ！　課長と俺たちは、今から男同士の話をするんだよ」

　そのとき、彼女たちの背後から男性社員が数名現れた。

「まだ私たちの話は終わってないのよ」

「邪魔だって！　もういいだろ」

　まずい。……この流れは。どうやらいつものパターンになりつつある。

「おい、君たち。そろそろ――」

　俺が止めようとした瞬間、予想どおりの展開になってきた。

「邪魔とはなによ！　あんたらが邪魔なのよ」

「課長はお前らの相手なんてしてる暇はないんだよ！　本当は迷惑なんだよ！　わからないのか!?」

「なんですって！」

　もうこうなったら止まらない。誰も俺の言うことなんて聞きはしない。

　目の前でぎゃあぎゃあと騒ぐ部下たちを、仕方がないから黙って見ながら、俺は手酌で酒を飲んだ。

　仕事上でのチームワークはなかなかいいのに、どうして彼らはいつも仕事以外では張り合うのだろう。

　まあ、これも見納めか。そう思いながら、俺はクスッと笑った。

「楽しそうですね。本当にすごい人気。みなさん、片桐課長が大好きなんですね」

　俺の隣にビールを持って、ひとりの女性が現れた。

「いやいや。そんなんじゃない。あいつらは、ただ騒ぎたいだけだよ」

　俺が話している間に、彼女は俺のグラスにビールを注いだ。

　泡を立ててグラスに溜まるビールを見ながら、彼女に尋ねる。

「ありがとう。ところで君は？　ごめん、ちょっと思い出せなくて」

「いえ、いいんですよ。私は細ほそ川かわ絵え里りといいます。建築資材課にいます。今日は野の川がわ部長と一緒に参加させてもらいました」

　そう言って笑う細川は、どこか梨乃に雰囲気が似ている気がした。サラッと垂らした長い髪と、大きな目が印象的な女性だ。年齢もおそらく梨乃とあまり変わらないだろう。

「そうか。ありがとう。今日は楽しんでいって」

「はい。ありがとうございます。……じゃあ、もう少しここで、ご一緒していてもいいですか」

　そう言われてふと、室内へと視線を移すと、目前で騒いでいた一団はカラオケ対決へと流れ込んでおり、野川部長はアカマメと深刻な顔で話し込んでいた。

　彼女にとっては、この場には知り合いも少ないだろうし、居心地が少々悪いのかもしれない。

「そうだね。ここにいるといい。好きなものを頼んで食べて」

「はい」

　俺が言うと、彼女は嬉しそうに笑った。

「片桐課長は厳しいお方だという噂で、話しかけるときに少し緊張しましたけど、話してみると優しいです。噂もあてにならないですね」

「また噂か。女性はそういう話題が好きだね」

　隣に座った細川と話す。

「噂話をする女は嫌いですか？」

「楽しい話題ならばいいんじゃない？　君たちはやめろと言われても、きっとやめないだろ？　敵に回したくないしね」

「女性は怖いって言いたいんですか。正直ですね」

　彼女は笑いながら、再び俺のグラスにビールを注ぐ。

「ああ。怖いよ。部長や常務よりもね。どちらかといえば、俺は上司よりも女性社員の機嫌を取っているかな。彼女たちは脅威だね」

「まあ。よくわかっていますね。女性社員のほうが怖いと、女性である私自身も思います。片桐課長は本当に噂どおりのやり手ですね」

　細川とのテンポがよくて軽快な会話は楽しい。話が上手な子だと思う。

「おかげで俺の上司からの評判はすこぶる悪いけどね。みなさん口を揃えて、俺を生意気だと言うよ」

　本当にそうだ。もう少しうまく合わせたらいいと自分でも思う。だけどどうしても、歯向かってしまうんだよな。

「上司に生意気だと言わせる男は本物ですよ」

「本当に？　適当に言ってるんじゃない？」

「ばれました？」

　ふたりで大笑いをする。

　彼女と話していると、酒がどんどん進む。再び空になった俺のグラスに、すかさず彼女はビールを注いだ。

「ありがとう。君もどうぞ」

　彼女にも勧める。

「いえ、私はあまり飲めないので」

　彼女がそう言って断った瞬間。

「課長～！　飲んでますかー？　じゃんじゃんいきますよー！」

　カラオケ対決で盛り上がっていた連中が、がやがやと戻ってきた。

「もう、俺もそろそろ飲むのはやめておかないと。酔ってしまうよ」

　俺がやんわり断ると、牧野が言う。

「課長！　飲み比べはこれからですよ！　まだまだ！」

　うわ。今からか？

　そう思ったが、断るわけにもいかず、再び注がれたビールを順番に飲み干していく。

　まあ、あと少しならばいけるかな。そう思いながら、酒と時間を楽しむことにした。




「片桐～。お前は確かに、有言実行で結果を出してきたかもしれないが～、俺はあくまでお前の上司なんだから～、もう少し態度を改めるべきだ～」

　言いながら、アカマメはグラスを俺の前へと突きだす。

「俺はきちんと部長の指示には従ってますよ」

　そのグラスにビールを注ぐ。

　あれから今度は、アカマメたちに囲まれ、再びさらに飲み続けた。

　酔ってろれつが回らなくなってきているアカマメを見ながら、俺自身も少し酔ってきていると自覚はしていた。

「部長。そろそろお開きにしましょう。明日もあることですし」

「ああ。そうだな。じゃあこの話の続きはまた次回にな～」

　次回は、もういいよ。そう思いながら腕時計に目をやる。

　そろそろ、梨乃のところに帰らないと。彼女はきっと心配しているだろう。針は十一時を示していた。

　一時間ほど前から、少しずつ人が減っていき、今は十人ほどが残っている。

　梨乃に電話だけでもしないと、と立ち上がった。その瞬間、くらっとよろめきかけて踏みとどまる。

「課長。大丈夫ですか」

　細川が声をかけてきた。

「うん。大丈夫。ちょっと電話してくるから」

　言いながら、フラフラと廊下に出る。

　やばいな。もうタクシーを呼ばないと。だけど、その前に。

　携帯を耳に当てて、相手が出るのを待つ。

『もしもし？　課長？　まだ帰らないんですか？』

「うん。もうすぐだよ。ごめんな、遅くなって。少し飲みすぎたみたい」

　梨乃の声を聞いて、顔が緩むのが自分でもわかった。

『もう。あんまり羽目を外さないでください。そばにいないから心配です』

「大丈夫。タクシーで帰るから。もう寝てて」

『いいえ。あと少しなら起きてますよ。コーヒーを淹れて待ってるので』

　正直、寝てもいいとは言ったが、起きて待っていてもらいたかった。酔ったせいなのか、彼女が恋しい。

「……うん。ありがとう。早く会いたい」

『おかしいですよ。……毎日会ってるじゃないですか』

　本当におかしなことを言っていると、自分でも思う。だけど、梨乃に会って話したい。はやる気持ちを堪える。

「うん。そうだな。でも、会いたいんだ。今すぐに。じゃあ、待ってて」

　帰ったら、彼女の髪に指を絡ませて、この胸に抱いたまま眠る。そしてまた目覚めたら、その笑顔を見つめながら朝のひとときを過ごす。

　俺が幸せを感じる日常。かけがえのないふたりの時間。

　電話を切り、振り返って部屋に戻ろうとすると、すぐそばに細川が立っていて、ドキッとした。

「あ。君か。驚いたよ」

「課長。あんな優しい表情もするんですね。彼女に電話をかけている課長を見て、私のほうが驚きました」

「まいったな。格好悪いところを見られたようだ」

　話しながら部屋に向かう。

「いえ。格好悪いだなんて。素敵だと思いましたけど」

「本当に？　そんなことはないだろう。顔が緩んでやばい」

　ふたりで笑い合う。

　初めから話しやすい子だと思っていた。雰囲気は梨乃に似ている気がしたが、話してみるとはっきりと意見を言う子だった。相手のことを先に考えるタイプの梨乃とは、少し違っている。

「今日はありがとう。君と話せてなかなか楽しかったよ」

「タクシーで帰られるなら、私も一緒に乗っていってもいいですか」

　少し話して、すっかり打ち解けた気がしていた彼女と、一緒に帰ることに抵抗はない。断る理由なんてなかった。

「うん。いいよ。すぐに出るけど。家はどこ？」

「東ひがし山やまのほうです。すみません。無理を言って」

　申し訳なさそうな言い方をする彼女に微笑みかける。

「じゃあ方向は同じだ。俺は先に降りるけど」

「はい。よろしくお願いします」

　女性である彼女と、ふたりでタクシーに乗ることになんの警戒も心配もしなかった。意気投合し、話も尽きない。俺に気を遣わせる相手でもなかった。

　彼女と店を出て、呼んであったタクシーに乗り込む。

「私は早瀬さんと話したことはないですが、可愛らしい人でしたよね。早瀬さんは確か、私のふたつ先輩です。羨うらやましいわ。課長のような素敵な人と結婚できるなんて」

「そうかな。俺は会社と違って家では我儘だよ。子供みたいだっていつも彼女に言われてる」

「ふふふっ。私もそんな課長を見てみたいわ」

「会社の人には、そんな姿は見せられな――」

　そこまで話して、俺は額を押さえた。

「課長？」

　どうしたんだろう。急に猛烈な眠気が襲ってきた。

「大丈夫ですか。車を停めますか」

「だいじょ……うぶ……」

　彼女が運転手に「すみません。降ります」と告げる。

　いや、このまま帰らないと。そう思うが、うまく話せない。意識が朦朧としてくる。

　睡魔と闘いながら、促されるままに車を降りた。

　彼女に肩を借りて、もたれかかるようにしながら歩く。

　おかしいな。こんなに酔いつぶれるほどに飲んだつもりはなかった。だけど、やはり無理していたのだろうか。注がれた酒は、飲まないといけない気がしてすべて飲み干してきた。

　見上げると、星が散りばめられた空が広がっていた。

　俺の記憶は――そこで途切れてしまった。




「う……ん……」

　ふと、目覚める。

　身体がだるい。頭が重く感じる。

　昨夜は本当に、いったいどうしたのか。なんであんなに酔ってしまったのだろう。

「梨乃……？」

　隣で眠る梨乃へと目を向ける。

　彼女は向こうに顔を向けて、すやすやと寝息を立てていた。

　少し安心する。あれから無事に帰ったんだな。

「ん……。課長……？」

　しかし、そう言ってこちらを向いた女性の顔を見て、俺は息が止まりそうなほどに驚いた。

「え……？　細川？」

「課長……。すみません。こんなことになって。……私は一応……止めたんですが、課長が……」

　言いながら彼女はそっと起き上がり、肌を隠すようにシーツを身体に巻きつけた。

「嘘……だろう？　なんでこんな」

　俺は今さら、お互いが衣服を身に着けていないことに気づく。

　がばっと起き上がり、服を探すと、俺たちの寝ていたベッドの横に散乱していた。

「課長は……優しくて。私、忘れられません。婚約者がいてもいいです。そのまま結婚しても構わないです。私とこれからも会ってもらえますか」

　今にも泣きだしそうな目で俺を見ながら、切ない声で彼女が言う。とても嘘を言っているとは思えなかった。

　……事実……なのか？

　目を見開いたまま、彼女を見つめ硬直する。

　こんなはずはない。自分の置かれている状況が信じられない。

「私、実は初めてだったんです。最初の人が……課長でよかった。ずっと、好きでした。遠くから、いつも見つめていたんです」

「ちょっと……待って。俺は、本当に……？」

　記憶がない。なにひとつ思い出せない。

　だけど、今の状況のすべてが、昨夜の出来事を物語っている。

「一度……帰って頭を整理してもいいか？　また……連絡するから」

　精いっぱい、言葉を選んで話す。なぜこんなことに。

　梨乃の顔が頭に浮かぶ。

「課長！　私、本気です！　こうなった以上、諦めるなんてできません！　責任を取って、私と付き合ってください!!」

　細川は、急に俺にがばっと抱きついた。

「ちょ……！　おい」

　彼女の身体を離そうと押してみるが、びくともしない。

　まいった。……まさかこんな失態を犯してしまうとは。

　俺は呆然としながら、胸にしがみつく細川を見下ろしていた。










愛しさの行方




　あれから何時間経ったのだろう。カーテンの隙間から、明かりが漏れだしている。

　私はゆっくりと立ち上がると、窓のほうへと歩いていった。

　カーテンを開けて窓の外を見下ろす。毎朝、彼がしているように。

　課長は昨夜、帰ってこなかった。こんなことは婚約してから初めてのことで、少々戸惑っていた。

　今、どこで誰とどうしているのか。

　まさか、私との結婚を考え直すつもりだとか。……いいえ、考えすぎだわ。彼はそんな人じゃない。きっともうじき帰ってくる。

『ごめんな。あれから、また飲まされちゃってさ。ビジネスホテルにそのまま泊まったよ』

　そう言いながら申し訳なさそうに笑うのだろう。私の顔色を窺いながら。

　そこまで考えて、私はクスッと笑った。

　――カチャ。

　そのとき、玄関のドアを開く音がした。私は玄関に駆けていく。課長が靴を脱ぎながら私を見た。

「……おかえりなさい」

　ホッとしながら言う。無事にここへ帰ってきた。それだけで嬉しく思う。

「……うん。ただいま」

　そう言って彼は緩く笑う。

　よかった。いつもの課長だわ。

　リビングに行く彼のあとを追う。

「今日は、会社は？　遅れてもいいんですか？」

　時計を見ると、いつもの出社時間をとうに過ぎていた。

「うん。引き継ぎはほぼ終わってるし……。引っ越し準備なんかのために、俺は今は自由出勤になってる」

「そうですか。朝ご飯は？」

　彼のコートをハンガーにかけながら尋ねる。

「いや……」

　あれ。どうしたのかしら。なんだか元気がない。疲れたのかな。

　そう思い、彼を見る。

「課長？　どうかしましたか？　少し眠りますか？」

　彼は私をまっすぐに見つめていた。

「課長？　なんだか変ですよ」

「えっと。……なんて言うか」

　明らかに様子が変だと思い、彼が話しだすのを動きを止めて見ていた。

　課長はそんな私からさっと目を逸らして俯くと、黙り込んだ。

「……課長。どうしたんですか。気分が悪い？」

「……そうではなくて」

　口ごもってなかなか話をしない課長を見ながら、考える。

　まさか、アメリカ勤務の話が消えたのかも。それとも、飲み会で誰かと揉もめたとか。

　いろいろ考えてはみるけど、どれも当てはまらない気がした。

「実は……」

　ようやく私を見た課長の目を見つめ返す。

「なにか言いたいことがあるんですよね？　言ってください。お願いだから」

　あなたの心にあるものを、どうか私に見せてと強く願う。そんな私に対して、彼は重い口を開いた。

「昨夜は……女性と……一緒だった。朝まで。ホテルで目覚めたとき……彼女が隣にいた」

「え？」

　一瞬、彼が言ったことは冗談で、私を驚かせようとしているのかと思った。

「責任を取ってほしいと……彼女に言われて……。どうしたらいいか……考えてる」

　だけど、彼の顔があまりにも真剣で、深刻そうで……悲しそうで。彼の話は、本当のことなのだと知った。

　なんと言ったらいいのかわからない。

「急に……眠気が襲ってきて……目覚めたら、そうなっていて。覚えていないんだ。なにもかも」

　端麗な顔を、苦しげに歪ませて彼は言う。課長の苦悩が、私にも移ってくる。

　私は彼を見つめたまま、もうなにも言えなくなっていた。

　課長が別の誰かと朝を迎えた。そんなことがあるはずない。

「梨乃」

　私が黙ったままでいると、課長は私に近づいてきた。

「どうしたらいいのか考えながら……ずっと思ってたのは、俺は梨乃と別れるなんてできないということだ」

　課長が私の手を取って握る。

　別れられない？　え、別れる？　そんなことまで考えなくてはいけないの？　昨日まで何事もなく一緒にいたのに？

　私たちの関係は、たったひと晩で簡単に壊せる程度のものなの？

「梨乃。俺は――」

「放してください！」

　私は彼に握られていた手を、思いきり振りはらった。

「誰にでも同じことができるんですか？　課長は、私じゃなくても抱けるの？　私は課長じゃないと無理です。課長はその程度なんですか？　私とは違うんですか？」

　興奮して思わず叫ぶように言っていた。

　彼は悲しげな表情を崩さない。眉尻を下げて、潤んだ瞳で私を見つめる。

　そんな課長を私は睨んだ。

　わかっている。酔った上でのことで、感情なんてきっと入ってはいなかったと。

「ごめん。梨乃に話すと、傷つけると思ってたけど……隠し事はできない性質なんだ。本当は今すぐ梨乃を抱きしめて、君を感じたい。だけど今は、君はそれを許せないだろう」

　なにも言わずに課長を睨んだままでいた。

　心が壊れそう。どう言えばいいの？

　潔く打ち明けてくれたことについては、そうしてくれてよかったと思う。隠されたくなんかない。だけど、彼の言うとおり、今はとても許す気になんてなれない。

「……我慢できそうにないから、少し外に出てくるよ。これ以上拒絶されると耐えられそうにない。本当にごめん。自分勝手だと、俺も自分でそう思う」

　私はもちろん傷ついたけれど、課長自身もそうなのだと、そのとき初めて思った。

　彼は素早く部屋を出ていく。言い訳など、なにひとつせずに。

　私は引き止めることもできずにいた。ガクッと床に膝をついて、うずくまる。震えが止まらない。

　だんだんと時間が経つにつれて、実感が強くなる。

　だけど……失いたくない。どうしても、嫌いになんてなれない。忘れることなんてできるはずがない。

　この先、課長以外の誰のことも愛せない。

「課長……」

　どうしよう。どこへ行ったの？

　立ち上がると、外へ向かって飛びだした。

　行かないで。その人の元へと行かないで。私をひとりにしないで。

　そう思いながら課長の姿を探す。マンションの横の路地を曲がると、彼の背中は、思ったよりも簡単に見つかった。

「課――」

　ホッとしながら彼を呼ぼうとして、思わず口をつぐんだ。

　彼の目の前に、ひとりの女性がいる。小柄で清楚なイメージの人だ。顔を紅潮させて、必死で課長になにかを言っている。

　私はそのままマンションの陰に身を隠した。

　誰？　その人が昨夜一緒にいた人なの？

　どうしたらいいか考えながら、ふたりの様子を窺っていると、課長が彼女をそっと抱き寄せた。すると、彼女の腕が課長の背中に回る。

　心臓が、破裂しそうなほどに強く鳴り響く。

　私はギュッと目を閉じて、抱き合うふたりに背を向けた。そのまま早足で歩きだす。

　心の奥にあるのは、不安、怒り、絶望……愛しさ。

　抱えきれないほどの感情を持て余したまま、どこに向かうわけでもなく歩き続ける。

　涙で視界がぼやけても、私は足を止めなかった。遠くに行きたかった。

　課長と彼女の姿が、ほんのひとかけらも見えなくなるほど、どこか遠くへ。










逃れられない




　公園のベンチに倒れ込むように座った。

　あれから三十分は歩いただろうか。コートと財布を持ってくればよかった。そんなことを冷静に考えられるほどに、気持ちは少しずつ落ち着いてきていた。

　ぼんやりと座ったまま、あたりを見渡す。犬を連れた若いカップルがいる以外は、ほとんど人はいなかった。

　今頃、課長はどうしているかしら。彼女とまだ、一緒にいるのかもしれない。そう考えると心が痛んだ。

　彼は責任感が強い人だから、今回のことをうやむやにして終わるつもりはないだろう。だけど彼女に対して、これからどうしていくつもりなのかわからない。

　もしかしたら、このまま私と別れることも考えているかもしれない。課長の話を聞くほどの余裕は、私にはなかった。自分の態度や行動を、激しく後悔する。

　不安に心が押しつぶされそうになる。

　私との始まりの日も、彼は冷静だった。課長に初めて気持ちを伝えた日に、彼が言った言葉。

『本当はこんなふうに……君を彼から奪ってはいけないんだ。人として当たり前のことだよな』

　その気持ちは、きっと今も彼の心の中にあるのだろう。迷いながらも、私と過ごすことを選んだ日々は、誠実な彼にとっては苦痛であったのかもしれない。

　さっきも、一切の弁解もしなかった。いつだって自分の気持ちに正直だ。

　そんな彼だから、昨夜の出来事を覚えていなかったとはいえ、心のどこかに逃げだしたい気持ちがあったのかも。

　婚約者を奪われるかもしれない恐怖。東条さんもこの気持ちを味わったのね。こんな形でそれを知ることになるなんて。

「あれ。梨乃？　梨乃じゃないか」

　スーツ姿の男性が私の前に立つ。私は座ったまま、彼を見上げた。

　少しだけ甲高い声。人懐こい笑顔。眼め鏡がねの奥から私を見る目はつぶらで、あの頃とまったく変わらない。髪は当時長めだったが、今は短く切り揃えられている。

「驚いたな。俺は今から取引先に向かうところなんだ。この公園を横切ると近道だからいつも通ってる。お前は？　散歩か？　この近くに住んでるのか？」

　彼からの矢継ぎ早の問いかけに、なにひとつ答えないまま黙り込む。

　当時の彼の、なにもかもを覚えている。はっきりと。

『お前、重いんだよ、気持ちが。怖すぎ』

　これまで頭の中で、何度も繰り返し再生されてきた彼の言葉。それが、本人を目の前にして再び聞こえてきた、その瞬間。私は立ち上がり、逃げるようにこの場を去ろうとした。

「待って」

　彼に呼び止められて、振り返らないままで足を止める。

「……元気だったか？　あれから……俺もいろいろあってさ。後悔してた。あんな言い方でお前を傷つけたこと」

　大学生の頃に、友人の紹介で彼と出会った。

　一生懸命に恋をしていた。純粋で、一途な気持ちをすべて彼にぶつけた。受け止めてくれると信じていた。相手の気持ちなんて、まるでお構いなしでひとりよがりに。

　結果、彼を束縛してしまったことは否めない。だけど、彼に告げられた最後のひとことに、私は長い間苦しんできた。自分は恋に不向きなのだと、人を好きになるのが怖くなった。

　そんな私の心を、課長が優しく溶かしてくれた。

「今さらだけど……あのときは本当に悪かった。ごめん」

　思いがけない彼の言葉に振り返る。

「別れてから後悔したよ。梨乃は引っ越して行方もわからなくなったし。しばらく探したけど見つからなくて、もう会えないものだと諦めていた。まさかこんなところで、偶然会えるなんて思わなかったな」

　そう言いながら彼は笑う。

　変わらない。その笑顔も話し方も。

　怖さよりも、懐かしさが次第によみがえってくる。

「啓けい太た……」

　私は思わず、彼の名前を呟いた。

「懐かしいな。……そんなふうに呼ばれるのは」

「私も……これまでにいろいろあったし、あなたの言葉に確かに傷ついてた時期もあった。だけど……もういいわ。謝ったりしないで。私も悪かったの」

　素直にそう思えた。彼を独占することで満足していた、幼い恋だった。

　私もなんとか笑い返す。

　彼を相手に、普通に話せている。そんな自分に自分で驚く。あんなに会いたくなかったのに。

　課長への愛が、私をこんなふうに強く変えたのだと思う。以前より、自信を持てるようになった。

「梨乃は……なんだか綺麗になったな。お前を変えた相手が、今はいるんだろ」

　そう聞かれて、思わず俯いた。課長とのこれまでの日々が、走馬灯のように頭の中に浮かんできた。

「あれ。……梨乃？　どうした」

　今になってようやく、初めて泣けた。あとからあとから、涙が溢れだしてくる。

　いけないことだとわかっていながら始まってしまった、課長と私の関係。

　壊れてしまわないように、守ることに必死だった。昔、啓太に言われたとおりの恋の仕方を、今もなお繰り返しているのかもしれない。

「なにかあったのか？　少しなら時間があるから、俺でよかったら聞くけど」

　誰かに話して慰めてもらっても、どうしようもない。

　だけど今の啓太ならば、課長の気持ちが少しは理解できるのかしら。当時の私と、現在の私が、果たして同じことを繰り返しているのかどうかも。

　私は思いきって、啓太に打ち明けることにした。

「婚約している……彼が……。私……どうしたらいいのかわからなくて。以前、啓太にしていたことと同じことを、今も彼にしているのかも」

　ふたりでベンチに座る。啓太は黙って私の話を聞いてくれた。課長とのいきさつから、今朝のことまで。

　どうしても、うまくいかない運命なのか。これが、私たちを待つ結果なのか。自信がない。

「梨乃。俺と……やり直さないか？　俺のほうが彼よりも、お前を理解できるかもしれない」

　私は顔を上げて彼を見た。真剣な眼差し。冗談ではないことが窺える。

　このまま啓太の元に行けば楽なのかもしれない。だけど、それでは東条さんの元へと逃げだしたときと変わらない。

　なにより、課長以外の誰かを愛せるはずなどない。彼への愛から、逃れることなどできはしないのだ。そのことに今、改めて気づいた。

　私は立ち上がると、彼を見下ろした。

「ありがとう。聞いてくれて。……初めからわかっていたの。私には彼しかいない。彼のすべてを受け入れるしか、道はないって。離れたりなんて、できないの」

　私がそう言うと、啓太はふわりと笑った。

「覚悟したみたいだな。……そうか。頑張れよ。話を聞いてるうちに一瞬、今なら、彼から梨乃を奪える気がした。彼が梨乃を奪ったように。だけど俺じゃ無理みたいだ」

「ごめんなさい。ありがとう」

　もう、涙は出なかった。啓太に会えてよかった。過去に啓太に言われたことも、トラウマではなく教訓に変えることができそうだ。

「彼が梨乃を奪えたのは、梨乃が彼を愛しているから。他の誰かじゃダメなんだ。お前の心を動かせるのは彼だけだから、ふたりが一緒にいることは間違いじゃないと俺は思う。自信を持って」

　啓太の言葉に驚く。そんなふうに言ってもらえるだなんて、思いもしなかった。

「……そんな驚いた顔をするなよ。俺だって、成長してるんだって。あの頃はガキでさ。もっと自由に遊びたくて、お前のことを持て余してたんだ」

　啓太は言いながら私から視線を外し、遠くを見て目を細めた。ふたりでいた頃を思い出しているのだろうか。そんな彼の表情を見て、彼が当時とは格段に変わったことを知る。

　再び私に視線を戻すと、啓太は優しい笑顔を見せる。

「俺も今はまともな大人だよ？　今の俺なら梨乃もきっと、離れたりはできなかっただろうな。あの頃は、ダメだった。出会った時期が悪かったな」

　照れている彼と笑い合う。

　帰って課長と話し合おう。そしてこれからも一緒にいたいと伝える。

　ふたりの未来が、ずっと続いていくように。

　あなたを心から愛してる。失ったならば、生きてはいけないほどに。

　啓太と別れ、反対方向にそれぞれ歩きだした。逃げだしてきた道を引き返す。

　私が帰る場所はひとつしかない。もう迷わない。啓太が言うように、私たちの選択は、決して間違いではなかったと証明したい。










彼女の嘘［悠馬Ｓｉｄｅ］




　午前九時。部屋に戻ると、梨乃の姿はなかった。

　ため息をつきながら、ソファにどさっと座る。ネクタイを緩めながら、先ほどの梨乃の顔を思い出す。

　初めから許してもらえるとは、もちろん思ってはいなかったが、やはり彼女は強い拒絶反応を示した。俺も逆の立場になったならば、当然怒りを露にするだろう。

　今朝に起こったことの対策を考えられているはずもなく、梨乃に責められてもなにも言えなかった。俺自身が、いまだに動揺しているのだから。

　細川に対しての責任も、どう取ればいいのか。頭の中がひどく混乱している。

　酔っていたとはいえ、なぜあんなことをしてしまったのか。

　先ほどマンションを出た瞬間に偶然、細川に会った。

　駅から会社への通り道にあるマンションだから、出社途中の彼女に会うのは不思議なことではない。だが、偶然とはいえ驚いた。

　人目があるから、マンションの裏に移動し、彼女の話を聞いた。

　俺に対する想いを告げてくる彼女に、梨乃と別れる気はまったくないことをはっきり言うと泣かれてしまった。そのまま慰めるだけで精いっぱいだった。

　涙を止めない彼女に、謝りながら胸を貸した。そのまま俺にしがみついてくる手を振りほどけなかった。この先、どうしたらいいのだろう。

　正直、途方に暮れていた。

「梨乃……」

　その名を呟いただけで、胸が張り裂けそうになる。俺はこのまま、君を失ってしまうのだろうか。

　そんなことはない。あってはならない。

　心から謝って、許してもらえるまで話し合わなければならない。ここで、ぼんやりと呆けている場合ではない。

　そう思うや否や、がばっと立ち上がる。どこに行ったのかわからないが、今すぐ彼女を追わないと。

　そのまま外へ出ようと玄関へと向かった。

　――カチャ。

　ちょうどそのとき、玄関のドアが静かに開いた。

「あ……課長」

　梨乃と目が合い、そのまま一瞬、ふたりで動きを止めた。

「どこかへ……行くんですか？　会社？」

「……梨乃を探しに行こうと……思って」

「私は……もう、どこにも行きませんから」

　ぎこちなく会話を交わし、ふたりで部屋へと戻る。

「私、考えたんですけど」

　ソファに座った瞬間に、梨乃が言いだす。俺を見るその目は、なにかを決意したようなはっきりとした眼差しをたたえていた。

　ギョッとする。梨乃が今から話そうとしていることは、俺が一番聞きたくないことかもしれない。結婚を白紙に戻したいと言いだしたならば、どうしたらいいのか。

「梨乃。待ってくれ。先に俺の話を――」

「私は課長とは別れません。なにがあっても」

　同時に話しだし、その直後にお互いに話すのをやめて相手の顔を見た。

　なにも言えずにいる俺に、彼女は笑った。

「課長は酔って意識がなかったんです。気持ちなんて入ってはいませんでした」

「……もちろんそうだよ。……なにひとつ、覚えてはいない」

「課長を信じます。私と課長は、共に生きる運命なんだと思った自分も信じます」

　笑顔のまま、俺に気を遣わせまいとしている彼女を見ていると、泣きたい気持ちになった。

「本当にごめん。実は……今回のことで梨乃を失ったらと思ったとき……俺も、東条さんから君を奪ったのだから、その報いなのかと考えたんだ」

　正直な胸の内を伝える。これまで梨乃に話したことはなかったけれど、もう隠したりはしない。後ろめたく思ってきたことを。

「違います。私たちはお互いの存在を奪われたりはしない。報いなんてありません。課長が好きだから。あなたしか、私の心を奪えないからです」

　俺は目を押さえた。情けないが、気持ちが溢れてこぼれ落ちそうになった。

　初めて、梨乃を強い女だと思った。細川よりもずっと。

　君は信じてくれている。困難をものともせずに。

「どこにも行きません。ずっと課長のそばにいます。だからお願い。もう、彼女とは会わないでください」

「梨乃……。ありが……とう……」

　言葉にならない。

　今朝、目覚めた瞬間から怖かった。ずっと、彼女の存在が消えてしまうのでは、と恐れていた。

　略奪から始まった関係は永遠ではないと、本当は心のどこかで、これまでもずっと感じていたのだ。はっきりとそれを否定した梨乃を、好きになってよかったと心から思う。

　――ピリリリ。ピリリリ。

　そのとき、携帯が鳴った。

　出ると、細川だった。先ほど会ったとき、なにかあったらと、番号を書いたメモを渡していた。

『課長。……申し訳ありません』

「え。なにが……？」

　急に謝られて聞き返すと、彼女は思いがけないことを話しだした。

『私は、ずっと課長が好きでした。もう、会えなくなると思って、あんな嘘をついてしまいました』

「嘘って、どういうこと？」

　なにがなんだかわからない。細川の涙声を聞いて、俺は混乱する。

『課長とは昨晩……なにもなかったんです。課長は酔って、自分で服を脱いで……ベッドに入るとそのまま眠ってしまったんです』

「なんだって……？」

　絶句してしまう。

　彼女の嘘に、俺は踊らされていただけだったのか？　本当に彼女とはなにもなかったのか。

『さっき、早瀬さんと別れる以外ならば、どんなことでもすると言いましたよね。私、課長を苦しめたかったわけじゃないんです。課長の顔が、苦しそうで。申し訳なくて泣いてしまいました。私はただ……思い出が欲しかっただけなんです。すみませんでした！』

　一方的に切られた電話を持ったまま、しばらく呆然とする。

「課長？」

　梨乃に呼ばれ、彼女を見る。

「どうしたの？」

「……なにもなかったって」

「え」

「昨夜……彼女と。朝まで、寝ていただけだった。なにも……起きてはいないって」

　梨乃も驚いた顔になる。

「ふ……っ。……ふふふっ」

　しばらくの間のあと、急に梨乃が笑いだした。

「あははは。おかしいです」

「梨乃？」

　笑い転げる彼女を、ただ見つめる。

「ふたりで真剣になって。バカみたいですね、私たち」

　俺が軽率な行動を取ったことには変わりない。俺は笑えなかった。

「さすがの課長も……今回の嘘は見抜けなかったんですね。こうして少しは失敗もしないと。完璧なアンドロイドじゃ、あまりにも悔しいですからね。人間だと思える要素もやっぱりないと。片桐課長？」

　彼女の皮肉な言い方に、俺もようやく少し笑えた。

　その言い方は、どこか牧野に似ている気がしたからだ。










あなたの愛に溺れたい




「今日、あのあと出かけてから、昔の彼氏に会ったんです」

　エプロン姿で台所に立つ課長を、うっとりと見つめながら話しかける。

　彼の料理も、その姿も。大好きで、いつもこうして眺めている。

　午後から出社することにした課長は、時間があるからとこうしてブランチを作ってくれている。

「昔の彼氏？　そうなの。ふーん」

　少しは妬いてくれるかと思って言ったのに、彼の反応は想像以上に普通だった。

「彼に、やり直さないかだなんて、今さら言われて驚きました。でも、会えてよかった。昔、彼に言われたことを気にするのはもうやめようと思えました」

　課長は調理の火を止めて、エプロンを外した。

「昔、彼に言われたことってなに？」

　話しながら私に近づいてくる課長を見上げる。

「いいえ。たいしたことじゃないんです」

「たいしたことじゃないのに、ずっと気にしてたの？　やり直したいと言われて、少しは心が動いた？」

　私の座るソファの目の前に彼はしゃがみ込んだ。私と同じ目線の高さになる。

「会えてよかったと思ったのは、なぜ？　どうして会ったの？　連絡が来たから？」

　次々と一気に問われて黙り込む。

　怒ったのかしら。なにか誤解されている気がする。

「課長？　なにもないですよ？　ただ、少し話しただけ。偶然会ったんです」

　彼は私の手をそっと掴むと、婚約指輪にキスをした。そのまま、唇を指輪につけた状態で私を見つめる。

「前に言ったよね？　俺は梨乃のすべてが好きだと。俺のものだと。あまり妬かせないでほしいんだけど。普通じゃいられなくなるって。このまま聞き流すつもりでいたけど、無理そうだ」

　課長の吐息が指にかかる。濡れた瞳が、私を捕らえて離さない。

　こんなふうに見つめられると、私は太刀打ちできなくなる。そのなにもかもに、この身を捧げたくなってしまう。

　どうしようもなく、触れたくてたまらない気持ちにさせる。どうか、その唇で今すぐ私を溶かしてほしい。

「課長……。昨夜は本当に寂しかったんですよ。私を不安にさせた責任を取ってください。今すぐ、あなたが欲しい」

　甘えて見つめ返す。お願い。どうか私を、その唇で、体温で、あなたに溺れさせて。

「君が望むなら、いつだって。俺は、梨乃次第だから。君の言いなりなんだ」

　そう言った直後に、唇を塞がれる。

　それは甘く絡み合い、私を体の奥から熱くさせる。

　このままいつまでも、私を抱きしめていて。もっと、もっと、あなたを心から感じたい。

「課長……愛してる」

　そっと耳元で呟くと、それに応え、彼の指先が私の肌を撫でまわす。

　その動きに身体をくねらせて、漏れだしそうな吐息を堪える。

「あ……っ……悠……馬……」

　貪るように、私の肌の上にキスを浴びせる彼の名を呼びながら髪を撫でると、彼は唇を離した。

　真上から私を見下ろす瞳は、まるで獣のようでいて、愛に満ちている。

　もっと私を欲しがってほしい。その目線にゾクゾクする。

「君は……なんでいつも、俺の心を荒らすの？　優しくしたいのに……欲望に負けてしまう。いつも頭から離れない。梨乃の肌や……声……」

　話しながら、再び彼の唇は私の肌の上を這う。

「表情や……仕草……視線……」

　どうにかなってしまいそう。どうか、そんなことを言わないで。

「……んんっ……あ……」

　身体の奥から突き上げてくる欲望。いとも簡単に心が呑み込まれてしまい、あなたに溺れる。

「何度も何度も……想像して……たまらなくさせる。俺をいったい、どうしたいんだよ。……梨乃のせいだからね？　俺がおかしくなるのは」

　おかしくさせているのは、課長のほうだわ。そう言いたいけれど、もう答えることもできない。

　――愛に溢れた日々を、これからもあなたと過ごしていく。

　こうして抱き合って、朝を迎え、同じ時を刻んで生きていく。

　それが幸せで、愛しくて、たまらない。

　ねえ、課長。これからもきっと、いろいろなことで悩んだり、苦しんだりすると思うの。だけど私は胸を張って言い続ける。

　ふたりでいることは、きっと運命。誰ももう、お互いの存在を奪えはしない。

　あの日、私の気持ちを受け入れてくれてありがとう。




　それから出社した彼が帰ってきて、また夜になった。

　今夜も私は彼の愛に包まれて、胸の中で眠る。

　こうして今後も共に朝を過ごし、夜を迎えるのだろう。

「明日……誕生日だね」

　私の髪を優しく撫でながら、彼は極上の笑顔を私に向ける。

「はい。課長の……名字に変わる日」

　しみじみとした気持ちで答える。

　憧れて、遠くから見つめるだけで精いっぱいだった片桐課長は、もう手を伸ばせば届くところにいる。私とこれからも、未来を生きていく。

「そうだね。ようやく……梨乃を本当に俺のものにできる」

　それは私が思うことだ。そう考えて、笑う。

　ふたりでシーツにくるまって、うつぶせに寝転んで顔を向き合わせている。

　そのままそっと、自然に重なる唇。

「……離さないから。絶対に……。この肌も……唇も。誰にも触れさせたりなんかしない」

「はい……」

　私はそっと目を閉じた。

　甘い囁きに包まれて。あなたの体温に溶かされて。

　これから始まるあなたとの日々を夢に見る。

　手の届かない片想いが、こうして実ったことに感謝する。

「梨乃……もう眠って？　こうしてずっと、抱いているから。……愛してるよ」

　課長の優しい声を耳に残したまま、私はうつろな手で彼の身体を抱きしめ返した。

　もう、彼を見失ったりはしないのだと確信しながら。





ＥＮＤ












あとがき




　皆様、こんにちは。鳴瀬菜々子です。

　このたびは、四冊目の文庫化となりまして、再び皆様にお会いできましたことを心より感謝いたしております。

　ありがとうございます。




　今作は「略奪」という、実際にはタブーであるテーマでお話が展開していきます。

　主人公ふたりが、罪の意識の中で、必死に愛を掴もうと葛藤していく姿を丁寧に書き綴りました。

　今回の物語のような、さまざまな障害を絆に変えていくには、乗り越えなければならない波がいくつもあります。

　愛の力が、すべてを真実に変えていく。そんな強い想いにとらわれ、ふたりは成長していきます。

　誰かに心を奪われてしまったら、それを止める術はなく、気持ちが欲望に支配されてしまう。そんな彼らの姿から、なにかを感じていただけたならば嬉しく思います。

　本編の後日談としましては、牧野くんとスミレちゃんがカップルになる、と考えていたのですが、書ききれなくて申し訳ないです（笑）。




　最後になりますが、今回の文庫化にあたり支えてくださった方々に深く感謝いたしております。

　編集担当の三好様、矢郷様。これまでも、今回も、おふたりのおかげで滞りなく作業を進めることができました。たくさんのアドバイスを授けていただき、本当にありがとうございます。

　綺麗で可愛い、素敵なイラストを描いてくださった弓槻みあ様。お忙しい中描いてくださり、とても嬉しいです。本当にありがとうございます。

　そして、応援してくださっている読者の皆様。本当に感謝しています。

　どうかこれからもよろしくお願いいたします。

　またいつか、お会いできますように。





鳴なる瀬せ菜な々な子こ
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